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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　嵐あらしの前の静けさという言葉がある。

　それの意味するところは暴ぼう風ふう雨うがやって来る前の天てん候こうは気き圧あつの影えい響きようなどで意外に崩くずれないってことが転じて、変事が起こる際さいの前ぜん兆ちようってのは思いのほか大きくないということだ。

　簡かん単たんに言えば何かアクシデントが起こる時の前フリは意外に大人しく目立たないということ。

　ある意味蛇だ頭とう竜りゆう尾びとも言う。

「……」

　いや前回に引き続き何だって突とつ然ぜんこんなことを言い出したのかというと、それにはいちおうワケがあるのである。

　ここ三週間の出来事。

　まあ何というか、それはほとんど嵐の前の静けさみたいなもんだったんだよな。

　もちろんそれに気付くのは少しばかり後──嵐本体がやって来てからのことになる上に、これら一連の出来事も単体で見てみれば静けさと呼よべるほどそう大人しいものでもなかったんだが、それでも全体的に見てみればこれらの出で来き事ごとが幕まく間あいというかほんのプレリュードだったってことは間ま違ちがいない。

　静けさというか前兆。

　その後に起こることのある意味での発ほつ端たんの一つではある。

「……」

　まあいつものごとくよくワカランことがごちゃごちゃと長くなっちまったが。

　要するに何が言いたいのかというと。

　この一月終しゆう盤ばんから二月初めにかけてのおよそ三週間が、俺が深しん海かいに横たわるニュウドウカジカ（見た目が死んでそうな深海魚）のようにノンビリまったりと事じ態たいを静せい観かんしていられる最後の機会になったってことなんだよ。
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　それは色々とアクシデント満まん載さいで風雪吹きすさぶ（文字通り）行こう程ていだった三泊四日の信州温おん泉せん旅行も何とか無事に終了し、ようやく家に帰りついたと思ったらアホ姉たちがそのままお疲つかれさま宴えん会かいとやらをおっ始めやがって、ツマミ作りやら酌しやくの世せ話わやらで結局深しん夜やの二時過ぎまで付き合わされることとなったナイトメアな後日談から一夜が明けた、一月中ちゆう旬じゆんの水曜日のことだった。

　いつも通りの学園へと向かう通学路。

　その途と中ちゆうの坂道。

「お」

「～♪」

　そこで他の生徒たちに紛まぎれて少し前を歩くほんわかぽわぽわお嬢様の後うしろ姿すがたを見つけた。

　白いコートと同色のマフラーとに身を包んだ地上に舞まい降おりた清せい楚そと可か憐れんの化け身しん。

　どこか気だるい朝の風景の中にあって燦さん然ぜんと光ひかり輝かがやくそのオーロラのようなたたずまいはたとえ百メートル離はなれていてもすぐに分かる。うーむ、相変わらず全方位攻こう撃げき可か能のう拡かく散さん対人迎げい撃げきレーザー的（いい意味で）なかわいさっぷりだな……

　………………

　……はっ。

　いかんいかん、声をかけようとして思わず見とれて十秒ほど意い識しきが遥はるか遠くまで飛んじまってた。別に交通事じ故こで昏こん睡すい状じよう態たいだった恋人と一年ぶりに再さい会かいしたってわけでもないのに、朝っぱらからこんな色ボケマックスでどうする。

　ピンク色に染そまった頭を振ふりながら反省していると、

「あれ──裕ゆう人とさんですか？」

「え？」

「わ、やっぱり裕人さんです♪　えへへ」

　こっちに気付いたのかくるりと振り返るとふにゃんと顔を綻ほころばせて、春はる香かがとてとてと人ひと懐なつこいイワトビペンギンのように一いつ生しよう懸けん命めいに駆かけ寄よってきた。

　そのホワイトデンドロビウムが咲くような笑え顔がおに、

「お、おい、乃の木ぎ坂ざかさんがあんなに心を許ゆるした顔をしてるぞ……」

「太陽みたいな笑顔だな。かわいい……」

「てかまたあいつかよ……」

　周りを歩いていた他の生徒たちが一いつ瞬しゆんだけざわめく。効こう果か音おんにすると「……ざわ……ざわ……」といった感じだ。

「おはようございます、裕ゆう人とさん。昨日ぶりですね♪」

「ん、ああ、おはよう春はる香か」

　そんな周囲のざわめきをヨソに、弾はずんだ声で挨あい拶さつをしてくる春香。

　というか正確には十四時間ぶりくらいである。何だかんだで昨日別れたのは夕方過ぎであったわけだし。

　まあそれは些さ細さいな突つっ込こみで、

「今日もいいお天気ですね。ちょっと空気が乾かん燥そう気ぎ味みですが空飛ぶ小鳥さんたちも元気で……」

「ああ、そうだな」

　交かわされる挨拶代わりの会話。

　それ自体はこれ以上ないってくらいのいつも通りのやり取り。

　フランス料理で言えばオードブルみたいなそれは、普ふ段だんならばそのままさらに他た愛あいのない通つう常じよう会話へと進しん展てんしていくはずなのだが──

「あ、え、えと……」

「ん、あー……」

　今回は違ちがった。

　次にやって来たのはどこか落ち着かないような気き恥はずかしいような何ともいえない雰ふん囲い気き。

　互たがいに顔を微び妙みように逸そらしつつ明後日あさつての方向を見る。

「あ、な、なんか変ですね……」

「あ、ああ……」

　いやこれは別に俺の顔がん面めんがナチュラルに周囲を気まずい雰囲気にさせるセクハラ面づらだとかそういうわけじゃないんだよ。

　ただ今回の旅行では色々と予よ測そく外がいなサプライズがあり──具体的に言えば二人でマフラー連結をしたり温おん泉せんに入ったり、ダグラス（特大着ぐるみ）の中で毛もう布ふ一枚という微妙な状じよう態たいで一晩を過ごしたり、おまけにそういった深い意味ではないとはいえ、その、何だ、た、互たがいに好きだと言い合ったりしたわけである。リアルタイムでは旅行というある種特とく殊しゆというか独特な空気の中にあったせいかそれほど感じなかったんだが、一日経たっていざこういった日常の空間の中で二人きりで思い起こしてみると何だか改めてこっ恥ぱずかしくなってくるっつーか……

　春香もまったくもって同じような心しん境きようなのか、

「え、えと……」

「あ、あー……」

　道のど真ん中でお見合い（結婚を前ぜん提ていとしたものではなく）をする俺たち。

　その周りを他の生徒たちがさらにざわめきながら「何やってんだ？」「あのメガネ、またなんかやらかしやがったんじゃないだろうな……」「どうする？　親しん衛えい隊たいに知らせとくか？」とか言いながら怪け訝げんな顔でひそひそと通り過ぎていく。

「……」

　むう、我ながら本当に何をやってるんだろうね？　自分で自分の行動がよく分からん気分というか……

　とにかくこんな往おう来らいで二人同時停てい止し状じよう態たいを続けていても始まらん。

　なので、

「あ、あー、春はる香か、とりあえず歩きながら──」

　そう言いかけて、

「──あ、そ、そうです！」

「え？」

　と、春香がふいに何かを思い出したかのようにぱふんと胸むねの前で両手を叩たたいた。

「あ、す、すみません、急に大声を出してしまって……。あの、えと、何だか胸がどきどきして熱っぽくなってしまってちょっとだけ忘わすれちゃっていましたが……実は裕ゆう人とさんにお話ししたいことがあったんです」

「お話？」

「は、はい。お話というかお願いというか……」

「？」

　何だろうか。まあ春香のお願いならば目の前に最高級スルメを垂たらされたニホンザリガニのハサミアクションのごとく大たい抵ていは即そく答とうでオッケーなんだが。

「え、えとですね……」

「ああ」

「あの……」

「？」

「そ、その……」

「??」

　春香は少しの間もじもじと胸の前で指を絡からめたまま下を向いていたが、

　やがて改まったかのようにばっと顔を上げて、




「あ、あの裕人さん、こ、今度の日曜日…………私と、その、デ、デ、デデデデートをしていただけないでしょうかっ？」




「──っ!?」

　両手でぎゅっとグーを作りながらそんなことを言ってきた。

　その顔はまるでほどよく熟じゆくした国産とちおとめ苺いちごのように真っ赤だった。

「……」

　ど、どういうことだ？

　あまりに突とつ然ぜんというか不ふ意い打うち的な告こく白はくに動どう揺ようする。

　いや連日のこの寒さで俺の鼓こ膜まくがフリーズドライしてるんでなければ今デートって言葉が聞こえたような気がしたんだが……。デ、デートってのはつまりその、あのデートで間ま違ちがってないよな？　いわゆる男子と女子が二人で仲良くどこかへ出かけて全身で青春をエンジョイする……

「……」

　い、いやいや、まだそう決め付けるのは早そう計けいか。春はる香かのことだからまた何かのアキバ系のイベントに行きたいとか何かのグッズが発売になってそれを買いに行きたいとかそういうオチである可か能のう性せいも否ひ定ていできん。大体今まではこういう場合は何か目的がある外出だったわけだし、それを今回はたまたまデートという呼こ称しようで言っているだけで……。……うむ、そうだ、それがファイナルアンサーに違ちがいない。世の中そうそうウマイ話なんてないしな。

　俺は内心の動揺を抑おさえつつ春香の方を見て、

「あ、あー、それで、それはどんなイベントなんだ？」

「え？」

「声せい優ゆうのサイン会とかドジっ娘こアキちゃんコンサートとか、そういうのがあるんだよな？　そうなんだろ？」

　そう訊きいてみたところ、

「…………（ふるふる）」

　春香は小さく首を横に振ふった。

「え、違うのか？　じゃあ何か買いたいアニメグッズでもあるとか……」

「…………（ふ、ふるふる）」

　再ふたたび横に振られる首。

　気のせいか、さっきよりも強い調子である。

「だったら……」

　何なんだろう。残るは何か雑誌で見た喫きつ茶さ店てん（ネコミミorメイド）関係もしくは俺の知らない新たな領りよう域いきの探たん索さくとか……

　すると春香はうつむきながら仔こヤギの鳴くような声を出して、

「そ、そういう目的があるものではないんです……」

「？」

「こ、今回は、その、そういう目的があるものではないんです。そ、そうではなくて純じゆん粋すいに……ゆ、裕ゆう人とさんと二人でお出かけがしたいと思って……」

「え？」

　きゅっと目をつむりながら一いつ生しよう懸けん命めいな顔でそう言った。

「デ、デートという言葉が適てき切せつなのかどうかは分かりません。ですが美み夏かに相談してみたところ『お姉ちゃ～ん、そうゆうのを世間ではデートってゆうんだよ～。まがうことなき正しよう真しん正しよう銘めいので・え・と♡　またはちょっと違ちがった言い方すればランデヴ～かな？　いや～ん、らんでぶ～でらぶらぶ～♪』と言われて……。だ、だからそうなのかなと……」

「……」

　あの耳みみ年どし増まツインテール娘はまたそういうことを……

　しかしそれはともかく、確たしかにそれはデート以外の何物でもない。まさか春はる香かが自分からこんなアクティブ（？）なことを言ってくれるとは……

「あ、ち、ちなみにお出かけしたい場所は〝こすもわーるど〟というところなんです。横浜にあるというあみゅ～ずめんとぱ～くで……。えと、実は回数券のセットをいただきまして……」

「回数券？」

「は、はい、これです」

　おずおずと差し出された春香の小さな手の上には、観かん覧らん車しやのイラストが描かかれたパスネットのようなものが数枚乗っていた。

「えと、詳くわしい仕組みはよく分からないのですが、これがあればほとんどのアトラクションが利用できるみたいで……」

　手の中のカードと俺の顔とをちらちら見比べながら言う。

　ふむ、確かに遊園地用の回数券みたいだな。ぱっと見たところ三千五百円分が六枚も揃そろっている。その横浜コスモワールドとやらのアトラクションの相場がいくらくらいなのかは知らんが、これならまず不自由することはないだろう。……ん、そういえば春香、この券をいただいたとか言ってたが、だれからもらったんだ？　三千五百円×六で二万千円。回数券だけあって多少割り引きはされているのかもしれんが、それでも決して安いもんじゃないし……

「なあ、春香、この回数券なんだが……」

　なので疑問に思い訊きいてみたところ、

「あ、はい。実は……茅かや原はらさんからいただいたものなんです」

「茅原さん？」

　そんな名前が出て来た。だれだ、それ？

「あ、えと、あの方です。初はつ詣もうでの時に名めい刺しをいただいた……」

「初詣……」

　記き憶おくを不器用なアズマモグラのように掘ほり返かえす。

　……って、安あん産ざん地じ蔵ぞうの近くで声をかけてきたやけにおどおどしたあの人か。なんか何とかプロダクションがどうとかいう……。あの時は他にインパクトがあることがあまりにも多すぎたんですっかり忘わすれてた。だけどそんな人が何だって今さら遊園地の回数券をくれるんだ？

「私にもよく分からないのですが……昨日突とつ然ぜんお家うちにいらっしゃったんです。その時にこれをいただいて……。よければだれかお友達でも誘さそってゆっくり楽しんできてくださいと言われました。あとは世せ間けん話ばなしやおうちで飼かってらっしゃるというジャンガリアンハムスターの話などをされてそのまま帰ってしまわれましたけど……」

「……」

　ふむ、なんか本当に何しに来たのかいまいちよく分からんな。ハムスターのアンケートか何かだろうか？

「あ、あの、それで、どうでしょうか……？　よ、よろしければごいっしょしていただけるととっても嬉うれしくて……。あ、も、もちろん裕ゆう人とさんのご都つ合ごうが合えばのお話なのですが……」

　不安そうな春はる香かの言葉に、

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。行く」

「え……」

「日曜日はヒマだ。今のところ特に用事も入ってない」

　何度も言っているように、休日に俺がやるべきことなどどこぞのアホ姉とセクハラ音楽教師のエサの用意とその他掃そう除じ洗せん濯たくの家か政せい夫ふワークくらいしかない。そんなもんはこの際さい用事の内に入らん。それに……

「せっかくの春香の誘いだ。たとえ何か用事があったとしても絶ぜつ対たいに行くぞ」

　それがメイン理由である。断ことわるなんてウチのビッグガメラ（ミドリガメ）が二足歩行をして口から火を吐はくくらいにあり得ない。

「ゆ、裕人さん……」

　その言葉に少しだけ目を潤うるませながら春香がじっと見上げてくる。

　そのペットショップでのトリミングを終えて飼かい主ぬしの帰りを待っていた仔こ犬いぬみたいなつぶらな瞳ひとみはあまりにけなげすぎて……うう、正せい視しするのが少しばかりためらわれちまうな。

　なので気き恥はずかしさを隠かくすために俺は、

「あ、あー、それじゃあとにかく、日曜に横浜だな」

「は、はいですっ。横浜さんです。よろしくお願いします♪」

「あ、ああ」

　微び妙みように心臓の動作不良を感じつつそう答えて、

　ともかく、こうして俺と春香の〝初デート〟が決まったのだった。
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　それからあっという間に四日が過ぎて。

　いよいよというか何というか約束の日がやって来た。

　一月二十二日、日曜日。

　言ってみればＸデーの、その午前十時三十分。

　俺は待ち合わせ場所である横浜コスモワールド前に向かって歩いていた。

「……」

　空は極きよく限げんまで薄うすく作ったカルピスの上うわ澄ずみ液えきのように透すき通とおっていて雲一つない快晴である。気温は少し低めだがそれでもほとんど平年並なみ。コートを着込めばまず問題なしといったところだ。

　どこかへ出かける気き候こうとしては申し分ない。

　というかむしろ絶ぜつ好こうのデート日和びよりであると言える。

　言えるんだが……

「……むう……」

　御おん歳とし百五十歳のゾウガメのごとく歩を進めながら、俺はどこぞの海に沈しずんだ古代帝てい国こくのような声を漏もらしていた。

　何だか落ち着かなかった。

　落ち着かないというか、ほとんど緊きん張ちように近いテンパった心ここ地ちだった。

「……」

　理由は明白というか単純である。

　春はる香かと二人での〝初デート〟。

　その言葉の醸かもし出だすプレッシャーと緊張感とに負けて、俺の一枚三千円（税ぜい抜ぬき）の安ガラスのようなハートが勝手にリズムの狂くるいまくった三十二ビートを刻きざんでいるのである。

「……」

　いやもちろん決して春香とのデートがイヤってわけじゃないし、そもそも春香と二人でどこかへ出かけるのは別にこれが初めてってわけじゃない。

　初めてじゃないどころか今までアキハバラ（×二）、夏コミ、冬コミ、声せい優ゆうイベント等々、片かた手てでは数え切れないくらいに経けい験けんしている。いわば春香とのお出かけ検けん定てい三級の取しゆ得とく者しやレベルってやつだ。

　だがしかし。

　しかしである。

　春香も言っていたが、そういった特定の目的なしで二人で出かけるのは実のところこれが初めてなんだよ。

　ましてやそれが〝初デート〟の名を冠かんしているとくれば、もはやハードルの跳はね上あがりっぷりが半はん端ぱじゃない。ヘタな姿すがたは見せられんというか、おかげで今日は朝から何だか発情期のシャイアー馬のように落ち着かず待ち合わせの二時間も前に家を出るハメになっちまったし……

「…………」

　しかしもうここまで来たら今さらジタバタしても仕方がない。

　こうなったら、とにかく当たって砕くだけろだ。

　まあ本当に当たって砕けて木こっ端ぱ微み塵じんになっちゃあ元も子もないんだが、あくまでそういう意い気き込ごみということで。豚ぶたも死ぬ気になれば空を飛ぶ……とも言うしな（少し違ちがう）。

　で、そんなこんなをしている内に待ち合わせ場所に辿たどり着つく。

　海に面した遊園地入場口の前の少し開けたスペース。

　そこの街がい灯とうの下が約束した待ち合わせ場所である。

　とはいえまだ待ち合わせ時間までは一時間ほどある。

　幸さいわい座すわるのにちょうどいい置き石もあることだしここはヒッヒッフーと深呼吸でもしながら心を落ち着けて、春はる香かがやって来るのを待とうと思いきや──

「……」

「……」

「あ、あれ、裕ゆう人とさん……？」

　──その余よ裕ゆうは与あたえられなかった。

　待ち合わせの街灯の下。

　なぜかそこには……すでに両手を身体の前で揃そろえながらちょこんと立っている春香がいた。

「は、春香……？」

「あ、は、はい」

「え、い、いや、何だって……」

　もういるんだ？　待ち合わせ時間は確たしか十一時半だったはずである。まさか俺がベタに時間を一時間間ま違ちがえてたとか……

　すると春香は少し恥はずかしそうに早口になって、

「あ、え、えとですね、今朝は何だか早く目が覚さめてしまったんです。よ、よく分からないのですが胸むねがどきどきしてベッドにいても落ち着かないというか、キンググリズリーくんを抱だきしめてもちっとも治おさまらなくて……。なので少し早起きをして支し度たくをしていたのですが、八時過ぎにはそれも終わってしまって、お家うちにいても何だかそわそわとして落ち着かないので、少し早かったんですが出てきてしまったんです」

「そ、そうなのか……」

「は、はい。あの、裕人さんはどうしてこんなに早く……？」

「え？　あー、俺も似にたようなもんだ」

　うなずき返す。

　そういえば旅行の時も春香は早起きだったな。それで旅館の中を散歩してたんだっけか……

　ほんの一週間ほど前のことながらもう半年くらい昔のことのように感じられる出で来き事ごとに思いを馳はせる俺に、

「え、えへ、気が合っちゃいましたね♪」

　ちょっとだけはにかんだようにそう言って笑いかけてくる春はる香か。

　それはもうある種の兵器で、ほとんど有う無むを言わさず反則的なほどに五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの奥おく底そこにえぐりこんでくるような笑え顔がおであり──

　……う、か、かわいすぎるぞ……

　しょっぱなからのイノセントスマイル・インパクトに思わず頰ほおが緩ゆるんで溶とけたバニラエッセンスみたいになっちまう。やべぇ、今日は本当に殺やられるかもしれん……

　ちなみに今日の春香は暖あたたかそうなマフラーにスカート、ファー付きのコートという服ふく装そうだった。

　冬のセレクトスタイル＠お嬢様といった感じ。

　本人の性格を映したかのように白と薄うすピンク色とを基き調ちようとした柔やわらかな色合いのそれらはもう鬼おにに金かな棒ぼうどころか魔ま王おうに血ち塗ぬられたギターくらいによく似合っていて、そのままディスプレイに展てん示じされてもおかしくないレベルなのは当然なんだが……今日は何だかいつもより少し雰ふん囲い気きが大人っぽいような気がする。漂ただよう空気が横浜にマッチングしているとでも言おうか……

「む、むう……」

　何なんだろうね？　みなとみらいなどという普ふ段だんは来ないようなムーディーでロマンスフルな環かん境きようが俺の交感神しん経けいに特とく殊しゆな働きかけをしてるんだろうか。それとも何か他に理由があるのか……

「あ、え、えと……」

　そんな風にボーっと見み惚とれていると、春香がもじもじと恥はずかしそうに下を向いていた。う、しまった、今の視し線せんは微び妙みようにセクハラ入ってたか。

　俺は慌あわてて顔の前で手を振ふって、

「ス、スマン！　別に変な意味があるわけじゃない。ただ、その、何だ、今日の春香はなんかいつもより大人っぽいと思っただけで……」

「え……」

「そ、それだけじゃなくて、かわいいとも思うし、に、似合ってるとも思うぞ。や、いや、これは他た意いがあるってことじゃなくてだな……」

　どう言えばいいのか説明に窮きゆうしていると、

「……あ、ありがとうございます」

「え？」

「そ、そう言ってもらえるととっても嬉うれしいです……。実はこれ、今日のために美み夏かといっしょにお買い物に行って選んだもので……。だ、だってせっかくの〝デート〟ですから、ちょっとだけがんばっちゃいました……」

　褒ほめられた小動物のように嬉うれしそうにこっちを見上げながら両手をきゅっとグーにする。

　その姿すがたもまた可か憐れんで愛らしく思わずそのまま小こ脇わきに抱かかえて家までお持ち帰りしたくなるようなたたずまいで……って、なんかさっきから極きわめて頭の悪そうなことしか言ってないな、俺。

「あ、そ、それに……」

「？」

「そ、それに、その、ゆ、裕ゆう人とさんも、今日は何だか普ふ段だんと違ちがう感じです。何だかちょっと…………かっこいいです」

「え……」

　春はる香かが少し声を小さくしてそんなことを言った。

「いつもよりも見ていてどきどきするというか……あ、わ、私、何を言ってるんでしょう！　き、気にしないでくださいっ」

「あ、い、いや……」

「…………（真っ赤）」

　恥はずかしそうにきゅっと目をつむりながら下を向く春香。

「……」

「……」

　そのまましばし二人して沈ちん黙もく。
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　やがて、

「あ、あー、じゃあ、予定より早いけどとりあえず行くか？」

「そ、そうですね。い、行きましょう」

　どちらともなくそううなずき合って、

　遊園地の入場口へと歩き始めようとした時だった。

「──あ、ぐ、偶ぐう然ぜんですね、乃の木ぎ坂ざかさん」

「？」

　ふいに背はい後ごからそんな声がかけられた。

　なんかどこかで聞いた覚えがあるような遠えん慮りよがちな声。

　振ふり返かえるとそこにいたのは──







「こ、こんにちは。お久しぶりです、乃木坂さん。こんなところで会えるなんて……」

「え、茅かや原はらさん……？」

　そこにいたのは初はつ詣もうでで見かけたあのメガネの女の人と、もう一人初めて見る女の人だった。

「か、回数券、利用してくれたんですね？　あ、ありがとうございます。嬉しいです」

「あ、い、いえ、そんな。せっかくいただいたものですから……」

　春はる香かがふるふると顔の前で手を振ると、

「あ、そ、それは気にしないでください。そういった何かとプッシュに役立ちそうなもの──い、いえ、そういうギフト的なものは事務所にたくさんありますから……」

「？」

「え、今のは、そ、その……。あ、え、ええと、そちらの男の子は確か大おお晦日みそかの日に乃木坂さんといっしょにいた方ですよね？　改めまして、茅原弥生やよいと申します。こんにちは」

「え？　あ、はい。綾あや瀬せ裕ゆう人とです」

　突然の振りに慌あわてて挨あい拶さつをし返す。

「あ、綾瀬くんですね、よろしくお願いします。あ、それでこっちは同じ事務所でマネージャーをやっている後輩で……」

「小こ早ばや川がわ希のぞ美みっていいます。よろしくー」

　ぴっと人さし指と中指をおでこに当てて笑いかけてくる。こっちはこっちで何だかやたらと軽い感じだった。

「あ、はい、よろしくお願いします。──えと、それでどうして茅原さんたちがここに……？」

　春香がちょこんと首をかたむけながら尋たずねる。

　それは当然の疑問だった。いかに回数券をくれた張ちよう本ほん人にんとはいえそれだけでここにいる理由にはならん。まさかこの二人で遊園地に遊びに来たわけでもあるまいし……

　すると茅かや原はらさんはなぜか少し焦あせったような顔になって、

「そ、それはね、きょ、今日たまたますぐそこのランドマークタワーのクイーンズスクエアで開かい催さいされるイベントに事務所が参加することになっちゃって、それのお手伝いをするために来ることになったからなの。べ、別に怪あやしい理由とかではなくて……」

「いべんと……ですか？」

「う、うん、そう。三時から開催される予定なんだけど、その下見とか準じゆん備びとか色々とやることがあって、ちょっと早めに現地入りしたんです。ね、狙ねらってここで待ってたとかいうわけじゃないですよ？」

　そう一いつ生しよう懸けん命めいに身み振ぶり手て振ぶりで説明してきた。

　むう……なんか知らんがこの人たちはこの人たちで色々と忙いそがしいというか大変みたいだな。

　春はる香かと二人で顔を見合わせていると、

「──あ、そ、そうだ。ね、ねえ、もしよかったらあとで乃の木ぎ坂ざかさんたちもちょっとだけイベントに来てみないかしら？」

　と、そこで茅かや原はらさんが今思いついたかのようにそう言った。

「え？」

「え、ええと、べ、別に深い意味はないんですよ？　ほ、ほら、だれでも気軽に参加できる雰ふん囲い気きのものだし、デ、デートにぴったりのコンセプトだから、きっと二人で楽しめると思って……」

「デ、デート……」

　その言葉に春香がぴくっ！　と反応した。

「あ、あれ、ち、違ちがった？　二人で仲良く楽しそうに話してたからてっきりそうだと思ってたんだけど……」

「あ、え、え、えと……」

　慌あわてたようにわたわたと両手をばたつかせた後に春香は額ひたいで目玉焼きを焼けそうなほど顔を赤くして、「…………ち、違わない、と思います……と、というか、きっとそうだと…………」

　仔こ羊ひつじが鳴くような声でそう言った。

　それはまるでデートという言葉自体に照れているかのようで……うーむ、そこまで意い識しきされるとこっちまで気き恥はずかしくなってくるっつーか……

　その感想（？）は周りで見ている茅原さんたちも同じなのか少し困こまった感じで、

「あ、あの、そこまでいっぱいいっぱいに考えなくてもいいような気も……。え、ええと、そ、それでどうかしら？　ここからすぐのところだし、と、特にダメじゃなかったらぜひ来てほしいかなとか思ったり……」

「え、そ、その……」

　胸むねの前で指回し体たい操そう（人さし指）をしながらちらちらとこっちを見る春香。

　それは明らかに九時間以上じっくりと煮に込こまれて臭くさみが取れたスジ肉を前にして遠えん慮りよがちにシッポを振ふる仔こ犬いぬの顔だった。

「──あー、もしよかったら後で行ってみるか？」

「え？」

「そのイベント。けっこう面おも白しろそうなんじゃないのか？　すぐ近くでやるみたいだし、行ってみても損そんはないだろ」

「え、ほ、ほんとですか！」

「ああ」

　実じつ際さい楽しそうだしな。それにその、デートにぴったりだっつーんならむしろ俺の方から提てい案あんしたいくらいである。

　そう言うと春はる香かはぱあっと顔を輝かがやかせて、

「あ、ありがとうございますっ。あ、そ、それでは……その、よろしければ後ほど伺うかがわせてもらいたいと思いますです」

「あ、い、いえ、賑にぎやかになってこちらとしても嬉うれしい限かぎりです！」

　本当に嬉しそうに何度も何度もうなずく茅かや原はらさん。ふむ、そんなに喜ぶようなことなのかね。

　で、それから簡かん単たんにイベントの開かい催さい場所などについて説明を受け、

「そ、それではお待ちしていますから……」

「またあとでお会いしましょうねー」

「は、はい、失礼いたします」

「あー、どうも」

　ぶんぶんと手を振る茅原さんたちに別れを告つげて、俺たちは遊園地の入場口へと向かったのだった。







「ねー、茅原せんぱーい。別にこんなまだろっこしいことしなくてもはっきり提案しちゃえばよかったんじゃないですかー？」

「え？」

　俺たちが去った後、

　二人だけになった後の入場口前で、小こ早ばや川がわさんがそう口にした。

「乃の木ぎ坂ざかさんのことですよー。もう全部ぶっちゃけちゃってストレートに言っちゃった方が早かったんじゃないかと思うんですけどー」

「だ、だめよ。彼女こういうことにはあんまり興きよう味みはないみたいだし、お家うちも大きくて厳げん格かくなところだから、ゆっくりじっくりと説得していかないと……」

「ふーん、そういうもんなんですか？」

「そ、そうなの。せっかくの逸いつ材ざいを逃のがす手はないもの……」

　ぐっと手を握にぎりしめながら横浜ベイブリッジを睨にらむ茅かや原はらさん。

　その瞳ひとみの中には都市ガスで燃ねん焼しようするガスコンロのような炎ほのおが燃もえ盛さかっていた。







　　　　２




「わあ、ここが遊園地なのですね……」

　入場口を通つう過かし敷しき地ち内ないに入るなり、春はる香かが感かん激げきしたように声を上げた。

「オバケ屋や敷しきにめり～ご～らんどにじぇっとこ～すた～……時計付きの大きな観かん覧らん車しやもあります。すごい……」

　目をきらきらとさせながら子供のようにきょろきょろと辺あたりを見回す。

　その様よう子すはまるで初めて熱帯魚を見たゴマフアザラシの赤ちゃんのようである。いやこの反はん応のうからしてもしかして……

「春香、遊園地は……」

「あ、はい、初めてです。今まではお父様があまりいい顔をされなくて……。『あ、あのような男と女が二人きりで密みつ会かいするいかがわしいところのことは知らなくてよい！　さ、三さん半はん規き管かんを悪くする！』と……」

「……」

　やっぱりそうか。まあ春香父のよく分からん理り屈くつはともかく、新幹線もこの前が初乗りだったし、今さら驚おどろくとこでもないだろう。

「お話では聞いていたのですが、実じつ際さいに見てみるととっても感動です……。あっ、あれは何でしょう、裕ゆう人とさん。何だか不ふ思し議ぎなカタチをしています……」

　次から次へと視し線せんを躍おどらせる春香。

　本当に心から楽しそうな笑え顔がおである。

「あー、それじゃいつまでも見てるだけなのもアレだし、適てき当とうに回ってみるか」

「あ、は、はいっ。ど、どれから行きましょうか？　あっちのくりふどろっぷ？　それともこっちのさいくるものれ～るなどもありますし……（わくわく）」

　案内パンフレットを胸むねの前でぎゅっと握にぎりしめながら好こう奇き心しんいっぱいの表情をする。

「そうだな……」

　こういった場合どういう順番で回るのが適てき切せつなんだろうか。女子と二人で遊園地に来るのなんて当然ながら初はつ体たい験けんなためさっぱり分からん。無ぶ難なんなところではコーヒーカップ→メリーゴーランド辺あたりのファンシーコンボとかか。いやゴーカート→ジェットコースターのスクリーミングコンボってのもあるな。意表をついてオバケ屋敷→ホラーハウスのスプラッタコンボもありっちゃありだし……

「……」

　むう、意外に難むずかしいな。ツインテール娘たちならこんな時きっと『こうゆう時は自分の心に素直になって本ほん能のうと欲よく望ぼうのおもむくままが～っとケダモノになっちゃえばい～んだよ、おに～さん♪』とかまたトンデモなことを言うんだろうが……

「……ん、ツインテール娘？」

　と、そこに至いたって一つ思い出したことがあった。

　──そういえばこういう時には必ず美み夏かたちの監かん視しというか尾び行こうが付いてるのが今までのパターンなんだよな……

「……」

　バッと身を翻ひるがえして辺あたりを見回す。

「？　裕ゆう人とさん？」

　周囲に見えるのは取り立てて怪あやしいところのない男女二人組や親子連れの姿すがた。

　今のところ不ふ審しんな人ひと影かげやレンズの反はん射しや光こうはないようだが、油ゆ断だんは禁きん物もつだ。何せ気け配はいを消すのなんかは朝飯前なメイドさんたちだし、特にマスコット人形とかの被かぶり物もの系は無口メイド長さんが変へん態たいしている（趣しゆ味みで）恐おそれがあるので気は抜ぬけん……

　ハンターに狙ねらわれる湖上のマガモのような気分で周りの様よう子すを窺うかがっていると、

　ジャジャジャジャーン　ジャジャジャジャーン♪

「!?」

　突とつ然ぜんポケットから着信音が鳴なり響ひびいた。

　腹にクる重苦しいメロディー。

　これは……ベートーヴェンの『運命』か？

　ほとんど壊かい滅めつ的てきなレベルに音楽音おん痴ちな俺（シャープとフラットが何なんだかいまいち分からない）でも知っている有名曲であるが、とりあえずこんな着信音を設せつ定ていした覚えはこれっぽっちもない。いやこれはまさか……

「あの、裕人さん、『運命』が鳴って……」

「ん、ああ」

　イヤな予感を覚えながら出てみると、

「はろはろ～、おに～さん、元気～？　今日はとうとう決戦の日だね～。ちゃんとお姉ちゃんとのらぶらぶいちゃいちゃで～とを満まん喫きつしてるかな～♪」

「……」

　ピッ。

　反はん射しや的てきに切っちまった。

　いや何となく本能が指を勝手に動かしたというか……

　ジャジャジャジャーン　ジャジャジャジャーン♪

　即そく座ざに再ふたたび『運命』が鳴る。

「あの、裕ゆう人とさん……？」

「…………。スマン、美み夏かからみたいだ、ちょっと待っててくれ」

「あ、はい」

　ちょこんと首をかたむける春はる香かにそう言って、少し離はなれた場所で通話ボタンを押おす。

　すぐに受話口の向こうから元気な文もん句くが飛んできた。

「も～、おに～さん、何で切るの～！　せっかくのせくし～美夏ちゃんからのえんじぇるぼいすこ～るなのに～！」

「いや悪い、何となくロクな予感がしなくてな……」

　カブト虫の報しらせというかそういった類たぐいのものである（いや冬には幼よう虫ちゆうだが）。

　まああくまで勘かんではあるとはいえ、おそらくそれは間ま違ちがってないだろう。このツインテール娘のことだから、どうせまたどこからか監かん視し＆盗とう聴ちようしていてもっと積極的に行動しろだとかもっと男らしい言葉をささやけだとかそんなとこに違ちがいない。

　だが次に受話口の向こうから聞こえてきたのは、

「あ、それはだいじょぶ。わたしたち、今九州だから♪」

「は？」

　そんな実にあっけらかんとした言葉だった。

　いや九州って……あの九州か？　アップルマンゴーとか桜さくら島じま大だい根こんとかで有名な。

　訊きき返かえすと、

「うん、そ。実はこの前餌え付づけしたインパラがホームシックにかかっちゃったみたいでさ～。ちょっと様よう子すを見に行かないとってことで、昨日から鞠まり愛あさんといっしょに宮崎にある動物園に来てるんだよ。見学も兼かねたお見み舞まいって感じかな？　それで今から抜ぬけ落おちた羽毛のように傷きず付ついたエカテリーナちゃん（インパラの名前らしい）を優やさしくメンタルケアしてあげるとこ。だから今回はおに～さんたちのらぶらぶっぷりを観察──こほん、おに～さんたちのことを陰かげから生なま温あたたかく見守ったり、思い出をハイビジョン画が質しつで録ろく画がしたりすることはないから、安心してい～よ♪」

「……」

　医い療りようメイドさん、アフリカ原産ウシ科哺ほ乳にゆう類るいもストライクゾーンなのか。てかインパラだとかホームシックだとか突つっ込こみどころが満まん載さいどころか特とく盛もりなんだが、そこはもういつものことなので婚礼期のオス孔く雀じやくの羽色のごとく鮮あざやかに放ほう置ちしておこう。

「分かった、それじゃあとりあえず美夏はそれをがんばってくれ。んじゃまた──」

　速すみやかに通話を終えようとして、

「わ～、待った待った！　だからその前におに～さんの現げん状じようを確かく認にんしとこうと思ってわざわざ電話したんだってば～！」

「……」

　やっぱりそれか。

　心の中で深いため息を吐つく俺に、

「それでそれでおに～さん、お姉ちゃんとのデートはどんな感じ～？　現在進行形で絶ぜつ賛さんらぶらぶ中？　それとも想い出いっぱいのシンデレラみたいに大人の階かい段だんを上っちゃうとこ？　きゃっ♪」

　この上なく明るい声でそう訊きいてきた。

「……別に、普ふ通つうだ。今のところは特に何もないぞ」

「え～、そなの？　でもおに～さんとしては初デートでどうすればいいかとか微び妙みように困こまったりしてるんじゃない？　アトラクションを回る順番で迷まよったりとかお姉ちゃんにどう接せつしたらいいのか困ったりとかどうやって秘ひ宝ほう館かんに連れ込もうか思し案あんに暮くれてたりとか～」

「ぬ……」

　最後の一つはまったくもって濡ぬれ衣ぎぬだが前半は否ひ定ていできんのが辛つらいところである。

「あ～、やっぱりね～。優ゆう柔じゆう不ふ断だんなおに～さんのことだからきっとそうなんじゃないかと思ったんだよ、うんうん。──というわけで、らぶり～な美み夏かちゃん先生が手助けをしてあげることにしました」

「手助け？」

「そだよ。デートをする上でポイントになりそうな素す敵てきアトラクションをピックアップして、さらにそれに美夏ちゃん先生のワンポイントアドバイスも付けた完かん璧ぺきなガイドを今さっきメールで送っといてあげたから。これを見れば丸まったアルマジロみたいに奥おく手てなおに～さんでもばっちりだよ♪」

「……」

　見ればいつの間にか携けい帯たいのディスプレイに受信メールの表示。

　相変わらずホントに色んなことを毎回毎回考えつくな……

　呆あきれ半分ある意味感心半分でディスプレイを見つめていると、

「──でもね、おに～さん。こうゆう場合は基本的にはあんまり考えすぎない方がうまくいくもんなんだよ？」

「え？」

「だからさ、いつも通りでいいと思うよ。ヘンに気き張ばったってどうせいいことなんてないんだから。せっかくの初デートなんだし、自然体が一番なんじゃない？」

「む……」

　それは美夏にしてはこの上なくまともな意見だった。

　さっきまでの発言とは微妙に矛む盾じゆんしてる気がせんでもないがそれでもまっとうな見けん解かい。うーむ、どういう心しん境きようの変化か分からんが意外だな。このツインテール娘（身長一四七センチ）も内面的には少しは大人になったのかと少しだけ見直しかけて──

「ま、ほんとは自然体でいきつつインドマグロがエラ呼吸でもするかのようにさりげなくらぶらぶいちゃいちゃするのが理想的なカタチなんだけどね～。歩いている途と中ちゆうでなにげな～く腰こしに手を回したりだとか、アイスクリームを食べてる時にお互たがいに交こう換かんして間かん接せつキスをしたりだとか、夜景を見ながら『目の前にある景色よりも俺は春はる香かの瞳ひとみの中に映る光の宝石を見ていたいんだ……』なんてのもありかな～。それでそれで、二人はそのまま寄より添そうように夜の街まちへと消えていくの。や～ん、あだるてぃ～♪」

「……」

　──甘かった。

　アンデス原産チェリモヤ（森のアイスクリームと呼よばれている果物）くらいに甘かった。

　電話の向こうできゃっきゃっと黄色い声を上げる美み夏か。てかこのツインテール娘、段だん々だん思し考こう経けい路ろがどこぞのセクハラ音楽教師に似にてきてないか？　そういえばあの人も中学の頃ころは一時期ツインテールだったし、同様の進化の系けい図ず（ダメな意味で）を辿たどってるんじゃないだろうな……

　耳みみ年どし増まな妹お嬢様（十四歳）の将来についてそこはかとなく不安になる俺に、

「じゃおに～さん、とにかくそうゆうことでがっつりがんばってね。わたしたちとしてはステキで無む敵てきなお義に兄いさん的展てん開かいを期待してるから～♪」

「あ、おい──」

「ばいば～い♪」

　そう言って電話は切れた。

「……」

　はあ……

　なんか、一気に疲ひ労ろうした気分だな……







　ともあれ美夏の言うことには一理あった。

　色々考えたって思考の泥どろ沼ぬまスパイラルにハマるだけだし、緊きん張ちようやらプレッシャーやらでおそらく自じ滅めつするだけだ。あまり難むずかしいことは考えずに肩かたの力を抜ぬいて普ふ段だんのままの自分で行動するのが現げん状じようでは一番かもしれん。

「あ、裕ゆう人とさん、お帰りなさいです。あの、美夏は何と……？」

「ん、あー、いや、大したことじゃない。それよりどこから回るかだがな……」

「え？　あ、はい」

　なのでとりあえず順番などは決めずに面おも白しろそうなところを適てき当とうに回ってみようと提てい案あんしてみた。それはともすれば投げっぱなしジャーマンとも取れる微び妙みような提てい案あんだったが、春はる香かは何のためらいもなく無む邪じや気きな笑え顔がおでにっこりとうなずいてくれて、

「あ、はい。賛成です。その方がのんびりと回れますし、なんだかわくわくします♪」

　そう快こころよく了りよう解かいしてくれた。うう、ホントに素直ないい娘こだ……

「あー、それじゃ、行くか」

「はい♪」

　というわけで、改めて園内を回ってみることになった。

　二人して並ならんでカラフルに舗ほ装そうされた道を歩き出す。

「でもほんとうに色々なあとらくしょんがありますね。目め移うつりしてしまいそうです……」

「ああ、意外に多いんだな……」

　春香の言う通り、園内には思った以上に多くのアトラクションがあるようだった。

　ジェットコースターなどの定番の屋おく外がい型がたのものからゲーセン調の屋おく内ない型がたのものまで。

　入園口付近からは敷しき地ちがそこまで広いようには見えなかったんだが、見かけよりも案あん外がい奥おく行ゆきがあるというかあちこちにムダなくアトラクションが配はい置ちしてあるみたいである。

　そんな中で春香が最初に興きよう味みを示したのは、

「あ、裕ゆう人とさん、あそこに大きなマグカップがありますよ！」

「ん、みたいだな。乗ってみるか？」

「は、はい、ぜひ！」

　コーヒーカップだった。

　嬉うれしそうに声を上げながら俺の手を引いてとてとてと色鮮あざやかな巨きよ大だい陶とう器き製せい西せい洋よう茶ぢや碗わんへと乗り込んでいく。

「わあ……これがくるくると回るのですよね？」

「ああ、すぐに動き出すと思うぞ」

「はいです。わくわく……」

　やがて軽けい快かいな音楽とともにゆっくりとカップが回り出した。

「す、すごいです、本当に回ってます！」

「ああ」

「素す敵てき……。ゆらゆらでふわふわで、まるでベニスでゴンドラに乗っているみたいです……」

　少しだけ身を乗り出しながらうっとりと周りを見み渡わたす。

　まあそれはいいんだが、

「春香、楽しいのも分かるけどちゃんと摑つかまってないと危あぶないぞ」

「え？」

「ただ回ってるだけに見えて意外と揺ゆれるもんだからな。油ゆ断だんしてるとコケたりする」

「あ、はい。気を付けま──きゃ、きゃっ」

　と言った傍そばから、遠えん心しん力りよくにそのタンポポの綿わた毛げのように軽い身体が負けたのか春はる香かがふらりと上半身をよろめかせた。

「──っと」

　とはいえいつもの空中四回転半の大回転とかに比べれば全然かわいいレベルのもんである。バランスを崩くずして倒たおれこむ前に肩かたを支えて無事キャッチすることに成功した。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ケガとかは？」

「あ、は、はい。おかげさまで……」

「だから言ったろ。一見ファンシーな乗り物だが意外にプチデンジャラスなんだ」

　俺自身子供の頃ころにハデにすっ転ころんで顔がん面めんからカップ中央のハンドル部分に突つっ込こんだ（そしてメガネにヒビが入った）というのを体たい験けん済ずみである。

「あ、ありがとうございます。やっぱり裕ゆう人とさんは頼たよりになりますね」

「あー、いや」

「こ～ひ～かっぷだけに救すくって（掬すくって）いただきました♪」

　にっこりと微笑ほほえみかけてくる。

　むう、台詞せりふはいまいち微び妙みようだが（というか葉は月づきさんレベルだが）、それを忘わすれさせるほどの癒いやしの極きよく致ちな笑え顔がおだね。

　で、まあそんな感じに初めてのコーヒーカップタイムを終えて、

「えへへ、面おも白しろかったですね、こ～ひ～かっぷさん♪　思っていたよりもずっと動きがあったというか、えきさいてぃんぐだったです」

「ああ、そうだな。それじゃあ次に行くか。まだアトラクションはたくさんあるし」

「はいっ」

　うなずいた春香とともに、順々に色々なアトラクションを巡めぐっていく。

「あ、見てください、このパンダさんの乗り物、とってもかわいらしい鳴き声を上げてます」

「……ワンとは鳴いてないみたいだな」

　サファリペットというパンダ型をした乗り物（対たい象しよう年齢三歳以上）でパンダライダー体験をしたり、

「あっ、あちらにあるあれは何でしょう？　雪だるまさんの置物がありますが……」

「なんか氷点下の世界が体験できるアトラクションらしいぞ。寒そうだ……」

　アイスワールドで擬ぎ似じ北極体験をしたり、

「あそこに見えるのってアザラシさんでしょうか？　つんと立ったお鼻がぷりてぃ～です」

「どれどれ……ああ、ノースポールっていうアザラシ型コースターらしいな」

　反そり返かえったアザラシ型アトラクションでアザラシマスター体験をしたりと、

　色々とバリエーション溢あふれるひと時だった。

「裕人さん、遊園地ってとってもとっても楽しいですね♪」

「ああ、そうだな」

「こんなに素す敵てきなところならもっと早く来てみればよかったです。どうしてお父様は反対だったのかな……」

　にこにこと笑いながらちょっとだけ首をかたむける春はる香か。

　その顔は本当に無む邪じや気きで活いき活いきと楽しそうで……うむ、やはり余よ計けいなことは考えずに自然体で行くのが正せい解かいだったみたいだな。

　そんな風に改めて確かく認にんしつつさらに歩を進めていく。

　そして最初のコーヒーカップから数えて七つ目に訪おとずれたアトラクション。

　それは『新・幽ゆう霊れい堂どう』というオバケ屋や敷しきだった。







「な、何だか不ぶ気き味みな感じですね……」

　入り口のおどろおどろしい看かん板ばんを見上げながら春香が心細げにつぶやいてくる。

「まあ、オバケ屋敷だからな」

　オバケ屋敷が不気味じゃなかったら羊よう頭とう狗く肉にくもいいところである。あるいはぬいぐるみのないファンシーショップってところか。

「こ、ここ、入るのですよね……？」

　春香が恐おそる恐おそるといった感じに訊きいてくる。あんまり気が進みませんって顔だ。

「いや、まあ入りたくないんならムリにとは言わんが……」

「い、いえ、は、入ります。ゆ、遊園地といえばオバケ屋敷、オバケ屋敷といえば遊園地です。二つは切っても切れないロミオとジュリエットな関係で『……オバケ屋敷でムンクの絵のように絶ぜつ叫きようせずして遊園地をスペアリブの髄ずいまで堪たん能のうしたとは言えません』、と葉は月づきさんも仰おつしやっていましたし……」

「……」

　それは微び妙みように間ま違ちがった知ち識しきな気がせんでもないが。

　ちなみにここは美み夏かがピックアップしたというらぶらぶポイントとやらの一つに入っていた。

　受け取ったメールによると、

『らぶらぶポイント①：オバケ屋敷。こうゆうのにからっきし弱いお姉ちゃんはきっと崖がけっぷちに一匹だけ取り残されて切なく鳴き声を上げる仔こ鹿じかみたいに怖こわがると思うから、そのケアとフォローをちゃんとしてあげるよ～に。男らしく頼たよりになるところを見せるチャンスだよ♪』

　とのことらしい。

　まあいつかの文化祭で銃じゆう声せいを聞いたバンビちゃんのように怖がっていたのはむしろ当のツインテール娘の方だが、ここでそれに触ふれるのは野や暮ぼってもんだろう。

「それじゃあ、入るか」

「は、はい……」

　回数券を受付に通して、不安げな春はる香かとともに中へと入る。

　建物の中は基本的には真っ暗だった。

　四方を金かな網あみに覆おおわれた乗り物に乗って進んでいく、いわゆるライド系のオバケ屋や敷しきらしい。何でも手元のスイッチで恐きよう怖ふ度どをレベル一から三まで調整できるシステムのようだ。

「く、暗いですね……」

　ライドに乗るや否いなや、春香が緊きん張ちようしたような声を上げてきゅっと服の袖そでを摑つかんできた。

「な、何だかこういう真まっ暗くら闇やみだと、あの時を思い出します……イノセントスマイルを返へん却きやくするために裕ゆう人とさんと二人で夜の学園に行った日のことを……」

「あー」

　あの夜の図書室侵しん入にゆう事件か。

　もはや今から八ヶ月も前の出で来き事ごとだが、思えばあれが春香と仲良くなる最初のきっかけだったんだよな。あれ以来、俺は春香のことを春香と呼よぶようになり春香は俺のことを裕人さんと呼ぶようになったわけだし……

「でも懐なつかしいな。確たしかあの時は春香が腰こしを抜ぬかして大変だったっけか」

「あ、え……？　そ、それは……」

「本当に怯おびえてる感じだったよな。確か五分くらい立ち上がれなかったような……」

「も、もう、裕人さん、いぢわるです……」

　そんなやり取りをしていると、

　ゴトリ。

　鈍にぶい音を立ててライドが動き出した。

「う、うご、動きました……」

「ん、本当だ」

　暗闇の中ゆっくりと疾しつ走そうしていく四面金網張りのライド。

　なかなかに不ぶ気き味みな感じである。

「で、でも何だか……あの時よりも安心できるような気がします」

「え？」

「こ、怖こわいには違ちがいないんですけど、それでもどこか心の奥おく底そこではだいじょうぶだと感じているというか……。裕人さんが頼たよりになるって、分かってるからなのかな……」

　そう言いながらささやかにぴとりと身を寄せてくる。

「春香……」

　同時に柔やわらかな感かん触しよくとそこはかとなく甘やかな香かおりがふんわりと漂ただよってきて……ぬ、ぬう、何やら色んな意味で緊きん張ちようするな。

　迷まよいつつも春香の肩かたに手をかけようとしたところで、

　～～～！

「きゃ、きゃあっ！」

　不ぶ気き味みな効こう果か音おんとともに目の前に磔はりつけにされた人間のようなモノが出現した。

　春はる香かが絶ぜつ叫きようを上げて全身でしがみついてくる。

「は、春香、大だい丈じよう夫ぶだから──」

「や、いやですっ！　こ、来ないで……っ！」

「は、春香……」

「や、やああっ！　裕ゆう人とさんの目が、裕人さんの目が無む機き質しつな宇宙人さんみたいに……っ！」

「そ、それはメガネだ、春香……」

　ていうか安心できてるんじゃなかったのか？　むしろあの時よりも怯おびえ方かた＆パニック具合が三割増しなんだが……。今回はニセモノとはいえリアルな形で目の前に幽ゆう霊れいが蠢うごめいているわけだからある程てい度どは仕方がないとして、それにしたって春香の言うところの安心効こう果かが全然感じられん。

「……」

　……ま、まあそれ（俺の存そん在ざい価か値ち）について深く考えるとブルーになることこの上ないのでこの場はスルーしとくとして、とはいえ現げん状じようはそう悪いもんでもなかったりする。

　何だかんだ言いつつも春香はぴったりとくっ付いたまま離はなれないでいてくれてるし、春香がくっ付いてくれるということは腕うでの辺あたりにむにゅっとソフトランディングな感かん触しよくが発生したりもして……むう、なんかオバケ屋や敷しきの中でプチパラダイスな気分だな……

　そんなことを考えている内に、ライドはゴールまで辿たどり着ついたみたいだった。

「着いたみたいだぞ、春香」

「……」

「……春香？」

「……」

　呼よびかけるも返事がない。

　不ふ審しんに思って見るとそこには春香の姿すがたはなく代わりにびっしょりと濡ぬれたシートだけが残されて……ってなわけではなく、

　ライドに座すわったまま固かたまったかのようにうつむいている春香の姿があった。

「？　どうしたんだ？　降おりないともう一周することになるぞ」

　首を捻ひねる俺に、

「あ、あの……」

「？」

　春香は今にも泣きそうなうるうるした瞳ひとみでこう訴うつたえかけてきたのだった。

「あ、あの、降りられないんです。こ、腰こしが抜ぬけてしまったみたいで……」
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「お、面おも白しろかったですね、オバケ屋や敷しき」

　春はる香かがあせあせとした顔で見上げてくる。

「ちょ、ちょっとすりりんぐでしたけれど、とっても楽しいひと時でした。ぜ、全然怖こわくなんかなかったですよ？　ほ、ほんとですから」

「……」

　と言いつつも、その右手はしっかりと俺の腕うでを握にぎっているわけだが。

　まあいまだにちょっと涙なみだ目めだし、春香の名めい誉よのためにもこれ以上突つっ込こむのはやめておこう。さりげなく腕組み状じよう態たいになってるのは俺にとってもウェルカムだしな、うむ。

　そんな具合に腕組み要よう素そがプラスされた状じよう況きようで、さらにいくつかアトラクションを回っていく。

　メリーゴーランドや鏡の館やかた、遊園地の定番とも言えるジェットコースターや占うらないの館など。

　特に後半二つは美み夏かのワンポイントアドバイスにも掲けい載さいされていたもので、

『らぶらぶポイント②：ジェットコースター。高こう所しよでの生命危き機きのどきどきを恋のどきどきだと勘かん違ちがいする場合があるんだって。吊つり橋ばし効こう果かってやつで、うまく利用すれば二人の仲はいっきに三段だん階かいくらいステップアップだよ♪』

『らぶらぶポイント③：占い。女の子は占いが好きなものだから、らぶりぃ～な結果が出ればきっと二人の仲もぎゅ～んと深まるかも♪　なおいい結果は気合いで何とか出すよ～に』

　その謳うたい文もん句く（？）に違たがわずどちらも色々とインパクトというかハプニング満まん載さいだった。

　具体的には春香は意外にジェットコースターには強かったものの落らつ下か時じの遠えん心しん力りよくでおやつに持ってきていたバナナがバッグから飛び出しそうになりむしろ違う意味でドキドキだったり、占いでは気合いの甲か斐いもあってかそれなりに良りよう好こうな結果が出たもののその後にプリントアウトされた紙を風で飛ばされて拾おうとした春香が海に落ちそうになったりして、ハラハラだった。

　で、それらを回り終えた時点で時間はおよそ一時過ぎ。

　そろそろ小腹も空いたということで、俺たちは昼食をとるために遊園地内にある屋おく内ないフードコートに来ていた。

「けっこう種類があるみたいだな……」

　広めに作られたフードコートはラインナップがそれなりに充じゆう実じつしていて、主にファーストフード系の店てん舗ぽが色々と集まっているようである。座ざ席せきもたくさんあって、なかなかに快かい適てきそうな感じだった。

「どれにする？　和食系も洋食系もあるみたいだが……」

　個人的にはどれでもアリというか。

　そう尋たずねると春はる香かはちょっと控ひかえめにこっちを見て、

「え、えと、できれば裕ゆう人とさんにお任まかせできたらと思います。私、こういうのはあまりよく分からなくて……」

「ん、分かった。んじゃ適てき当とうに買ってくるから、春香はそこの席を取っといてくれるか？」

「あ、はいです」

　春香に席の確かく保ほを頼たのみ、販はん売ばいコーナーへ向かう。ふむ、どれにするか。色々と候こう補ほはあるが、まあとりあえずハンバーガーやポテト、チキンナゲットにウーロン茶などの無ぶ難なんなところを買っておけば間ま違ちがいはないだろう。確たしか春香は肉よりも魚の方が好きだったはずだからメインはフィッシュ系なんかを押おさえておけばまず大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

「あー、すみません」

「はい、いらっしゃいませ」

「ええと、照り焼きバーガーとフィレオフィッシュ、あとポテトのＭと……」

　というわけで目ぼしいラインナップをいくつか注文し、

「ありがとうございました～」

　店員さんから品物とスマイル〇円を受け取りトレイに載のせて席へと戻もどると、春香はナプキンなどを用意して待っていてくれた。

「あ、おかえりなさい、裕人さん」

「ん、ただいま。こんなんでよかったか？　適当に選んだんだが。照り焼きバーガーとフィレオフィッシュ、春香はどっちががいい？」

　ハンバーガー二つを差し出すと春香は少し戸と惑まどうような顔をして、

「あ、えと……」

「？」

「あ、で、でしたら……そちらのお魚さんのをお願いします」

「ん、了りよう解かい」

　予想通り魚類の方に手を伸ばした。

　フィレオフィッシュの包み紙とウーロン茶の入った紙コップとを渡わたし、ポテトとチキンナゲットは二人で食べられるようにテーブルの真ん中に置いた。

「それじゃあ食うか」

「あ、はい、いただきます」

　そう手を合わせてお互たがいに照り焼きバーガーとフィレオフィッシュの包み紙を開く。

　立たち昇のぼる照り焼きバーガーと白身魚の香かおり。

　だが春香に食べようとする様よう子すはない。

　ただじ～っと戸惑ったような視し線せんで俺の手元とフィレオフィッシュの間から垣かい間ま見みえる魚くん＠タルタルソースまみれとを見比べている。何だ？　実は照り焼きバーガーの方が気になるとか……

「？　どうした、食べないのか？」

　不ふ思し議ぎに思って声をかけると春はる香かはきょろきょろと困こまったように顔を上げて、

「あ、いえ……」

「？　あ、もしかしてあんまり好きじゃないのか？　だったら別のやつを買ってくるが……」

　トレイを手に立ち上がろうとすると、

「あ、そ、そういうわけじゃないんです。ただ……」

「ただ？」

「そ、その……」

　そこで春香はちょっと恥はずかしそうにこっちを見て、

「あの、え、えと……これはどのようにして食べるものなのでしょうか？」

「え？」

　ものすごく真しん剣けんな声でそう訊きいてきた。

「上からはがして一枚ずつ取っていくのですか？　それとも食べやすいように切り分けてソースとともに食べるとか……？　でもナイフもフォークもないですし、う、う～ん……」

「……」

　ハンバーガーを前にして首をひねらせる春香。

　これはもはや改めて訊いてみるまでもなく初めて……なんだろうな。まあ春香とハンバーガーってのもまた純和風庭園とアメリカ製芝しば刈かり機きみたいな組み合わせではあるし。

　なので、

「あー、春香、ハンバーガーはこうやって手で持ってだな……」

「はい？」

「こう、一気にえぐりこむようにして食べるといいぞ」

　食べ方を図解して説明する。

「あ、な、なるほどです。そうやってパンと中のおかずをいっしょに食べていくのですね」

「ああ」

　オカズって表現が正しいのかは分からんが。

「わ、分かりました。ええと、こうして……」

　こくこくとうなずくと、春香は慣なれない手付きで遠えん慮りよがちにフィレオフィッシュを持ち上げてそのままかぷっとかわいらしくかぶりついた。

「あ、おいしいです」

「お、そうか？」

「はい、今までにない組み合わせというかとっても新しん鮮せんな味で……。こんなものがあったなんて、目からうろこが落ちた気分です。裕ゆう人とさん、ありがとうございます」

　そう言ってハムスターがヒマワリのタネを食べるようにもむもむと一いつ生しよう懸けん命めいに小さな口を動かしながらフィレオフィッシュを食べ進めていく。まあ手づかみは慣なれていないようなのでいまいち動きはぎこちないが、何とか無事に食べられてるみたいで良かった。何だかんだで割とハンバーガーも気に入ってるみたいだし……

　紆う余よ曲きよく折せつの末に砂場デビューを果たした愛まな娘むすめ（三歳）を見み届とどけた親みたいな心しん境きようで自分も照り焼きバーガーを口にしようとして、

「……」

　と、そこで気付いた。

　気付いたというか目に入った。

　目の前にあるかわいらしい春はる香かのほっぺた。そこに……小さくちょこんとタルタルソースが乗っているのを。

「……」

　これはあれか、春香の赤ちゃんシジミのように慎つつましい口のサイズに比べてハンバーガーが西いり表おもて島じま原げん産さんの巨きよ大だいシジミサイズすぎたのか。あるいはカラリといい色に揚あげられた魚くんの最後の悪あがきとか……

　まあ真しん偽ぎは分からんが、何にせよ放っておくわけにはいくまい。春香はハンバーガーと格かく闘とうするのに精せい一いつ杯ぱいで気付いてないようだし。

「あー、春香、ほっぺたにタルタルソースがついてるぞ」

「え？」

「ほら、そこの右のところだ」

「え、ほ、ほんとですか？　え、えと、えと……」

　慌あわてて自分で拭ふき取とろうとするが、なかなかうまくいかない。

「春香、そっちじゃなくて向かって右でな……」

「こ、こっちですか？」

「いやそこじゃなくてもう少し下で……」

「え、ええと、この辺で……」

「それは下すぎだ……。……あー、もう取ってやるから動くなって」

「え……？」

　もうその方が早い。

　俺はテーブルにあったナプキンを手に取るとそのまま春香の顔へと伸ばした。

「あ、あう……」

　恥はずかしそうに少し目を伏ふせながらもされるがままになる春香。

　ナプキンの動きに合わせてその小さな頭がこくこくと揺ゆれていた。

「ほら、取れたぞ」

「あ、ありがとうございます。お手数をおかけしてしまって……」

　もじもじと申もうし訳わけなさそうにお礼を言ってくる。

「いやお手数なんてことはな。ただ拭ふき取とっただけだし」

「そ、そんなことないです、すごく助かりました。自分では取れませんでしたし……。それに裕ゆう人とさんの手、とっても優やさしい感じがして……」

「え？」

「や、優しいというかあったかいというか、まるで春は琉る奈な様の愛犬シャルルローズ（マルチーズ）の肉にく球きゆうに包まれているみたいで……」

「そ、そうか？」

「はい。え、えへへ♪」

　ふにゃんと微笑ほほえむ。

　む、むう、たとえがよく分からん上にそこまで言われるほどのことでもない気はするんだが、言われて悪い気はせんのでここは素す直なおにありがたく受け取っておこう。にしてもこんなやり取りはなんかすげぇこそばゆいな。まるで二人でデートでもしているみたいな──

「…………」

　……って、みたいも何もデートの真っ最中だろ！

　思わず自分に突つっ込こんじまった。そうだ、春はる香かの無む邪じや気きなはしゃぎっぷりやらまったりとした昼メシ風景やらでいつの間にか脳のうの海かい馬ばから蒸じよう発はつしかけていたが、今はまさにリアルタイムでデートの真まっ只ただ中なかである。それも記念すべき初めての。

「……」

　うーむ。

　そう考えると急にこっ恥ぱずかしくなってきた。徹てつ夜やカラオケでナチュラルハイになってた途と中ちゆうでふと我に返った気分っつーか……

　恥はずかしさに春香の顔を正面から見られずにうつむいていると、

「あ、え、えと、その……」

　その妙みような意い識しきが伝でん染せんしたのか、春香もツツ……と視し線せんを逸そらした。

「あ、ど、どうしたんでしょう。な、何かヘンですね。何だか照れくさいというか……」

「ん、あ、ああ……」

「……」

「……」

　二人して微妙に目を逸らし合ったまま黙だまり込こんでしまう。

　う、ううむ、何なんだろうね、この触ふれれば溶とけてしまいそうなフルーティーというかスゥイーティーというか、リリカルでボーイズビーな雰ふん囲い気きは……

「た、食べちゃいましょうか？　さ、冷めてしまうと作ってくださった方に悪いですし……」

「そ、そうだな」

　まあファーストフード系についてはほぼ機械を介かいして作られているんじゃないかって突つっ込こみはさておき。

　結局照り焼きバーガーとフィレオフィッシュを食べ終わるまでの間、その妙みような空気は続いたのだった。
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　昼食を終えた後、俺たちは次に茅かや原はらさんの言っていたイベントとやらに向かうことにした。

　クイーンズスクエアとやらで三時からやっているというイベント。

　時間的にそろそろ向かわないと間に合わないという結論に達したのだ。

「えと、こっちですよね」

　周辺の地図をくるくると回して見ながら春はる香かが確かく認にんしてくる。

　茅原さんの言っていたように、イベント会場は本当に遊園地から目と鼻の先にあった。

　来た時に利用した入場口とは反対側にあるゲートを出て、橋を渡わたって五分ばかり進んだところにあるちょっとした広場のような場所。

　そこがクイーンズスクエアとやららしい。

「確かこの辺あたりのはずなのですが……。茅原さんたち、どこにおられるのでしょう？　人がたくさんいらっしゃるのでよく分からないです……」

　春香がきょろきょろと周りを見渡す。

　ちなみに横浜コスモパークには入場料というものがなく、出入り自体はいつでも自由にできるため、入にゆう退たい場じようの度たびに余よ計けいな手続きなどをする必要はないのである。ううむ、世の中便利になったもんだな。

「分からんがあっちの開ひらけてる方じゃないのか？　イベントってくらいだからある程てい度どスペースがないとできんだろうし」

「あ、そうですね。行ってみましょうか？」

「ああ」

　二人でそう話し合っていると、

「あ、の、乃の木ぎ坂ざかさ～ん」

「？」

　どこからか声が聞こえてきた。

　見ると二十メートルほど離はなれた少し開けたスポットで茅原さんがぶんぶんと手を振ふりまくっていた。

「こ、こっち、こっちです！　き、来ていただけたんですね！　か、感かん激げきです！」

「あ、はい」

「い、今そっちに行きますから！　すぐに、一秒で行きます！」

　茅かや原はらさんはそのままやたらとテンパった様よう子すで駆かけ寄よってくると、

「あ、ありがとうございます！　さ、さあ、イベントはこっちでやっていますので、ぜひどうぞどうぞ！」

　春はる香かの腕うでをぐいぐいと引ひっ張ぱりながらハァハァと興こう奮ふん気ぎ味みにそう言ってくる。

「あ、あの……」

　困こまったようにこっちを見ながらおろおろとする春香。

　そのヒマワリのタネの山やま盛もりを前にした空腹時のハムスターのごときハイテンションに完全に気け圧おされている様子である。まあムリもないがとりあえず放っておくわけにもいかん。

　俺は半歩前に出て、

「あー、それでイベントって、何をやってるんですか？」

「え？」

「イベント、どういうものなのかまだ聞かされてないんですが……」

　困こん惑わく気味の春香に代わり尋たずねてみると、

「あ、は、はい。ご、ごめんなさい、そうでした。え、ええとですね、実は今日はある雑誌の特集で、カップルでみなとみらいに来ている人たちのファッションチェック＆アンケート、それと横浜の風景をバックに写真を撮とらせてもらおうっていうイベントなんです。『Vozue』って雑誌なんだけど、し、知ってるかな？」

　そう言いながら茅原さんがごそごそとバッグから出してきたのは何やらハイソな雰ふん囲い気きのファッション雑誌のようなものだった。

　表紙でオシャレな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男女が前歯をキラリと光らせながら上品に笑い合っているようなやつで、普ふ段だんから読む雑誌といえば『ザ・テレビジャン』やら『東京Moon Walker』などの情報誌がせいぜいな俺には、当然ながらまったくもって縁えんも由ゆ香か里りさんもない代しろ物ものである。

　だが春香は、

「え、『Vozue』ですか？　し、知ってます。よくおうちのリビングのラックに置いてあって……え、えと、時々読んだりもしてます。とっても素す敵てきなご本ですよね」

「あ、ほ、ほんと？　実はそこの編集部とは懇こん意いにしていてよくいっしょにイベントとかをやったりしてるんです。し、紙面作りにも少しだけ協力したりして……」

「そ、そうなんですか？　わあ……」

　尊そん敬けいの眼まな差ざしで小さく声をもらす。

　何やら俺にはよく分からん信しん頼らい関係が築きずかれたようだった。

「あ、そ、それで、今回もその一いつ環かんなの。ここに来ているカップルの人たちを何人か読者モデルとして撮さつ影えいさせてもらったり、他にはモデルの子を使ってお店やスポットの紹しよう介かいとかをしたりするっていうコンセプトなんです。うちの事務所からも何人かモデルの子が来てたりして、それで私たちも随ずい行こうしてきたというわけで……」

「……」

　確たしかに周囲ではカメラマンらしき人たちとカップルらしき人たちやモデルらしき人たちが写真を撮とったり撮られたりしている。あれはこのイベントに参加している人たちなんだろう。

「あ、そ、そういうわけで、の、乃の木ぎ坂ざかさんたちもよかったらどうですか？」

「え？」

「よ、よかったらいっしょにイベントに参加してファッションチェックを受けたりだとかアンケートに答えたりだとかをしていってくれませんか？　お、お時間は取らせませんから……」

　ぐっと身を乗り出しながらそう誘さそってくる。

「あ、え、えと……」

「せ、せっかくの機会ですし、こ、これも何かの縁えんですから。あ、個人情報とかを心配してるなら大だい丈じよう夫ぶですよ。その辺は厳げん重じゆうに管かん理りしますし、お名前とかも必要なら匿とく名めいにするのもありです。そ、それにここに来ている人たちみんなを撮るので実じつ際さいに載のるかどうかは分からないですから……」

「え、で、ですが……」

「お、お願いします！　わざわざこちらまで足を伸ばしてくれたんですし絶ぜつ対たいにイヤとかでないならぜひぜひ……っ！　ほ、ほら、せっかくのデートのメモリアルにもなると思いますし……」

「え、め、めもりある……っ」

　その言葉に春はる香かがぴくんっ！　と反はん応のうした。

　明らかに興きよう味み津しん々しんって顔である。

　それを見た茅かや原はらさんはここぞとばかりにぎゅっと春香の両手を握にぎって、

「う、うん、そうですそうです、メモリアルです！　き、記念品として撮影後にお二人の写真をプレゼントしますから。デ、デートの思い出をカタチに残せるチャンスなんてなかなかないじゃないですか！　す、素す敵てきですよ？」

「そ、それは確たしかに……」

「ね、ね、そ、そうですよね？」

「……」

　しばらくの間春香は迷まよっているようだったが、

　やがて、

「あ、あの、裕ゆう人とさん、もしよろしければごいっしょに……」

　こっちを窺うかがうような顔でそう見上げてきた。

　まあ俺としては元々イベントとやらに参加するつもりで来たんだし、春はる香かがやりたいっていうんならそれに反対する理由などこれっぽっちもない。

「ああ、了りよう解かいだ。やってみるか」

「あ──」

　そううなずくと春香はすげぇ嬉うれしそうな顔になって、

「は、はい！　え、えと、でしたらちょっとだけ参加させていただけると……」

「ほ、ほんとですか！　そ、それじゃあこちらに来てください！　カ、カメラや機材を用意していますので……」

「は、はいです」

「分かりました」

　茅かや原はらさんの指示に従したがって開ひらけたスペースへと移い動どうする。

　そういう次し第だいで、イベント撮さつ影えいとやらが始まった。







「あー、じゃあどうしたらいいですか？　適てき当とうに二人でその辺に立ってれば……」

「あ、ご、ごめんなさい。それでもいいんですけれど、まずは一人ずつ撮とらせてもらってもいいかしら？」

「え？」

　と、茅原さんがそんなことを言ってきた。

「え、ええと、その最終的には二人で撮るんですけど、ひ、ひとまずは練習というか準じゆん備びも兼かねて一人ずつ個々に撮影した方がいいかなって。よ、よろしいでしょうか？」

「はあ……」

　なんかよく分からんが別にそういうことなら俺は構かまわないが。

　春香もそれについては特に異い論ろんはないようで「あ、はい。裕ゆう人とさんがよろしいのなら……」とこくこくとうなずいていた。

「あ、ありがとうございます。だ、だったらまずは綾あや瀬せくんからお願いできますか？」

「あー、はい。分かりました」

　うなずき、茅原さんとカメラマンらしき女の人との後を追って撮影場所らしい見通しのいいスペースへと移動する。後ろからは春香が、「ゆ、裕人さん、ふぁいとです」と、声せい援えんを送ってくれていた。

「そ、それじゃあ適当にその辺に立ってポーズを取ってもらえますか？　海の方でも見つめる感じで」

「あ、はい」

　言われた通りに近くにあった碇いかり留どめに右足を乗せてその上にアゴを乗せた右ヒジを置く。

「で、では撮ります。カメラさん、お、お願いします」

「ハイ、一足す一はー？」

「え、に、二ー？」

　パシャパシャ。

　カメラマンさんのそんなかけ声と俺のマヌケな返答とポラロイドカメラの音とが響ひびいて、

「は、はい、おしまいです」

「え、もうですか？」

「え、ええ。あくまで練習ですから……」

「はあ……」

　そういうもんなんだろうか。

　いまいち拍ひよう子し抜ぬけというかフタを開けたまま一日放ほう置ちした炭たん酸さん水すいのような気分になる俺をヨソに、

「そ、それじゃあ次は乃の木ぎ坂ざかさん、お願いします」

「あ、は、はい」

　春はる香かが緊きん張ちようした面おも持もちで前に出る。

　と、同時に周りが途と端たんに慌あわただしくなった。

　レフ板やらよく分からん機材やらを持ったアシスタントらしき人たちが慌しく動き始め、それに茅原さんの指示が飛ぶ。

「あ、そ、そこ、ちゃんと光の方向を調整してください」

「あ、ハイ」

「だ、だめですよ、そこにいたら乃木坂さんのつま先に三ミリ影かげができてしまって……」

「ス、スミマセン」

「……」

　なんか扱あつかいが天てん空くうの城しろと地ち底てい帝てい国こくほど違ちがう気がするのは気のせいだろうか。

　前まえ段だん階かいでの準じゆん備びからして段違いだし何やらカメラマンが抱かかえてるのは小型機き関かん銃じゆうみたいなやたらとどでかいカメラだし……。うーむ、まあ春香と俺とじゃ被ひ写しや体たいとしてのレベルが桁けたにして五つくらいかけ離はなれてるからな。同じ扱いをされようなんて考えること自体おこがましいのかもしれんが。

　そうしている内に撮さつ影えい準備が整ったようで、

「それじゃあ撮とりまーす」

「わ、は、はい」

　そんな声とともにバシャバシャバシャ！　とハデなシャッター音や「こっちに目線くださーい」などのカメラマンのリクエストが飛ぶ。

　だが──

「あ、え、ええと乃の木ぎ坂ざかさん……もう少しリラックスした表情でいてくれると……」

「は、はい。え、こ、こうですか？（かちこち）」

「う、う～ん、な、何ていうかもっとナチュラルに微笑ほほえんでもらえると助かるんですけど……」

「し、自然な感じで、ですか？　え、ええと……（ぎくしゃく）」

「……」

　そこにあったのは半ばアルカイック気ぎ味みな春はる香かの笑え顔がおだった。

　ああ、そういえば何だかんだで春香は人前ではめちゃくちゃ上がりやすかったんだっけな。いつかのロンドンでのピアノコンクールの時も最後までガチガチでどうなることかと思ったわけだし。

「こ、これはどうしたもんかしら……元の素そ材ざいがいいから多少表情が硬かたくても全然問題はないけど、でもやっぱり一人でも多くの人にアピールするためにはできる限かぎりいい笑顔を撮とるに越したことはないし……ぶつぶつ……」

「あ、あの……」

「！　あ、ご、ごめんなさい。ちょ、ちょっと休きゆう憩けいでいいかしら？　少し考えたいことがあって……」

「あ、は、はい」

　慌あわてたようにそう答える茅かや原はらさんに少しばかり首をひねりながらうなずいて、春香がとことことこっちへと戻もどってきた。

「お疲つかれ、春香。大変だったな」

「は、はいです。な、何だかとっても緊きん張ちようしてしまいました……」

「あー、うん」

「ああいう風に目の前でカメラマンさんにカメラを向けられることって、七五三とかの時以来あまりなくて……どこか落ち着かない感じです」

　胸むねに手を当てながら小さく息を吐つく。

　どうやら少しだけ気疲れ気味のようである。

　まああんな大おお仰ぎようなカメラを向けられていつもと同じ精せい神しん状じよう態たいでいろってのがムリな話か。そもそも撮さつ影えいなんてもの自体普ふ通つうに生活してればそうあるもんじゃないし、春香はどう見てもそういった目立つことが得意なタイプじゃない。疲れて当然である。

　ただせっかく初デートに来てるってのにわざわざ気疲れするのもどうかと思うんだが……

「──大だい丈じよう夫ぶなのか、春香」

「え？」

「もしあんまりしんどいようならムリしてがんばらんでも……」

　イベント参加の話はナシになるが、別にそこまでこだわるようなことでもあるまい。もともとついでというかオマケみたいなもんだし。

　だけどその言葉に春はる香かはふるふると首を振ふって、

「だいじょぶです。無理をしているなんて、そんなことないです。楽しいですよ」

「だがな……」

「確たしかに緊きん張ちようはしてますけど、でもこういったことはめったに経けい験けんできないですし、いい機会です。それに──」

「？」

「そ、それにその、これはめったにないチャンスだと思います。こんなロマンティックな場所で裕ゆう人とさんと二人で写真を撮とっていただけるなんて……。これ以上ないくらいの、裕人さんとの、その、は、初デートの、めもりあるになると……」

「春香……」

「だから私、楽しいんです。無理をしているとは、思ってないです」

　そう言ってにっこりと笑った。

　それは心からの輝かがやくような笑え顔がおだった。

「──そっか。春香がそう言うなら……」

「はい。素す敵てきなめもりあるを作りましょうね♪」

　きゅっと握にぎった両手を胸むねの前に持ち上げながら、力強くうなずいたのだった。







　そんな俺たちから二十メートルほど離はなれたところで、

「ちょ、ちょっと、カメラマンさん！」

「はい？」

「い、今がチャンスよ！　シャ、シャッターチャンス！　の、乃の木ぎ坂ざかさん、ものすごくいい笑顔をしてるから」

「え、でもなんか話し込んじゃってますよ？　それにこの構こう図ずからだとどうしてもあっちの男の子も入っちゃいますが……いいんですか？」

「い、いいの！　そ、そんなのは後で加工するなりモザイクをかけるなりどうとでもなりますから。そ、それはできれば乃木坂さん単独がよかったですけど、こ、この際さい贅ぜい沢たくは言ってられないわ……。だ、だからとにかく撮っちゃってください。あ、ふ、二人には気付かれないようにしてくださいね。意い識しきされるとたぶん台だい無なしになっちゃいますから……」

「は、はあ、でしたら……」

　バシャバシャバシャ。

　小さく響ひびくカメラの音。

「う、うん……うん……やっぱりいいわ。こ、これが乃木坂さんの本当の表情なのよ……大おお晦日みそかの時に見た輝かがやくような表情……」

　それを見ながらうっとり胸むねの前で両手を合わせる。

　やがてひと通り撮さつ影えいを終えて、

「で、でも、乃の木ぎ坂ざかさんは綾あや瀬せくんの傍そばにいる時が一番いい笑え顔がおなのね……。そこがちょっと気になるところだけど……で、でも大だい丈じよう夫ぶ、人前なんて経けい験けんを重ねればその内に慣なれてくるものですもの、う、うん」

　一人納なつ得とくしたようにうなずきつつ、そうつぶやいていたのだった。







　　　　５




「あ、ありがとうございました。お、おかげさまでイベントも盛もり上あがって、雑誌の特集の方もうまくいきそうです」

「あ、いえ、そんなこと……。こちらこそ素す敵てきな写真をいただいてしまいましたし……」

　手元にある写真に目を落としながら春はる香かがふるふると首を振ふる。

　そこに大切そうに乗せられているのはランドマークタワーをバックに二人で撮とってもらった写真である。キレイに仕上げられたプロ仕し様ようのもので、イベント参加記念としてもらったものだった。

「これ、大切にしますね。お気に入りの写真立てに入れて、お部へ屋やの一番明るいところに飾かざっちゃいます」

「そ、そうですか。そ、そこまで喜んでもらえると私たちとしても嬉うれしいです」

　茅かや原はらさんがぺこぺこと頭を下げる。

「あ、えと、それでは私たちはこれで……」

「あー、色々とお世せ話わになりました」

「あ、う、うん。今日は本当にありがとう。ま、またね、乃木坂さん、綾瀬くん」

　ぶんぶんと手を振ふる茅原さんに会え釈しやくして、俺たちはその場から離はなれた。

「面おも白しろかったですね、イベント」

　クイーンズスクエアから少し離れた歩道で春香がそう言ってきた。

「とっても新しん鮮せんで、とってもいい経けい験けんでした。思い切って参さん加かしてよかったです」

「ああ、そうかもな」

　何だかんだでそれなりに楽しい時間ではあった。

　新しい体験はできたし写真ももらえたし。まあ撮影の後も春香はファッションチェックやらアンケートやらで色々と大変そうではあったが。

「さ、それじゃそろそろ遊園地の方に戻もどるか。もう時間もけっこう遅おそくなってきてるしな」

「そうですね。はい、行きましょう」

　にっこりと春はる香かがうなずき、

　そして出て来た時と同じ入場口を通り再ふたたび遊園地の中へと戻もどる。

　午後四時半を少し回り夕方の風景となったみなとみらい。

「わあ、夕日があちこちに反はん射しやしてきらきらしてます……」

「……」

「何だかさっきまでとは違ちがう場所みたいで……ほれぼれとしてしまいます」

　口元に手を当てたまま周りを見み渡わたしながら春香がそう声を漏もらす。

　確たしかに辺あたり一面がオレンジ色に包まれた光景は、少し前までの人で溢あふれたアミューズメントパークとはまったく違って見えた。

「──残念だけど次のアトラクションで最後くらいだな。あんまり遅おそくなると葉は月づきさんたちが心配するだろ」

「はいです。残念ですが……」

「何か乗りたいものはあるか？　といっても大たい抵ていは回ったと思うが……」

　午前中から来ているだけあって、ざっと園内マップを見る限かぎりほとんどのアトラクションは制せい覇は済ずみである。

　すると春香はちょこんと小さく手をあげて、

「あ、はい。一つ、あります」

「ん、どれだ？」

　まだ何かあっただろうか？

　首を捻ひねる俺に、

「えと、観かん覧らん車しや……です」

　遠えん慮りよがちにこっちを見上げながらそう言った。

「一番上のポジションから見える景色がとっても素す敵てきだというお話で、前々から乗ってみたいと思っていたんです。なのでよろしければ行ってみたくて……」

「観覧車か……」

　確かにそれはいいアイデアだった。

　園内の最も目立つ位い置ちにあって下げ界かいをドン！　と見下ろしている世界最大の時計付き観覧車。

　高さ百十二・五メートルのその絶ぜつ景けいな見み晴はらしはこの上なく良好で、訪おとずれる人全てに大だい好こう評ひようらしい（とマップに書いてあった）。

　美み夏かのアドバイスにも、

『らぶらぶポイントエクストリーム☆：観覧車。絶ぜつ対たい外はずせないクライマックスポイント。きれいな夜景を見ながら二人の気持ちも目の前に広がる光の宝石のごとく輝かがやき合あって、そのまま初めてのキ、キスとかも……きゃっ♪』

　だとか書いてあったしな……

「ん、分かった、行こう。今くらいからならちょうどいいタイミングで、夜景とかも見えるはずだ」

「あ、はいっ」

　本当に嬉うれしそうに顔を輝かがやかせる春はる香か。

　そんな顔を見ているだけで何だかこっちまで幸せになったような気がするから不ふ思し議ぎだね。







「わあ……きれいです……」

　窓から眼がん下かの景色を見下ろしながら春香が感動したような声を上げる。

「考えていたものよりもずっと素す敵てきで……。あそこに見えるのは何でしょう？　海がとてもきらきらです」

「たぶん横浜ベイブリッジじゃないか？　位い置ち的てきにそうだと思うが」

「そうなんですか？　べいぶりっじさん……」

　さらにうっとりと目を細める春香。

　春香の言う通り、観かん覧らん車しやから見える夜景は絶ぜつ品ぴんだった。

　さすがに高さ百十二・五メートルだけあって見み晴はらしは最高な上に、あちこちで建物や車などの明かりがチカチカと光り輝いていてまるでイルミネーションのようになっている。まさに幻げん想そう的てきという言葉がズッポリ当てはまる光景と言えよう。本来ならば目が釘くぎ付づけになるようなシチュエーションなはずである。

「……」

　だが実じつ際さいのところ俺には夜景よりも気になっていることがあった。

　気になっているというかどうしても意い識しきがそっちに向いてしまうもの。

　それは──

「見てください、裕ゆう人とさん。あれ、きっと先ほどのくい～んずすくえあですよ」

「ん、ああ」

「ここから見るととっても小さいです。さっきはあんなに広く感じたのに……」

「……」

　──一メートルほどの距きよ離りを挟はさんで、窓にぴったりと張はり付つく春香の姿すがただった。

　いや別に春香が何か特別なことをしているというわけじゃない。

　ただなんつーか現げん状じようは観覧車の中であるとはいえそれはある意味での密みつ室しつであるわけだし、目の前にはロマンティックな夜景がこれでもかとばかりに広がっている。美夏の少しばかりアレなワンポイントアドバイスじゃないんだが、どうしても色々と意識せざるを得ないんだよ。

「……」

　……うーむ。

　我ながらアレだな……

　そんなことを悶もん々もんと考えながら対たい面めんに座すわっていると、

「──さん、裕ゆう人とさん？」

「うおっ!?」

　いきなり春はる香かの顔が真ん前にあった。

　僅わずか三十センチほどの至し近きん距きよ離り。

「ど、どうしたんだ、春香？」

「え？　いえ、あの、さっきから呼よびかけていたのですがお返事がなかったので……」

　ちょっと困こん惑わくしたように春香が首をかたむけてくる。

　どうやら自分でも気付かぬ内にすっかり精せい神しんがあっちの世界にトリップしちまってたらしい。

「あ、あー、そうか。スマンかった」

「？」

「や、何でもない。それよりどうかしたか？」

　頭を振ふってそう訊きき返かえしてみると、

「あ、いえ、あそこに大きなお船が見えたので裕人さんにもお知らせしようと──あれ、裕人さん、その唇くちびる……」

　と、そこで春香がさらに半歩ほど身を乗り出してきた。

「血が出てます。どうしたんですか？」

「え……」

　指で触ふれて確たしかめてみると確かに少し血が出ていた。おそらくは乾かん燥そうして切れちまったんだろう。ただでさえ乾かわきやすい気き候こう＆さっきから微び妙みような緊きん張ちよう状じよう態たいだからな。ビタミンＥの欠けつ乏ぼうした皮ひ膚ふ粘ねん膜まくが水分を過か剰じよう放出していてもムリはない。まあこんなもんは適てき当とうに拭ぬぐっとけば何とかなるだろ……と指を当てようとして、

「あ、だ、だめですよ。ちゃんと手当てしないと──」

　止められた。

　拭おうとした手をやんわりとつかむと春香は小さく首を振って、

「えと、唇はとってもデリケートな場所ですから、手て荒あらに扱あつかってはいけないです。なので……ちょっと動かないでくださいね」

「お──」

　コートのポケットから真っ白なハンカチを取り出すと、ふきふきと丁てい寧ねいな手付きで俺の唇を拭ってくれた。作りの良さそうな布ぬの地じのなめらかな感かん触しよくが唇に触れる。

「さっきは裕人さんに拭き取ってもらっちゃいましたから、これでおあいこですね♪」

　ちょこちょこと手を動かしながらにっこりと笑う。

「ここをこうして──はい、取れました。あとはリップクリームを塗ぬっておいた方がいいです。乾かん燥そうしたままにしておくとまた割れちゃいますから」

「あ、サ、サンキュ」

　少しばかり動どう揺ようしながらうなずく。

　とはいえリップクリームなんてコスメ的なもんは当然のごとく所しよ持じしてないわけだが。

　すると春はる香かはちょこんと口元に指を当てて、

「そうなのですか？　あ、ではよろしかったらどうぞです。こちらを使ってください」

　今度は傍かたわらのポーチからリップクリームを取り出してきた。

『潤うるおいリップ・ピュアウォーター[image: ひゃくにじゅう]％』と書かれたオレンジ色のかわいらしいリップ。

「え、あー、いや」

「？」

　どうぞと言われても困こまるんだが。

　何せ春香のポーチから出て来たということは春香が普ふ段だん使っているものだということである。そして春香が普段使っているということはその先せん端たん部分が定期的に春香の唇くちびるに接せつ触しよくしているということであり、それはすなわちその先端部分のクリームが間かん接せつ的てきに春香の唇とニアイコールであるというを意味し……

「…………」

　一人狼ろう狽ばいしまくっていると春香は何かと勘かん違ちがいしたのかぱふんと手を叩たたいて、

「あ、そうですよね。鏡とかがないと自分では塗りにくいですよね。すみません、そんなことにも気付かなくて……」

「お……」

「えと、それではちょっとだけ失礼します」

　リップのキャップを外はずすとそのままその手を俺の唇へと伸ばしてきた。

「ちょ、は、春香──」

「あ、動いちゃだめです。はみ出しちゃいます」

「い、いや、だから……」

　ぬりぬり。

　俺の言葉を待たずに『潤いリップ・ピュアウォーター[image: ひゃくにじゅう]％』を割れた粘ねん膜まくにあてがってくる。

　唇の先に触ふれるクリーミーな感かん触しよく。

　先端が少し丸まった潤いリップは上質の生クリームのようになめらかでしっとりとしていてどこか春香と同じ香りがして……ああ、もう俺は明日アメリカンバッファローの大たい群ぐんに踏ふみ潰つぶされてボロ雑ぞう巾きんのように昇しよう天てんしても後こう悔かいはないかもしれん……と夢ゆめ見み心ごこ地ちな気分になっていた時のことだった。

　グラリ。

　ふいに、観かん覧らん車しやが少しだけ揺ゆれた。

「お？」

「あっ……」

　おそらくは風かなんかで煽あおられたんだろう。それは普ふ通つうにしていれば何ともないほどのよくあるレベルの揺れだったが、俺の唇くちびるへのリップ塗ぬり作業中で前のめりになっていた春はる香かには大きな衝しよう撃げきのようだった。

「きゃ、きゃっ」

　小さな悲鳴とともに上体をよろめかせる。

　わたわたと宙を摑つかむようにして両手をぱたつかせた後バランスを崩くずして……そのまま座すわっている俺の上に覆おおいかぶさるようにして倒たおれこんできた。

「お……」

「あ……」

　結果、馬乗られ状じよう態たいの着席版というかカップルたちがベンチとかでよくやっている対面座りに近い姿し勢せいになる

　ちょうど俺の腰こしの上に春香がぺたりと座り込んでいてそのまま腕うでが首もとに絡からみ付ついているような感じ。腰こし骨ぼねの部分に太モモが押おし付つけられ、フローラルな香かおりのするさらさらの髪かみが頰ほおに少しだけ流れかかってくる。

　ちなみにリップは今の拍ひよう子しに春香の手から飛んでいき俺の頭とう頂ちよう部ぶに突つき刺ささっていたのだがそれについてはひとまずは置いておこう。

「あ、す、すすすみませんっ！」

「あ、い、いや……」

「そ、その、ご、ごめんなさいっ！　い、今すぐにどきますから……」

　両手をわたわたとさせながら慌あわてて立ち上がろうとするものの、狭せまい観覧車内でもつれ合うようにして倒れこんでいるためうまくいかない。

「は、春香、そんなに慌てなくても大だい丈じよう夫ぶだ」

「え、で、ですが、こ、このままだと裕ゆう人とさんの腰に負ふ担たんが……」

「お、俺の腰は平気だから……」

　まあ腰のところに何だか柔やわらかく心ここ地ちいい感かん触しよくが触ふれてたりしてある意味別の方面では負担がかかってるかもしれんが、少なくとも春香が心配しているような重さ的問題は皆かい無むである。

「で、でも、そういうわけには……」

　春香が再さい度ど身体を動かそうとして、

　と、そこで目が合った。

　某ぼう宇宙人映画の指先のようなばっちりとした交こう錯さく。

「……」

「……」

　思わず互たがいに赤せき面めんして沈ちん黙もくしちまった。

　何せ現げん状じようが現状である。


　場所：日も落ちてすっかり暗くなった観かん覧らん車しや（密みつ室しつ）。

　状態：その中でもつれ合ったまま対面カップル座ずわりになっている春はる香かと俺。

　状況：観覧車の位い置ちはちょうど今は頂上部分で、あと数分は地上に降おりる様よう子すはない。



「…………」

　こ、これは……もしかしてかなり青春真まっ盛さかりな状じよう況きようなんじゃないのか？

　というかそれ以外の何でもない。
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　その時だった。

　きゅっ、と。

　何かを決意したかのように、真っ赤な顔の春香が目をつむった。

　そのまま少しだけ顔を上向けてこっちに近づけてくる。

「!?」

　こ、これは……っ!?

　思わず胸むねがビクビクンッ！　と鳴めい動どうした（心しん臓ぞう発ほつ作さ的てきな意味で）。

　突とつ然ぜんの春香の行動。

　いや今までならよく意味も分からずに何となく漂ただよう雰ふん囲い気きに耐たえ切きれずにただ目をつむっているだけという可か能のう性せいもあった。てか実じつ際さいにそうだった。だがしかし、今の春はる香かは多少なりとも〝好き〟というものの概がい念ねんを理り解かいし始めている状じよう態たいである。とすればこの行こう為いにもそれなりの意味があるってことに──？

　──だ、だとしたらここは……

　吸きゆう血けつ衝しよう動どうをもよおしたチュパカブラのごとく行くべきなんだろうか。

　シチュエーション的にはこれ以上ないくらいの最上級のものだし、もしかしたら互たがいの唇くちびるに塗ぬられることで引ひき離はなされたリップのクリームとクリームが再さい会かいを求めて引き付け合ってるのかもしれんし。

「……」

　──よ、よし。

　──ここは行かなきゃ漢おとこじゃない。

　覚かく悟ごを決める。

　色々な意味で複雑な現げん状じよう進しん展てんとリップクリームの再会のために思い切って身を乗り出そうとして──

　ジャジャジャジャーン　ジャジャジャジャーン♪

「!?」

　春香の顔があと十センチというところにまで迫せまったところで、突とつ然ぜんポケットからそんな音が鳴なり響ひびいた。

　腹にクる重苦しいメロディー。

　改めて確かく認にんするまでもなく……ベートーヴェンの『運命』だった。

「……」

「……あ、あの裕ゆう人とさん、『運命』が鳴って……」

　いつの間にかぱっちりと目を開いていた春香がそう言ってくる。

「……。ん、あ、ああ……」

　何だかゴール寸すん前ぜんで目の前のニンジンを没ぼつ収しゆうされたロバのような気分で携けい帯たいを取り出し耳に当てる。

　受話口の向こうからすぐにムダに元気なことこの上ない声が飛び込んできた。

「いえ～い、おに～さん、お姉ちゃんとうまくやってる？　観かん覧らん車しやはもう行った？　美み夏かちゃんのナイスなアドバイス通りにキスとかもしちゃったりして～、きゃっ♪」

「……」

　相変わらずゴーイングマイウェイなツインテール娘だった。

　心の底そこから疲つかれた気分になる俺に、

「あれ、もしかしてその反はん応のうからしてやってないの～？　不発？　誤ご爆ばく？　も～、甲か斐い性しようなしだな～。お姉ちゃん、ちゃんと目をつむって顔を近づけてきたでしょ？」

「いやそれはそうだが……」

　チャンスがあれば物事が必ずうまくいくってんなら今の格かく差さ社会なんてもんは生まれてない。それにそもそもこの電話がなければもしかしたら今いま頃ごろは引ひき離はなされたリップクリームたちが感動の再さい会かいを果たしていた可か能のう性せいも……ってちょっと待て。

　直前の美み夏かの台詞せりふ。

　いや甲か斐い性しようなしうんぬんはともかく、何でこのツインテール娘が春はる香かが目をつむって顔を接せつ近きんさせてきたことを知ってやがるんだ!?

　すると、

「ん～、だってわたしがお姉ちゃんに教えてあげたんだも～ん♪　『観かん覧らん車しやの中で二人きりになったら、目をつむっておに～さんの方にちょ～っとだけ顔を近づけるときっとイイコトがあるよ～♪』って」

「……は？」

「だから～、らぶらぶポイントの総仕上げとしてわたしが教えといてあげたの。おに～さんがお義に兄いさんになりやすいようにって♪　でもおっかし～な～、普ふ通つうの男の子ならアレで陥お落ちないはずないんだけどな～」

「…………」

　……そういうことか。

　どうりで春香があんなことをするはずだ。ツインテール娘たちの今までの行動傾けい向こうは知っていたはずなのに、そういった余よ計けいな知ち識しきを吹き込んでいた可能性をすっかり忘わすれちまってた俺が迂う闊かつだった……

「ね～ね～、それでどうだったの？　やっぱり実はうまくいってたとか？」

「……」

　一気に全身から力が抜ぬける。

　とりあえずその後も美夏は何か言っていたようだったが、あまり記き憶おくに残らないまま通話を終えた。

「……」

「あの裕ゆう人とさん、美夏は何を……」

「……。いや……」

　言えるわけがない。

　だがひとまずもう目はつむらなくてもいい旨むねだけを伝えておく。

「え、そうなのですか？　でも、美夏は絶ぜつ対たいにやった方がいいと言っていたのですが……」

「……」

　春香は不ふ思し議ぎそうというかキタキツネに頰ほおを甘あま嚙がみされたような顔をしていたが、またアレをやられてはこっちの身がもたんからな。まさにイラブウミヘビの生なま袋ぶくろ詰づめってやつである。

　ガックリと肩かたを落としながら重いため息を吐ついていると、

「だけど──美み夏かの言ったことも少しだけ分かるような気もします」

「え？」

　ちょっとだけ声を小さくして春はる香かがぽつりとそう言った。

「二人きりの時に目をつむった方がいい理由、です。い、いいことというのはよく分かりませんが……。で、でも二人きりでこんな近くに裕ゆう人とさんのお顔がありますと……め、目を開けていては、恥はずかしいです」

「春香……」

　そういえば何だかんだでまだ俺たちの体たい勢せいは対面カップル座ずわりのままなんだよな。

　俺のヒザの上で少しだけ顔を赤らめた春香がちょこんと鎮ちん座ざして至し近きん距きよ離りからこっちを見上げている状じよう態たい。

　さすがにこれ以上これを続行するのはマズイだろう……と体勢を立て直そうとした俺に、

「あ、あの裕人さん、お願いがあるのですが……」

「ん？」

「も、もうちょっとだけ……こ、このままでもいいですか？」

「え!?」

　春香がそんなことを言ってきた。

「あ、ご、ごめんなさい。そ、その、わ、わがままというか不ぶ躾しつけなお願いなのは分かってます。で、でも、もう少しだけこのままで、裕人さんに触ふれていたいなあって……」

「……」

「な、何だかとっても落ち着くというか気持ちが良くて……あ、も、もちろん裕人さんがよろしければのお話で……。だ、だめなら──」

「あ、い、いや……」

　まかり間ま違ちがってもダメだなんてことがあるはずがない。てか個人的にはむしろかなりウェルカムな要望である。

「ほ、本当ですか？」

「ん、あ、ああ」

「あ、ありがとう……ございます」

　俺の返答に春香はぱあっと輝かがやくような笑え顔がおを見せると、

「え、えへへ♪　裕人さんの匂においです……」

　そう耳元でささやきながら甘えるようにきゅっとさらに身を寄せてきた。

「……」

　まあ何だかんだで色々あったが……春香のそんな甘えた仕草（あとリップを介かいした、その、間かん接せつ接せつ触しよく）を堪たん能のうできただけで有ゆう意い義ぎな一日だったと思うことにしよう。

　窓まどの向こうでは、みなとみらいの夜景がキラキラと光ひかり輝かがやいていた。







　こうして。

　俺たちの横浜でみなとみらいな初デートは終わりを告つげたのだった。
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　チュンチュンチュン。

　スズメの声が庭先でのどかに響ひびき渡わたる日曜日の朝。

「……おはようございます、裕ゆう人と様」

　目を開けたら、いきなりそこに無口メイド長さんの顔があった。

「のおあっ!?」

　距きよ離りにして僅わずか十センチくらいの接せつ近きん具合。

　思わずどこぞの洪こう水ずい後ごの方はこ舟ぶねみたいな声が出る。

「……私の顔は、そんなに驚おどかれるような造ぞう作さくをしておりますでしょうか」

　返ってきたのはそんな少ししょんぼりとしたようなリアクション。

　夢であってほしかったが、その反応は間ま違ちがいなく無口メイド長さんのそれである。

　さらには、

「あらあら～、起おき抜ぬけにそんな大声を出されては血けつ圧あつによろしくないですよ～。とりあえず深呼吸でもされてみてはいかがですか～？」

「な、那な波なみさん……？」

「──（こくこく）」

「あ、アリスも……？」

　その横で楽しそうに手を振ふるにっこりメイドさんと、いつものごとく無表情でうなずくちびっこメイドの姿すがたもあった。

「……」

　いや何でこの三人がここに……

　突とつ然ぜんのメイドパニックに混こん乱らん状じよう態たいになる。

　いちおう周りを見み渡わたしてみるもここは間違いなく俺の部へ屋やの俺のベッドの上である。別に寝ねぼけた俺が夢む遊ゆう病びよう者しやのように徘はい徊かいして無む意い識しきの内に乃の木ぎ坂ざか邸ていのメイド部屋にもぐりこんじまったなんてことはない。なのにどうしてこんな人口のメイドさん比ひ率りつが七十五パーセントになっているのか……

　ワケが分からずただ口を開けて呆ぼう然ぜんとするしかない俺に、

「……実は本日、裕人様宛あてに招しよう待たい状じようが届とどいておりまして、それをお渡わたしするために参まいりました次し第だいです」

「招待状？」

　何だそれは？

　とりあえずまったく身に覚えがないんだが。

「ええとですね～、詳くわしくはこちらをどうぞです～」

「？」

　那な波なみさんから一枚の便びん箋せんが手て渡わたされる。目を落とすとそこにはやたらと流りゆう麗れいな書体で、
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　と書かれていた。

「……」

　何だこの珍ちん奇きなインチキＮＰＯ団体みたいなのは？

　何かの必要に迫せまられなければあまり積極的に関かかわりたくないような胡う散さん臭くさい名めい称しようである。

　すると、

「こちらは世界メイド執事連合協会からの招待状になります～。世界メイド執事連合協会──略してＷＭＢＯと言いまして、全国のメイドや執事たちが所しよ属ぞくしている互ご助じよ組そ織しきのようなものでして～」

「……その親睦会として、年に一度全国のメイドと執事を集めて行われるパーティーがあるのです。私たちにも届とどきましたが、これはその招待状になっております」

「──（こっくり）」

　三人揃そろってそう説明してくれる。

「…………」

　なんかよく分からんがとりあえずそういった怪あやしい団体が存そん在ざいするらしい。そしてそこが主しゆ催さいするパーティーがあるってことも。

　まあひとまずそれは分かった。

　いや別に納なつ得とくしたわけじゃないんだが、そこにこだわると話が進まなくなりそうなのでここはあえて気にしないことにしておこう。

　だがそこで疑問が一つ。

「──話は分かりました。でも……」

「？」

「……何でその招待状が俺に来るんですか？」

　それである。

　葉は月づきさんや那波さん、アリスたちに来るならともかくとして、別に俺はメイドでも執事でも何でもない。なのにどうしてこんなもんが──

「何を言っているんですか～、裕人様にはもう執事経けい験けんがおありではありませんか～」

「へ？」

「ほら、去年のクリスマス前のあれですよ～。春はる香か様へのプレゼントを買うためのアルバイトでやられた～。その時から裕ゆう人と様のお名前は協会にばっちりと登録されているのですよ～」

「……」

　……ああ、アレか。

　脳のう裏りに浮うかぶのはシツジというより生いけ贄にえのヒツジな思い出。

　確たしかにアレはいちおう名めい目もく上じようは執しつ事じだが、実じつ際さいはほんの一週間ほどのバイト雑用係兼けん下げ僕ぼくである。その世界メイド執事何たらとやらはそんな簡かん単たんに登録されちまっていいものなのか？

「……何も驚おどろくことではありません。裕人様が執事としてお仕つかえになったのはあの天てん王のう寺じ家けです。そこで一週間も働けばもう立りつ派ぱな執事といえましょう」

「言ってみればプロ執事初しよ段だんというところですかね～」

「──（こくこく）」

　そういうことのようだ。

　どうやら天王寺家での執事体たい験けん（エリマキトカゲとか暴あばれ馬うまスキンシップとか牛乳パシリとか）は思っていたよりもずっと経けい歴れきとして重じゆう要よう視しされているらしい。完全従じゆう属ぞくという一点を除のぞけば何一つとして執事とは関係なかったような気がしないでもないが。

「というわけでして──さ、それではいっしょに参まいりましょうか～？」

　と、那な波なみさんがおもむろにそう言った。

「は？」

「パーティーは今日の十二時から始まるのですよ～。なので移い動どう時間も考えるともう出発しないと間に合いません～」

「きょ、今日？　ていうかまだパジャマ──」

「……お着替えの方はこちらで用意してあります。お車の中でお着替えになっていただければと」

「──（こくん）」

「あ、ちょ、いや自分で着替えられますから……っ」

　そのままパジャマを脱ぬがされつつ半ば両りよう脇うでをアームロックされた宇宙人＠ロズウェルのように玄げん関かんへと運んでいかれる。

　いやなんかいつかのロンドンのパターンを思い出すというか。まああの時ほど問もん答どう無む用ようでないだけまだマシなのかもしれんが。
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　さて、家の前の道路のど真ん中に停とめてあった車（特注リムジン・長さ二十メートルほど）に乗せられて、さらにその中で葉は月づきさんと那な波なみさんの介かい助じよのもとなぜかサイズも丈たけもぴったりな執しつ事じ服ふくに着替えさせられて、そのまま連れて行かれた先は──見み慣なれない巨きよ大だいな屋や敷しきだった。

　ウチから車で一時間ほど走った都内某ぼう所しよにある、乃の木ぎ坂ざか家けとはまた違ちがった趣おもむきの地中海風洋館。

　どうもここが目的地であるらしい。

「……こちらは鹿ろく王おう院いん家けの白しら鷺さぎ別館になります」

「ろくおういん？」

　後部座ざ席せきのドアを開けながらそう説明してくれる葉月さんに尋たずね返かえす。

「……はい、鹿王院です。古くから続く華か族ぞくの家いえ柄がらで、乃木坂家や天てん王のう寺じ家け、塔とうヶが崎さき家けと並ならぶ四大名家の一つでして」

「パーティーの会場は毎年の持ち回り制になっているのです～。今年はこの鹿王院家のメイドたちが幹かん事じをやっていることから、この鹿王院のお屋や敷しきが開かい催さい場所となっているのですよ～。だから私たちも今日は招しよう待たい客きやくの一人です～」

「──（こくこく）」

　にっこりメイドさんとちびっこメイドがそう補ほ足そくしてくれる。

　むう、この三人が迎えに来たわけだからてっきりまた乃木坂邸ていでやるのかと思っていたが、どうも違うみたいだな。

「……ではこちらへどうぞ、裕ゆう人と様」

　そんなことを話しながら葉月さんたちに先せん導どうされて屋敷の中へと入っていく。

　入り口のドアの向こうにあったのは人が十人くらいは余よ裕ゆうで入れそうな玄げん関かん。バカみたいに風通しのいい吹ふき抜ぬけ付きだが、乃木坂邸やら天王寺邸やらでこういったブルジョワな光景には慣なれていたのでそこまでは驚おどろかない。

　玄関を入ってすぐのところに、メイドさん数人が待たい機きするフロントのような場所があった。

「いらっしゃいませ。こちらにご記き帳ちようと招待状の提てい示じをお願いできますか？」

「あー、はい」

　どうやらここで受付を済すませるようだ。

　言われた通りに名前等を書いて招待状を見せる。

　するとメイドさんはにっこりと笑え顔がおを見せて、

「ありがとうございます。乃木坂家メイドの桜さくら坂ざか様、七なな城しろ様、アリスティア様それに天王寺家執しつ事じの綾あや瀬せ様ですね。こちらはビンゴカードになります。後の抽ちゆう選せん時じまで大事にお持ちください。また皆みな様のネームプレートをご用意させていただきましたので、どうぞお胸むねに着けてくださいませ」

　人数分手渡されたのはそれぞれの名前と所しよ属ぞく家けが書かれたネームプレートとどこにでもあるようなパーティー用のビンゴカードだった。

　全国のメイドさんや執事が集結する一大フェスティバル（？）にしては意外に普ふ通つうの新年会ライクな趣しゆ向こうである。

「では会場はこちらの白しら鷺さぎの間まになります。どうぞお入りください」

　深々とした一礼とともに、受付の横にあった厚い扉とびらが開かれる。

　その向こうにあったのは──

「おお……」

　ホールの中は、まさに別世界──いや異い世せ界かいだった。

　一いつ見けんするとどこにでもよくあるような立食パーティーの会場。

　広々としたホールの各所には真っ白なクロスがかけられたテーブルがいくつもあって、その上にいかにも高こう価かそうな数々の料理が載のせられている。

　だけどそこにいるのは右を見ても左を見てもメイドさんメイドさんメイドさんメイドさん執しつ事じメイドさんメイドさん執事メイドさんメイドさんメイドさん。

　やって来ている招しよう待たい客きやくもそれをもてなすホストの方も、全てメイドさんと執事のみ。

　文字通りのメイド天国（執事の沙さ羅ら双そう樹じゆ付き）といった感じである。

「……」

　すげぇな……

　思わずため息が出る。

　集まっている人数はざっと見積もっても五百人以上。

　日本にこれだけのメイドさんや執事がいたってだけでも驚おどろきだが、それがこのひとところに集まってわいわいと歓かん談だんに興きようじているってのもまた壮そう観かんである。ミヤコタナゴ（天然記念物）が魚ぎよ群ぐんを作ってオラオラ営業をしているのを見る気分というか……

　少しの間言葉を失う俺に、

「驚かれましたか～？　毎年だいたいこれくらいの人数は集まるんですよ～」

「そうなんですか？」

「はい～。むしろ今年は例年に比べれば少しばかり集まりが悪いくらいで～。今年はちょっと時期が遅おそくにずれこんでしまったのでその影えい響きようかと思われますが～」

「へえ……」

　そんなに大だい規き模ぼなもんなのか。これでも十七分に世界ビックリ仰ぎよう天てんビューだってのに。

「ちなみに今日は乃木坂家うちのメイド隊の他のみなさんもやって来ています～。確たしか序じよ列れつ持ちのメンバーは全員招待されているはずです～。ほら、あそことかに～」

「お？」

　那波さんの指差した先に視し線せんをやる。

　確たしかにそこには他のメイドさんや執事たちに紛まぎれて見み慣なれた顔があった。

　奥おくのテーブルで飲み物を飲んでいるのはクリスマスイブにお世せ話わになった医い療りようメイドの雪ゆき野の原はら鞠まり愛あさん（序列第五位）だし、そこでいっしょに談だん笑しようしているのは運転三姉妹の六ろく条じよう菖蒲あやめさんと沙さ羅らさん、樹じゆ里りさん（序じよ列れつ七位）だ。その後ろでは前まえ髪がみで顔を隠かくした小こ柄がらなメイドさんがちょこちょことローストビーフを皿に切り分けている。おそらくあれは話で聞いた料理担当の凪なぎ川かわ小こ鮎あゆさん（序列六位）なんだろう。……むう、ホントに序列持ちメイドさんが勢せい揃ぞろいなんだな。

　と、

「……ん？」

　その中に見み慣なれない姿すがたを見つけた。

　沙羅さんたちの横で鞠まり愛あさんに話しかけている切れ長の目をしたメイドさん。

　身に着けているのは乃の木ぎ坂ざか家けメイド隊公こう認にんのオフィシャルメイド服（シリアルナンバー入り）のようだが、なんか今までに見たことのない顔である。あの人も乃木坂家の関係者なのか……？

　そっちに目をやりながら首を捻ひねっていると、

「あら～、あれは水面みなもちゃんですね～」

「水面ちゃん？」

「はい～。あ、裕ゆう人と様はまだお会いしたことがありませんでしたっけ～？　楠くす本もと水面ちゃん、メイド隊序列第四位で、財ざい務む、法ほう務む、渉しよう外がいなどを担たん当とうしているんです～。とっても優ゆう秀しゆうな子で、基本的な仕事は一人でみんなこなしてくれちゃうんです～」

「……非ひ常じよう時じには序列五位以下のみなさんを指し揮きする権けん限げんもお任まかせしていますし、メイド侍じ従じゆう長ちようのような役割をこなしてくれています」

「──（こくこく）」

「……」

　メイドで侍従長ってのがいまいちよく分からんのだが、とにかくすごい人のようだ。確たしかにここから見た感じでも見るからに仕事ができそうなクールビューティーキャリアメイドさん（？）って印いん象しようである。葉は月づきさんからお茶目さを抜ぬいた感じというか。

「付け加えますとその隣となりにいる二人が宗むな像かた理り緒おちゃんと雛ひな咲さき祝いわいちゃんですよ～。それぞれ序列第九位と第十位で、化学部門と祭さい事じ部門の担当なのです～」

　さらに那波さんがそう言ってくる。

　理知的な感じのメイドさんとどこか神しん秘ぴ的てきな感じのメイドさん。

　どうやらその二人も初出の序列持ちメイドさんであるらしい。

「以上で全員になりますね～。おめでとうございます～、これで裕人様もメイド隊上位序列持ちメンバーをフルコンプですね～。ぱちぱちぱち～」

　楽しげに拍はく手しゆをしてくれる那波さん。

　しかし本当に色々なメイドさんたちがいるもんだな。序列第一位から十位までそれぞれバラエティ豊かなラインナップが揃そろって……

「……む？」

　と、そこであることに気付いた。

　今教えてもらったニューカマーメイドさんが序じよ列れつ第四位、九位、十位の三人。

　今まで顔見知りなメイドさんが葉は月づきさんたち序列第一位、三位、五位、六位、七位、八位の六人。

　全部で九人（組？）である。

　そういえば、序列持ちのメイドさんが全員揃そろってるって話なのに第二位の人がまだ出てきてないような……

　何となくいつも副メイド長的なポジションにいた那な波なみさんが第二位のような気もしていたが、あくまであの人は第三位である。メイド長補ほ佐さではあっても副メイド長ではない。だとするとこれは一体──

「あの……」

「……はい？」

　なので疑問に思い訊きいてみたところ、

「……第二位、ですか」

「……」

「──」

　シン──

　なんか微び妙みような雰ふん囲い気きになった。

　自じ称しよう食通の芸能人が自信たっぷりの顔で真ま鯛だいの刺さし身みとティラピアの刺身を間ま違ちがえた時みたいな沈ちん黙もく。

　那波さんとアリスは困こん惑わくするように顔を見合わせて、葉月さんも何か思うところがあるのかいつもより無表情さがレベルアップしている。

　うーむ、これは何か触ふれてはいけないオニカサゴの背せびれに触っちまったのか……と気まずく思っていると、

「……。……序列第二位は、現在欠番となっております」

「え？」

「……五年ほど前まではある者が務つとめていたのですが、現在その人物は乃の木ぎ坂ざか家けに所しよ属ぞくしていないのです。なので今のところ第二位は空席となっています。ゆえに申もうし訳わけありませんが、この場にはおりません」

「……」

　厳おごそかにそう告つげてきた。

　どうもそういうことらしい。

　何だって欠番なんだとかその人は今どうしてるんだろうかだとか、色々と疑問に思うことはあったものの、何となくそれ以上はこの話題について追つい及きゆうしない方がいいような雰囲気だったので、ここはひとまずスルーすることにした。

「……ご理り解かいいただけたでしょうか？」

「あ、あー、はい。すみません、ヘンなこと訊きいて……」

「……いえ。全然構かまいまヘン」

「……」

　いつもの雰ふん囲い気き（寒いギャグ付き）に戻もどって小さく首を振ふる葉は月づきさん。

　それを見た那な波なみさんとアリスが何やらほっとしたような表情で胸むねに手を当てていた。

　まあその辺あたりにはなんか色々と複雑な事情があるみたいなんだが……それは少なくとも今回の一件で明らかになることではなかった。







　　　　２




「それではこれより新春メイド×執しつ事じ合同親しん睦ぼく会かいを始めたいと思います！」

　ホール前方に設もうけられたステージから発せられたメイドさんのそんな声とともに、周りから数百人分の盛せい大だいな拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わきあがった。

「本日は皆様もお忙いそがしい中、わざわざご足そく労ろういただきましてありがとうございます。このたび司会を務つとめさせていただくのは鹿ろく王おう院いん家け筆ひつ頭とうメイド、高たか天まが原はら小さ夜よでございます。どうぞよろしくお願いいたします」

　ステージ上のメイドさん──高天原さんというらしい──がぺこりと頭を下げる。

　それは自己紹しよう介かいでもあり、パーティー開始を告つげる合図でもあった。

「さて恒こう例れいとなっておりますこの新春親睦会も喜ばしいことに今年で三十五回目……おめでたい席を記念するにあたり、ここで乾かん杯ぱいの音おん頭どをとらせていただきたいと思います。今年は乃の木ぎ坂ざか家けよりメイド長である桜さくら坂ざか葉月さんにお願いすることとなりました。準じゆん備びはよろしいでしょうか、桜坂さん」

「お」

　そこで聞き覚えのある名前が呼よばれた。

　見ればいつの間に移い動どうしていたのか、なぜかネズミのバニーガールの格かつ好こうをした葉月さん（ネズミーガール……？）が壇だん上じようでもぞもぞとシッポを動かしている。

　葉月さんはこほんと咳せき払ばらいをしつつおもむろにぽんぽんとマイクを叩たたいて、

「……あ～、あ～、てすてす、本日もダグラスは男前なり……」

「……」

「……隣となりのダグラスはよく客食うダグラスだ、ワンツースリーフォー、ヘイヘイ、ハッハッ、チェックチェックチェック……」

「あ、あの、桜さくら坂ざかさん……？」

　さすがに見かねたのか高たか天まが原はらさんが声をかける。

　すると葉は月づきさんはネズミ姿すがたのままハッ！　と顔を上げた後きょろきょろと周囲を見み渡わたして、

「……。……え、もしかして、もうオンステージになっているのですか？」

「は、はい」

「…………。……それは大変失礼いたしました。それでは──」

　何事もなかったかのように挨あい拶さつを始めようとして、

　ぽろり。

　肉にく球きゆう付きの手からマイクを思いっきり床ゆかに落としていた。

　見た目はこの上なく平静そうだが、実は動どう揺ようしているようだった。

「……」

　てかこの人、この前の信州旅行の『のざわなくん』ぶちまけ事件のように、意外にドジっ娘こなんだよな。さすが専せん属ぞくメイドさんだけあって春はる香かの属性を継けい承しようしているというか……

「……重ね重ね失礼いたしました。こほん、それではただ今より乾かん杯ぱいの音おん頭どを取らせていただきたいと──」

　とはいえ伊だ達てに乃の木ぎ坂ざか家けでメイド三百人を束たばねるメイド長さんをやってはいない。

　若じやつ干かんぎこちない動作ではあるものの手早くマイクを拾い上げると、その後は落ち着いた素そ振ぶりで危あぶなげなく挨あい拶さつをこなしていた。
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「以上が乃の木ぎ坂ざか家けの桜さくら坂ざかさんによる乾かん杯ぱいの音おん頭どでした。桜坂さん、ありがとうございました。ではこれよりフリータイムといたします。後にビンゴ大会と隠かくし芸げい大会がございますが、それまでは日ひ頃ごろの主しゆ従じゆう関係を忘わすれ、仕つかえる者同士で自由気ままにご歓かん談だんをお楽しみください」

　そんな声とともに、しばしの自由時間となった。

　それまで少し抑おさえがちだった照明が明るく点ともされ、上品なクラシック音楽がバックミュージックとして流され始める。

　それに伴ともない周りではメイドさんや執しつ事じたちがそれぞれ思い思いに動き始めた。

　戻もどってくるざわめきと喧けん騒そう。

　いかにもパーティーといった雰ふん囲い気きである。

　そんな中で俺はというと、

「…………」

「──（こく？）」

　なぜかちびっこメイドと二人、ホールの隅すみっこで所しよ在ざいなくたたずんでいた。

　メイドさんと執事の話し声で賑にぎわうほとんど東京ドーム並なみに広いホールの中で、取とり壊こわし予定の神社の境けい内だいに打ち捨てられた狛こま犬いぬのようにぽつんと立たち尽つくしている俺たち。

　ちなみに周りに那な波なみさんたちはいない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、俺とアリスの二人きりである。

「……」

　いやまあ何だってこんなこと（忘れられた狛犬）になっているのかというと理由はしごく簡かん単たんで、

　先ほどの序じよ列れつ持ちメイドさんの紹しよう介かいの後に那波さんが、

「さてさて、それではそろそろ私たちは行かないとなりません～」

「は？」

「ええと、色々と巡じゆん回かいみたいなものです～。本日は一年ぶりの再さい会かいなので挨拶回り等たくさんやらなければならないことがありまして～。なので残念ですが裕ゆう人と様とごいっしょできないのです～。すみませんが裕人様は執事心の赴おもむくままにパーティーを楽しんでいただければと～。何かあった時のためにアリスちゃんを置いていきますので～。ではでは～」

「……申もうし訳わけありません。よろしくお願いいたします」

　とか言い残して、葉は月づきさんともどもいそいそとどこかへ行ってしまったからである。

　朝起こすなり有う無むを言わせずに連れて来た割にはだいぶ放ほう任にん主義というか……。まあ別に孤こ島とうに身ぐるみはがされて置き去りにされたわけじゃないし、やることがあるってんなら仕方ないんだが……

　ともあれ文もん句くを言っていても現げん状じようは変わらん。

　他の知り合いのメイドさんたちも皆みな忙いそがしそうだし、こっちはこっちで適てき当とうにやっているしかあるまい。

　俺は隣となりにちょこんと置物のように置かれたちびっこメイドの方を見ると、

「あー、せっかくだからなんか料理でも食べるか？」

「──？」

「どうせ他にやることもないし、ウマそうなのがたくさんあるし、もったいないだろ」

　そう声をかけると、

「──（こくこく）」

　アリスは何かを納なつ得とくしたかのように小さくうなずいた後、とことこと料理の載のっているテーブルの方へと歩いていって、

「？」

　かちゃかちゃ。

　おもむろにトレイの上に料理を取り分けようとし始めた。

　どこかおっかなびっくりな手付き。

　どうも俺の分を取ってくれようとしているみたいなんだが、いかんせん拠きよ点てん破は壊かいや要よう人じん警けい護ごが主しゆ任にん務むの半ば傭よう兵へいみたいなちびっこメイドである。日にち常じようのそういった家事的ワークには明らかに慣なれていない様よう子すであり──

　がちゃん。

「──っ」

　切り分けた熊くま肉にくを皿さらに移うつす前にヴィシソワーズ（冷製クリームスープ）の中に落としたり、

　ばしゃっ。

「──!?」

　ドリアンジュースをコップに注つごうとして盛せい大だいに溢あふれさせたり、

　ざくっ。

「──っ!?」

　サラダになっていたアシュワガンダ（アジア産の新野菜）を取り分けようとしてフォークで穴だらけにしたりと散さん々ざんで、

　結局、持ってきたトレイの上にはヴィシソワーズまみれの熊肉、半分以上がこぼれてコップの縁ふちがビショビショになったドリアンジュース、無む惨ざんに切きり刻きざまれてその辺に生えてる雑ざつ草そうみたいになったアシュワガンダが並ならんでいた。

「──（しょんぼり）」

「あ、あー、いいって、気にするな」

　結果は完かん膚ぷなきまでに付いてきていないが、少なくとも俺のために一いつ生しよう懸けん命めいにがんばってくれたことだけは分かる。

　せめてもの感かん謝しやの気持ちを込めてアリスの頭をなでなでと撫なでると、

「──（こく）」

　少しだけ頰ほおを赤く染そめながら、ちょこんと小さくうなずいていた。

「しかし本当にメイドさんと執しつ事じばっかりだな……」

　アリスが取ってきてくれたヴィシソワーズまみれの熊肉を食べながら改めて辺あたりを見回してみても、どこにもかしこにもメイドさんがよりどりみどり（？）である。

　乃の木ぎ坂ざか家けのメイドさんはもとより（序じよ列れつ持ち以外の人も何人か来ているらしい）、それとはまた違ちがった他家のメイドさんや執事たちもわんさか列席している。二十代くらいの若い人から仙せん人にんのような老人まで老ろう若にやく男なん女によ多種多様で、あちこちで「聞きました？　今度発売される新作のプリムがすごく素す敵てきなデザインで……」「まあ、いいですね。ぜひ買わないと……」やら「ほう、あそこの花か器き、見事ですな」「ええ、ぜひウチの茶室でも使いたいところで……」やらの専門（？）会話が繰くり広ひろげられている。

　ちなみにメイドさん、執事以外の参さん加か者しやの姿すがたは一人として見当たらなかった。

　何でもこのパーティーはメイドさん（執事）のメイドさん（執事）によるメイドさん（執事）のためのパーティーで、メイドさんや執事以外の者はたとえそれがその主──春はる香かや美み夏かたちであっても、参加することはできないらしい。そこは〝仕える者たちの楽園〟をコンセプトとするこの集まりにおいては譲ゆずれない一線だとか。いやまったくどこのゲティスバーグ演説かって感じだな……







　そんなことをそこはかとなく考えながら壁かべを背せに立っていると、

「──失礼ですが、そこのあなたはもしや天てん王のう寺じ家けの執事でしょうか？」

「え？」

　ふと近くを歩いていた一人の青年執事が話しかけてきた。

「ああ、やっぱり！　そのネームプレートからしてもしかしてと思ったのですが……。それに隣となりのあなたはひょっとして乃木坂家のメイドですか。これはこれは有名どころが揃そろい踏ぶみで！」

「あー、いや」

「──（こくん？）」

　突とつ然ぜんの喝かつ采さいに若じやつ干かん戸と惑まどいながら返事をする。

「見たところお二人ともお若いのに、ご立りつ派ぱなことで……。ああ、失礼、僕は吉よし野のヶが里り家けにお仕つかえさせていただいている執事の浜はま松まつと申します。どうぞお見知りおきを」

「あ、は、はい、綾あや瀬せ裕ゆう人とです。こっちがアリス、アリスティア = レインで……」

「──（こくこく）」

　慌あわてつつも自己紹しよう介かいをしていると、

「おお、天てん王のう寺じ家けの執しつ事じと乃の木ぎ坂ざか家けのメイドがいらっしゃっていると？」

「どこですかな？　ぜひ一度ご挨あい拶さつをしたいものだ」

「もしかして序じよ列れつ持ちの方ですか？　いいなあ、私、葉は月づきさんのファンなんですよ♪」

「あら、ずいぶんかわいいお二人なのね」

　周りから続々と人（執事＆メイドさん）が集まってきた。どうやら天王寺、乃木坂ブランドはメイドさんや執事の中でも特別なものらしい。

　あっという間に周りを取り囲まれる。

「それで綾あや瀬せ殿はどう思われますか？　やはり執事のタイはアスコットタイに限かぎるのではないかと僕は思うのですが……」

「え、あ、あー」

「ご主人様にお出しする紅茶はどこのブランドのものを使っているのでしょうか。よろしければぜひ参考にさせていただきたいと」

「最近巷ちまたでは執事喫きつ茶さというものが流は行やっているそうですな。その中でも何でも女性が男だん装そうをするものが人気だとか……」

「い、いや、その、俺は……」

「乃木坂家では家事のやり方に何か秘ひ訣けつなどあるのですか？」

「何でもお掃そう除じではチェーンソー付きのハタキを使用されていると聞きましたけれど……」

「お料理には主にどこの産地のお野菜を使っているんですか？」

「──（こ、こくこく）」

　繰くり広ひろげられるそんな執事＆メイドさんトーク。

　普ふ段だんは遭そう遇ぐうすることのないイレギュラーな事じ態たいにタジタジである。

　特にアリスは、

「わあ、かわいいリボンですね。どこでお買いになられたのですか？」

「乃木坂家の指定なのかな？　とっても似に合あってて素す敵てき。そうだ、どうせなら髪かみの毛もリボンに合わせてアップにしてみたらもっといいかも」

「あ、このウイッグとかを着けてみたらどう？　うんうん、いい感じ」

「かわいー♪」

　同じメイドさん仲間に大人気だった。

　まあ見た目は本ほん職しよく（戦せん闘とうメイド）とはほど遠い金きん髪ぱつ碧へき眼がんのフランス人形みたいなちびっこメイドである。周りのメイドさんたちのお世せ話わ魂だましいに火を点つけまくって半ば等身大着せ替え人形みたいになってるってのも分かるってもんだ。

「──（お、おろおろ）」

　次から次へと迫せまり来くるおしゃれ攻こう勢せいに目をシロクロとさせるアリス。

　メイドさんたちが色々と手を加える度たびにどんどんとかわいくなっていくのだが、本人は喜びよりもむしろ戸と惑まどいの方が大きいようである。ほとんど何が何だか分からない状じよう態たいというか。基本的に人見知りだしなあ……

　何とかしてやりたいとは思うものの、

「で、綾あや瀬せ殿。お嬢様を朝お起こしする時のコツですが……」

「よろしければ私が愛用している手て袋ぶくろを見ていただけないでしょうか？　ここのデザインが実に秀しゆう逸いつで……」

「やはり執しつ事じ生活にマイ手袋は必ひつ須すでしょう。世界大執事宣せん言げん第六章第二節にも『執事たる者常つねにマイ手袋は墓はか場ばまで手放すべからず……』とありますし……」

「あ、あー、いや……」

　こっちもこっちで怒ど濤とうのように押おし寄よせてくる執事トークを前にしてこれっぽっちも身動きが取れなかった。てか世界大執事宣言なんざ俺にはサッパリ分からんのだが……

　そんな感じに台風接せつ近きん中ちゆうの南西諸しよ島とうの荒あら波なみのように打ち寄せてくるメイドさん＆執事ウェーブに飲み込まれて二人して窒ちつ息そくしかけていた俺たちに、




「──何かあったのですか、アリス」




　ふいに声がかけられた。

　函はこ館だて名産のガラス工芸のように透すき通とおった声。

　振ふり返かえるとそこにいたのは……先ほど見たあの序じよ列れつ第四位のクールビューティーメイドさん──楠くす本もと水面みなもさんだった。

　水面さんはゆっくりと近づいてくるとそのダイヤモンドダストな目で辺あたりを一いち瞥べつして、

「皆みな様、アリスが何かご迷めい惑わくでもおかけしましたでしょうか？　もしもそのようなら乃の木ぎ坂ざか家けメイド隊を代表して謝しや罪ざいさせていただきます。申もうし訳わけありません」

「え？　い、いいえ、そういうわけでは……」

「ただちょっと色々とお話をしていただけで……」

「め、迷惑なんてとんでもないですよ！」

　慌あわてたようにメイドさんたちが首を振る。

「そうですか。それならばよろしいのですが」

「……」

「……」

「……。そ、それでは私たちはこれで……」

「し、失礼させてもらいますね」

「あ、綾瀬殿も、また」

　水面さんのそのアラスカの氷原に吹く北風みたいな雰ふん囲い気きに気け圧おされたのか、そそくさと波が引くようにメイドさんと執しつ事じたちは去っていった。

　後には俺とアリス（等身大フランス人形化）と水面みなもさんの三人だけが残る。

「あ、あー……」

　何となく気まずい沈ちん黙もく。

　とりあえず場の雰ふん囲い気きを繕つくろうために何か話しかけようとして、

「大だい丈じよう夫ぶでしたか、アリス」

　先に水面さんがそう口を開いた。

「あなたはまだ日本語が未み熟じゆくゆえ、こういった場での単独行動は向かないでしょう。必ず音声付の日独用電子辞書を携けい帯たいしなさいと言ったはずですが」

「──（こ、こくん）」

　アリスが小さくうなずく。もしかして怒おこっているようで助けてくれたんだろうか……？

「そちらのあなたも大事はありませんでしたか……。──？　もしかしてあなたが綾あや瀬せ裕ゆう人と様……ですか？」

　ネームプレートを見て少しだけ驚おどろいたようにそう言う。

「そ、そうですが、何か……？」

「いえ……」

　水面さんは静かに頭を振ふると、

「──失礼いたしました。執事のご格かつ好こうをされているので気付くのが遅おくれてしまいまして。お初にお目にかかります、綾瀬裕人様。私はメイド隊で序じよ列れつ第四位を務つとめさせていただいている楠くす本もと水面と申します。以後お見知りおきを」

「あ、い、いや、こちらこそ」

　慌あわてて頭を下げ返す。

「本来ならばもっときちんとした形でご挨あい拶さつを申し上げたいところなのですが、本日は非ひ公こう務むであるゆえ、今日のところはこれで失礼させてもらいます。正式なご挨拶はまた改めて。アリス、しっかりと綾瀬様のお世せ話わをするのですよ」

「──（こくり）」

「それでは私はこれで」

　そう深々と丁てい重ちように一礼すると、水面さんは去って行った。

　……なんつーか。

　ホントに隙すきのないパーフェクトメイドさんって感じだな……
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　そんな水面みなもさんとの第三種接せつ近きん遭そう遇ぐうから程ほどなくして、

『──ご来場の皆みな様にお知らせします。ご歓かん談だん中ちゆうのところ恐きよう縮しゆくですが、ただ今よりビンゴ大会及び隠かくし芸げい大会を始めたいと思います。よろしければ入場時に受付でお配りしたお手持ちのビンゴカードとともにステージの方へとお集まりください』

「お」

　ステージからそんなアナウンスが響ひびき渡わたった。

　どうやら本日のメインイベントである、ビンゴ大会と隠し芸大会が始まるようだ。

「ビンゴ、始まるみたいだな。行ってみるか？」

「──（こくこく）」

　うなずき返してきたアリスとともにステージ近くへと向かう。

　ステージの前にはすでに大おお勢ぜいの人だかりができていた。

『さあ今年もやってまいりました、全国三千人のメイド、執しつ事じが待ち望んだ大ビンゴ大会！　本年もまた豪ごう華か景品をご用意いたしましたので、どうぞ皆様遠えん慮りよなくどんどん持っていってください！』

　スピーカーから響ひびいたドーン！　という効こう果か音おんとともにスポットライトが当てられた先。

　そこにあったのは……その言葉通りにデラックスな品々だった。

　電気店でしか見たことのないような百インチハイビジョンテレビ（ご主人様といっしょに高画質を楽しみましょう！）やマイセンやロイヤルコペンハーゲンなどの高級食器（ご主人様といっしょに午後の華はなやかなティータイムに興きようじましょう！）、バウリンガルＤＸ（ご主人様といっしょにわんわんわふわふいたしましょう！）なんてのもある。

「……」

　すげぇな……

　さすがにメイドさんと執事のためのビンゴ大会だけあって基本的には全てご主人様への奉ほう仕しを第一に考えられたものだが、それでも景品が豪華であることには何ら変わりはない。

　中でも俺のメガネ越しの視し線せんを強く惹ひき付つけまくったのは、

「あれは……」

　ステージの右みぎ端はしの方に置かれた最新型の電子ジャーだった。

『炊すい飯はん革かく命めいnice rice!』（これでご主人様といっしょに美お味いしい十じゆう二に穀こく米まいを食べましょう！）

　ご飯が通つう常じようの一・二倍ふっくら炊たける遠えん赤せき外がい線せん機き能のうが付いているというこの冬話題の新製品。

　どこぞのアホ姉とセクハラ音楽教師の食欲がここのところ野生のメガプレデター（オーストラリアに生せい息そくする巨きよ大だい肉食ワニ）のごとく増ぞう大だいしている今日この頃ごろ、まさに欲しいと思っていた代しろ物ものである。

　むう、まさかこれが出品されているとは……。思わずビンゴカードを握にぎる手にも力が入っちまうってもんだ。

「それではこれより数字の読み上げを開始いたします！　お手持ちのカードにご注目ください！」

　そしてビンゴ大会が始まった。

「はい、気になる最初の番号は……三十二番、三十二番になりま～す。三十二番がおありになる方はカードに穴を開けてくださ～い」

　箱の中から番号の書かれた球を取り出しメイドさんが読み上げる。

「三十二番……お、あった」

　カードの右斜ななめ上にあった三十二の数字。

　初しよっ端ぱなからなかなかに幸さい先さきのいいスタートである。

「皆みな様よろしいですか～？　よろしければ次に行きたいと思います。続いては……七十三で～す。七と三で七十三で～す」

「七十三は……ないか」

　さすがに連続ヒットはないようだった。

「さあここまで数字が二つ出ましたが皆様のカードの様よう子すはいかがでしょうか？　二つともヒットされた方もいらっしゃれば、まだ一つも出ていない方もいらっしゃるかもしれません。しかしまだまだ抽ちゆう選せんは始まったばかり。お楽しみはこれからです。さあ、それでは次の番号を──」

　そういった感じに次々と番号が読み上げられていった。

　七十三の次は十一、二十、その次は六十六……

　挙あげられる番号が増ふえていくにつれ、絶ぜつ好こう調ちようとまでは言えないものの俺の手の中のカードはそこそこ順調にビンゴへと向かい穴あなを増やしていく。

　そんな中、

「──……（ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ！）」

　ビクッ!?

　何やら隣となりから殺気を感じた。

　今までに感じたことのないほどの肌はだに刺ささるような鋭するどい空気。

　これは何だと横を見ると……なんか背せ中なかに炎ほのおを纏まとったちびっこメイドがビンゴカードに目を落としてその小さな身体を震ふるわせていた。な、何だ？　何かあったのか？

「ど、どうしたんだ、アリス？」

「──……」

　思わず尋たずねてみるも、うつむいたまま返事は戻もどってこない。

　いやいつも返事といえばうなずきのみで音声はないんだがそういうことではなく、反はん応のうがないってことである。

　怪け訝げんに思いそっとその手元を見てみると……真ん中にあるフリーナンバーだけがぽつりと空あいたのみのビンゴカードがそこにあった。

「……」

　……あー。

　これはあれか。もしや何か狙ねらっている景品があるんだがそれにも関かかわらずいまだに一つもナンバーヒットがないっていう……。まあそれならこんな状じよう態たいになってるってのも分かるってもんだが……

「あー、アリス、もしかしてどれか欲しいものでもあるのか？」

　多少気き後おくれしつつも訊きいてみると、

「──（こくこくこくっ！）」

　ものすごい勢いきおいでうなずき返してきた。その目にはこれまで見たことのないような情熱の光がぎらぎらと輝かがやいている。むう、本気だな、これは……

「そ、そうか。それで、ちなみにどれが欲しいんだ？」

「──（こくっ！）」

　力強くうなずきながらアリスがびしっ！　と指差した先。

　そこには『ご主人様といっしょにお風ふ呂ろで遊ぼう！　ゲロリアンＸ』と書かれた緑色の物体があった。

「……」

　おそらくは子供の頃ころなどによく湯船に浮うかべて遊んでいたカエルのオモチャとかの亜あ種しゆなんだろう。

　だが今現げん在ざいステージ上にあるそれは……なんかやたらとリアルな姿すがたをしていた。

　適てき度どな湿しつ度どとぬめつく触しよつ感かんを再さい現げんした表ひよう皮ひ部分。今にも膨ふくらみ出だしそうな白っぽい浮うき袋ぶくろ。見事な水かき付きの後うしろ脚あし。まるで本物のトノサマガエルをそのまま七・五倍スケールにしてさらにかわいげをなくしたかのような素す敵てきヴィジュアルである。

「……。あ、あれが、欲しいのか……？」

「──（こくんこくんこくんこくんっ！）」

　壊こわれた振ふり子こみたいに反応するちびっこメイド。ま、まあ好みは人それぞれだからあまり口出しする気はないんだが……てかあんなもんフロに浮かべられた日には春はる香か、ショックでぶっ倒たおれるんじゃないのか……？

　内心でそこはかとない不安を抱いだきながらも、とりあえずは今すぐにどうこうできるもんでもないのでひとまずは棚たな上あげにしておく。

　で、ビンゴはさらに進んでいくものの──

「はい、続いての番号は十三となりま～す。十三ですよ、十三」

「──……」

「今度は五十一になります。五十番の次で五十一。ビンゴの方はいらっしゃいますか～？」

「──……」

「次の番号は八になります。末広がりで縁えん起ぎのいい番号で──あ、ビンゴですか？　おめでとうございます！　では景品の方をお選びください！」

「──……」

　アリスのカードはさっぱりだった。

　ステージ上ではすでに何人かが当選の名乗りを上げそれとともに景品がその数を減へらしていく中で、アリスのカードには相変わらず一つも数字がヒットしない。ここまでノーヒットノーランだと逆ぎやくにすごいというか……

　ちなみに俺のカードにもこの段だん階かいでダブルリーチがかかっていて（ビンゴナンバーは三十八と四十四）、『炊すい飯はん革かく命めいnice rice!』は間ま近ぢかだった。

「──……」

「ま、まあ大だい丈じよう夫ぶだろ。何とかなるさ、勝負は時の運っていうし……」

「──……（どよーん）」

　どんよりと背はい後ごに暗くらい影かげが落ちたアリスを励はげますものの、

　その傍かたわらで新たな番号（アリスのカードにはなし）がコールされ、また一人ビンゴの当選者がステージから景品を持ち去っていった。

「あ、あー……」

「──…………」

　それがダメ押おしだったようだ。

「──…………」

　ちびっこメイドは全身に黒雲のような負ふのオーラをまとってふらふらと後こう退たいすると、そのままホールの隅すみっこにしゃがみ込んでしまった。

「ア、アリス……？」

「──…………（息も絶たえ絶だえになった深しん海かい魚ぎよみたいな目）」

　呼よびかけるも壁かべに向かって座すわり込こんだまま顔を上げようともしない。

　うーむ、まあしっかりしているように見えてもやっぱり子供だからな。こういうところは実に歳とし相そう応おうというか……

　とりあえず何とかフォローしようと言葉を選んでいると、

　その時だった。

「は～い、皆みな様、それでは次の番号に行きま～す。二十三個目になる今度の番号は──はい、四十四となります！　四十四です！　ビンゴの方はいらっしゃいましたら名乗り出てくださ～い！」

「あ」

　ステージ上の進行役メイドさんによって読み上げられた数字。

　それは見事に俺のビンゴナンバーを示していた。

「ビンゴみたい、だな……」

　だれに言うともなしにつぶやく。

　念ねん願がんだった『炊すい飯はん革かく命めいnice rice!』が現実に入にゆう手しゆ可か能のうになった瞬しゆん間かん。

　本来ならば諸もろ手てを上げて喜ぶべきワンシーンなはずである。

　だが……

「……」

　手の中のビンゴカードと隣となりのアリスとを見比べる。

　……まあ、しょうがないか。

　正直『炊飯革命nice rice!』は惜おしいが、目の前で壁かべだけがお友達のメランコリーな座ざ敷しき童わらしみたいになっているちびっこメイドを放っておく方がよっぽど後味が悪い。こればっかりは物に代えられないもんだしな。

　俺はアリスの頭にポンと手を置いて、

「……ちょっと待ってろ、アリス」

「──…………？」

　斜ななめ一列に穴あなの開いたビンゴカードとともに、ステージへと向かったのだった。







「──♪」

　不ぶ気き味みなこと極きわまりないゲロリアンＸを手に、アリスがとても嬉うれしそうな顔をしていた。

　近くでよく見てみれば実は味のあるファンキーフェイスで長く見ていれば見ているほど不ふ思し議ぎと愛着が湧わいてくる……ということはまったくない緑色のカエル面づら。

　もちろんそれは俺の当たりビンゴカードと引ひき換かえになったものである。

　ステージから降おりてこれを渡わたそうとした時、最初ちびっこメイドは驚おどろいた顔をしてふるふると首を横に振ふっていたのだが、それでもやっぱり心の中では喉のどから手が出るくらい欲しかったんだったんだろう。最後には申もうし訳わけなさそうにしつつも笑え顔がおで受け取ってくれた。

「──ぴょん♪」

　ソフビ製のゲロリアンＸを愛いとしそうに両手でぎゅっと抱だきしめつつなぜか嬉しそうにそんな言葉を口ずさむアリス。見た目はフランス人形なちびっこメイドが見た目そのまま巨きよ大だい両生類な『ゲロリアンＸ』を抱きかかえてぴょんぴょん言っている姿すがたは、何と言うかとてもシュールである。おまけにある意味台詞せりふが合ってるのがアレなところだが……

　まあそんなウサギだかカエルだかよく分からん〝ぴょん〟の解かい釈しやくは置いておいて、ともかくちびっこメイドが喜んでくれているみたいだからよかった。

　そこはかとない満足感を覚えつつステージに目を戻もどす。

　ステージ上ではビンゴ大会はすでに終わり、現在はそれに引き続いてそのまま隠かくし芸げい大会が行われていた。

　隠し芸大会──英語で言うとシークレットタレントコンテスト。

　パーティーの二つめのメインとして行われるそれは文字通り一大イベントで、各々の家のメイドさん（執しつ事じ）たちから何名かが代表で出場して、それぞれの得意分野や特技を披ひ露ろうするものらしい。

「──はい、ありがとうございました！　ただ今の演えん目もくは藤ふじ林ばやし家けメイドの舞まい浜はまさんによるものでした！　次は塔とうヶが崎さき家け主席執事の神楽かぐら坂ざかさんによる演目です。皆みな様、期き待たいしてご覧らんになってください！」

　ステージ上で繰くり広ひろげられる華はなやかな演目の数々。

　それはもうどれもがこの上なく目を惹ひくもので、様々なパフォーマンスが目め白じろ押おしだった。

　一度に三十枚の皿さらを高速で洗いまくるメイドさんや同時に十人分の紅茶を絶ぜつ妙みような味あじ加か減げんで淹いれる執事、ホウキに隠かくされた仕し込こみ刃ばで見事な居い合あいを見せるメイドさん、中には素す手でで石製の仁に王おう像ぞうを叩たたき割わる執事なんかもいたりした。

　まさに圧あつ巻かんのアトラクション。

　さすがにだれもかれも一流の名家に仕つかえている執事やメイドさんだけあってその全てがハイスペックである。もはやほとんどエンターテインメントの領りよう域いきというか……

　そのあまりのすごさに圧あつ倒とうされていると、

「では次は、乃の木ぎ坂ざか家けのメイド長補ほ佐さ、七なな城しろ那な波なみさんの演えん目もくです。七城さん、よろしくお願いします」

「お、那波さんだ」

　聞きき慣なれたにっこりメイドさんの名前が呼よばれた。

　どうやら乃木坂家からは那波さんが参加するらしい。

　一体何をやるんだろうか。あのにっこりメイドさんのことだから得意のハンマーで巨きよ大だいダルマ落としとかあるいはハンマーを肉にく叩たたきとして使って巨大ハンバーグ作りとか……

　様々なハンマーアクションビジュアルが浮うかぶ。

　だがそれらの予想は、直後に那波さんの姿すがたを見た途と端たんに脳のう天てんに釘くぎバットの一いち撃げきをくらったかのごとく全て吹き飛んでいった。

「お……」

　屛風びようぶで区分けされたステージ袖そでから現れた那波さん。その身にまとわれていたのは……さっきまでの乃の木ぎ坂ざか家け指定のメイド服ではなく、色鮮あざやかな着物だった。

　薄うすいピンク色の下地に春を思わせる真っ白な梅の花びらを散らした意い匠しよう。淡あわい藍あい色いろの帯おび。さらにその手には小型の琴ことがたずさえられている。

　琴こと、である。

　まかり間ま違ちがっても琴型に偽ぎ装そうした例の巨きよ大だいハンマーではない。

　ステージ中央までやって来た那な波なみさんは客席に向かってぺこりと一礼して、持っていた琴を静かにコトリと（シャレにあらず）床ゆかに置いた。そして軽く息を吐つくと……おもむろにその弦げんに演えん奏そう用ようのツメを付けた指を乗せ始めた。

　──ポロン♪

　流れ出す澄すみ切きった音色。

　それは、どこかで聴きいた覚えのある耳に懐なつかしい旋せん律りつだった。

　──これは確か『春の海』……か？

　小学校辺あたりの音楽の時間に一度は聴かされる定番中の定番曲。だが今聴こえてくるその音色は、その時聴いたものとは全く異ことなる柔やわらかで温あたたかい音質である。響ひびきの心ここ地ち好よさがまったくもって段だん違ちがいというか……。とにかく、音楽に関しては前にも言った通り念ねん仏ぶつを聴かされたケンタウロス並なみの俺にも分かるレベルなんだよ。

「那波さん、こんな特技があったのか……」

　普ふ段だんのお気楽にこにこメイドさんなイメージからは意外すぎるコト（しつこいがシャレにあらず）この上ない。

　驚おどろきにそこはかとなく言葉を失っていると、

「……お琴は、那波さんの得意分野なのです」

「うおあっ!?」

　突とつ然ぜん耳元で囁ささやかれた声とふ～っと吹きかけられた吐と息いき。

　振ふり返かえるといまだにネズミーガール姿すがたの無口メイド長さんが音も気け配はいもなく背はい後ごにいた。

　──い、いつからいたんだ!?　こ、この人は本当に……

　そんな俺の内心の抗こう議ぎをヨソに、

「……ほとんどプロ級の腕うで前まえで、数ある特技の中でも最も得意なものの一つです。物心がついたばかりの頃ころから習っていたらしく、中学生の頃には最年少で賞を取ったこともあるそうです。何でも神しん童どうと呼よばれていたとか……」

「そうなんですか？」

「……はい。本人から聞きましたので」

「……」

　うーむ。

　意外な事実だ……

　いつもフランクなにっこりメイドさん。そのどこまでも陽よう気きなキャラは、お琴ことだとか着物だとかのしっとりとした和テイストのものからは対たい極きよくな位い置ちにあるような印いん象しようを持っていたんだが……

　考え込む俺に、葉は月づきさんはさらに予想外な言葉を口にした。

「……実は那な波なみさんは、もともと京都にある旅館の跡あと継つぎなのです」

「え？」

「……あちらに行けばだれでも知っているような伝でん統とうある老舗しにせ旅館です。もともとはそこの女将おかみになるための英才教育として色々な訓練を受けてきたと言っていました。琴や着物の着付けなどもその一いつ環かんであるとのことで……」

「女将……」

　……ってアレだよな？　旅館の一番偉えらい人で着物とか着てはんなりとおもてなしする……

　それはメイドさんとはかなりほど遠い職業というか、にっこりメイドさんのキャラからもさらにかけ離はなれて一次元くらい次元がずれてしまってる気がしてならないんだが。いやしかし考えようによっては西洋風給仕であるメイドさんと和風給仕である女将ってのは給仕って点においては共通してるのか？　むう、分からん……

　想定外な事実の連続に半ば混こん乱らんしていると、

　ふと壇だん上じようの那波さんと目が合った。

　すると演えん奏そう中ちゆうにも関かかわらず那波さんはいつもと変わらない様よう子すでぱちりとこっちに向かってウインクをしながら、空あいている手をぴっとおでこに当てて「あら～、裕ゆう人と様～♪」と応おう対たいしてくれた。

「……」

　これが女将さん、ねえ……

　どう見ても何かの間ま違ちがいとしか思えんのだが。

　しかし那波さんといいさっきのクールビューティー水面みなもさんといい序じよ列れつ第二位の人の件といい、本当にメイド隊は謎なぞばっかりだ……







　　　　４




　そんなこんなで隠かくし芸げい大会も終わりを告つげた。

　かなり賑にぎやかではあったものの特にアクシデントなどが起こることもなく、だいたいのところは平へい穏おんな進行具合だった。

　もっとも俺はあの後、なぜかにっこりメイドさんにステージまで呼よばれた挙あげ句くに特別ゲストとして隠し芸をやらされることになってしまい──仕方がないので天てん王のう寺じ家けで学んだ唯ゆい一いつの執しつ事じ芸げい、エリマキトカゲの鳴なき真ま似ねをやったところなぜかこれが意外にウケまくるという予想外な事じ態たいに陥おちいり、三度のアンコールまで受けるという始し末まつだった。世の中分からんもんだ……

　とはいえそれがきっかけで、意外な人物との再さい会かいがあったりもした。

「──綾あや瀬せ殿、綾瀬殿ではないですか？」

「？」

　エリマキトカゲを終えてステージを降おりた時にふとかけられた声。

　その先にいたのはいつぞやの天王寺家の小こ犬いぬ川がわ無む道どうさんだった。

「無道さん」

「あなたも来ていたのですか！　今のステージ、拝はい見けんさせていただきましたぞ。相変わらずのロドリゲスっぷり……素す晴ばらしい。お久しぶりでしたが、お元気にされているようで何よりですな」

「あー、はい。おかげさまで」

「おお、それはよかった。なにぶん十分に給金を支し払はらうことができなかったですからな。心配していたのですよ」

「いやあれはあれでこっちもアレですし……。そういえば冬とう華かはどうしてます？　また無む茶ちや言って無道さんたちに迷めい惑わくをかけたりしてるんじゃ──」

「はあ、それは……」

　交かわされた会話のほとんどはそんな何でもない世せ間けん話ばなし。

　まあその中でなんか冬華は現在天王寺本家にはおらずどこかに引きこもって何やら怪あやしい計画を実行しようとしているとか何とか言っていたような気がしたが……あまり興きよう味みを持つとまた巻まき込こまれそうな予感だったのでそこは爽さわやかに受け流しておいた。

　で、しばらく話をした後に無道さんと別れて。

　現在の俺は、ホールの隅すみにあったソファに腰こし掛かけて一人ノンビリとくつろいでいる状じよう態たいだった。

　周りにはだれもいない。

　葉は月づきさんと那な波なみさんは再ふたたび挨あい拶さつ回まわりに出てしまっていたし、アリスはアリスで飲み物やらデザートやらを取りにテーブルの方に行ってしまっている。何でもゲロリアンＸのお礼と先ほどのリベンジ（ヴィシソワーズまみれ熊くま肉にくとかの）を兼かねての再さいチャレンジ中らしい。

「ふう……」

　行いき交かう見知らぬメイドさんたちを何となく目で追いながらひと息つく。

　しかし見れば見るほど本当にたくさんのメイドさん（執事）がいるもんである。

　まあこれだけ人がいればもしかしたらあと一人二人くらいだれか知っている人がいてもおかしくはないかもしれん……などと思っていたら、

「──HAN. 相変わらず貧びん乏ぼう臭くさい匂においがするね」

　ふいに今度はどこからかそんな言葉が飛んできた。

「定価三千五百円くらいの安っぽい下げ民みんの匂いだよ。ああ、臭くさい臭い。こんなんじゃこのパーティーとやらの程てい度ども知れるってもんだ」

　人を小馬鹿にしたようなキザったらしい台詞せりふ。

　言葉のもとはソファから少し離はなれたところに立っていたセンスの悪いスーツ姿すがたの金きん髪ぱつの男だった。

　周りに何人かの執しつ事じを従したがえながらこっちを不ぶ躾しつけにジロジロと見ている。

「……」

　……だれだ、これ？

　思わず首を捻ひねる。こんな性格の悪そうなパツキンのキザ男（推すい定てい）に知り合いなんていないんだが。

　訝いぶかしく思う俺にその金髪は芝しば居いがかった仕し草ぐさで髪かみをかき上げながら近づいてきて、

「久しぶりだね、貧びん乏ぼう人にん。まさかこんなところで会うとは思わなかったよ、HA」

　なんか話しかけてきやがった。いや久しぶりと言われてもこっちにはまったく身に覚えがないというか……

「あー、すみませんがどちらさまですか？」

　なのでそう訊きき返かえしたところ目の前のパツキンはピクッ！　とこめかみを動かして、

「ボ、ボクの顔を忘わすれたっていうのかい？　ひ、貧ひん民みんで下か層そう市民でエリマキトカゲなキミごときが、ボ、ボクの名前を……？　ボクはシュート、シュート = サザーランドだよ！」

「シュート……」

　そこでようやく思い出した。

　ああ、もしかしてこいつ、あの春はる香かの誕生会の時に絡からんできた……

　かなり鬱うつ陶とうしい絡み方をしてきた割には印いん象しようが薄うすかったため、脳のうミソの記き憶おく領りよう域いきの片かた隅すみにもほとんど残っておらずすっかりさっぱり忘れていた。まあこれっぽっちも積極的に覚えていたいようなモノじゃないんだが……

　ともあれ目の前のパツキンがだれかは分かった。

　だがそれでも一つ疑問に思うことがある。

　それは──

「……何であんたがここにいるんですか？」

　今日のこのパーティーはメイドさんと執事オンリーのイベントなはずだ。腐くさってもゾンビになってもいちおうサザーランド家の御おん曹ぞう司しであるこいつは参加不ふ可かのはずなんだが。

　するとなぜかパツキンことサザーランドはさらにピクピクッ！　とこめかみをひくつかせて、

「く、よ、よりによってお前がそれを言うか……？　だ、だれのせいでこのボクがこんなメイドや執事ごときが主しゆ催さいする下げ賤せんな集まりに参加するハメになったと思ってやがる……。ぜ、全部お前のせいだろうが……」

「？」

　何言ってんだ、こいつ？

　とうとう性格だけでなく頭までワケが分からなくなったか……と首を捻ひねっていると周りにいた取とり巻まき執しつ事じたちが、

「シュ、シュートさん、落ち着いて。あんまり興こう奮ふんすると履はいているシークレットシューズ（特注二十五センチ）のカカトが折れますから……」

「そ、そうですよ、例の誕生日パーティーでの一件でお父様のお怒いかりを買って『お前のようなバカは一度執事に身を落として勉強し直してこい！　反省して生まれ変わるまで私の前に顔を出すな！』と言われて半年間強制執事修しゆ行ぎようをしているなんてわざわざ言う必要はないんですから……」

「し、執事姿すがたもなかなかお似に合あいですって！」

「……」

　ナルホド、そういうことか。

　そういった事じ情じようならまあ文もん句くの一つも言いたくなる気持ちは分かるが、それにしたってあれはほぼこいつの自じ業ごう自じ得とくである。そこまで責任を押おし付つけられる筋すじ合あいはない。

　俺が黙だまっているとサザーランドはハアハアと肩かたで息をして、

「ふ、ふん、まあいいさ。どうせこんなチンケな生活もあと少しだ。今日はせいぜいお前のみじめな貧びん乏ぼうったらしいツラでも見て気を晴らすことにするよ、HAN!」

「あ、シュ、シュートさん」

「ま、待ってください！」

　そう言い捨てて怒いかり足あしで立ち去ろうとした時のことだった。

「ん？」

　テーブルの向こうの方から、アリスがこちらへ向かってたたたっと走ってくるのが見えた。

　ちょうど取り分け終えたところなんだろう。その手にはさっきの惨さん状じようとは異ことなりちゃんと盛もり付つけられたデザートのパイナップルの輪切りと飲み物が載のったトレイ。どうやら今回は無事に取り分けることに成功したようで、とても嬉うれしそうな顔でうきうききらきらと目を輝かがやかせながら近づいてくる。

　だがその進路上には前なんざまともに見ていないサザーランドの姿があり──

「アリス！」

「──!?」

　ガシャン！

　声をかけるも一歩遅おそく。

　ホールのほぼ中央部分で、二人は正面からもつれ合うように激げき突とつした。







「──AAAN!　何やってんだよ、このガキ！」

「──!?」

　サザーランドが顔を真っ赤にして大声を上げる。

　見れば今の衝しよう突とつの弾はずみでトレイからハデに飲み物（ちなみにドラゴンフルーツジュース）がこぼれ、サザーランドのスーツに大きなシミを作ってしまっていた。

「ど、どこ見て歩いてんだ！　ああ、シミがついちゃったじゃないか！　ふざけんな、この特注スーツがいくらしたと思ってんだよ！」

　そのムダに甲かん高だかい金かな切きり声ごえに、周まわりのメイドさんや執しつ事じたちが一いつ斉せいに視し線せんを向けてくる。

「──（ぺ、ぺこぺこ）」

　不ふ測そくの事じ態たいに慌あわてながら必死に謝あやまるアリス。頭を下げつつ不ふ慣なれな手付きでポケットからハンカチを取り出し、一いつ生しよう懸けん命めいにサザーランドのスーツのシミになった部分を拭ふき取とろうとするものの、

　だがダイレクトに付ふ着ちやくしたシミはその程てい度どでは取れるものではなく……

「ちっ、な、何やってるんだよ！　そんなんでこのヘンな色の汚よごれが取れるわけないだろ！　まったく、使えないガキだな！　いいからもうどけよ！」

　ドン！　と、

　アリスの小さな身体を手で払はらってサザーランドが鬱うつ陶とうしそうに立ち上がった。強ごう引いんに押おしのけられたアリスは床ゆかにしりもちをつき、その反動でポケットから何かがでろりと床に転ころがった。

「──っ」

　仰あお向むけになって白い腹を見せた、ゲロリアンＸだった。

　サザーランドが顔をしかめる。

「AN?　何だそりゃあ、気持ち悪いイキモノだな。ボクの洗せん練れんされた美び意い識しきに反する……ていうかそんな不ぶ気き味みなもんを大事に持ったりしてるから高こう貴きなボクにぶつかったりするんだよ！」

　そしてその特注二十五センチシークレットシューズを履はいた短めの足を上げたかと思うと……そのままゲロリアンＸへと向け思い切り踏ふみ下おろした。

「──!?」

　ぐしゃり、という無情な音。

　音声機き能のうが内蔵されていたのか、緑色のソフビ製両生類は「ぐえぇろぉ」と断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げてくたりと床にへたばった。

　アリスが慌てた顔で拾い上げる。

　だがその腹部にはクッキリと足型が付き、全体の形は無む惨ざんにひしゃげてしまっていた。

「──……」

　言葉を失うアリス。

　よほどショックだったのか、その両目からは大おお粒つぶの涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちる。

　さすがにこれは目に余あまる行こう為いだったようで、周りで見ていたメイドさんや執しつ事じたちからもザワザワと非ひ難なんの声が飛んでくるものの──

「ANN. 何だお前らその目は！　たかが執事やメイドの分ぶん際ざいでボクに意見しようってのか！」

　それらはさらにサザーランドの嗜し虐ぎやく心しんに火を点つけただけのようだった。

「ボクはお前らなんかとは違ちがうんだよ！　ボクをだれだと思っている、あのサザーランドグループの後こう継けい者しやだぞ？　いわば使う側がわと使われる側の、華はなやかな使う側だ。本来ボクはこんなところにいる人間じゃない──言ってみればお前らなんかとはハナから生きてる世界が違うんだよ！　そのボクにお前らごときが文もん句くを言う権けん利りがあると思ってるのか？」

「……」

「……」

　沈ちん黙もく。

　明らかに理り不ふ尽じんなことを言っていると分かっていても、メイドさんや執事というポジションから強く反論することができないようだ。

　それをサザーランドは自論の勝利だと受け取ったのか、

「──ふん、分かればいいさ。まあとりあえずお前は、パパに頼たのんでクビね」

「──!?」

　アリスに向かってぞんざいにそう言い放った。

「当たり前だろ？　このボクに対してあんな無ぶ礼れいを働いたんだ。お前のクビごときで済すむんなら安い話ってもんだよ」

　吐はき捨すてるようにそう一方的に宣せん告こくする。

「──……」

「NN～?　なんか不満でもあるのか？　一山いくらのメイドの分ぶん際ざいで。お前の代えなんていくらでもいるんだよ。それとも何だ、お前のクビはボクの特注スーツ以上に価か値ちがあるとでもそう言いたいのかい？　ええ？」

「──……」

　さらに強い調子で責せめ立たててくる。

　その剣けん幕まくに何も言えずに床ゆかにしゃがみこんだままただゲロリアンＸを抱だきしめて肩かたを震ふるわせるだけのアリス。

「……」

　──このヘンが、いいかげんに限げん界かいだった。

　ぶつかったこと自体にはアリスにもまったく非ひがないとは言えない。それにメイドという立場上、多少相手が人じん格かく破は綻たん者しやでも立てなければいけない場合もあるんだろう。ヘタに手出しをすると乃の木ぎ坂ざか家けにも迷めい惑わくをかけると思って何とかガマンしていたんだが……さすがにここまで心無いことをされて黙だまっていろってのはムリがある。

　俺は一歩前に出ると、

「……それくらいに、しておいたらどうですか」

「AAN?　何だお前？」

「……それくらいにしておいたらどうだって言ったんですよ。女の子一人相手に、いくら何でもやりすぎだ」

　ゲロリアンＸを握にぎりしめたままのアリスのもとに歩み寄り、その肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶか、アリス。もう平気だからな」

「──……」

　涙なみだに濡ぬれた目で心こころ許もとなげに見上げてくる。
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「おい、ちょっと待てよ。何をお前が勝手に仕切ってるんだ。まだ話は終わっちゃいない。ていうかそいつはクビだって言ったはずだ」

「いくら何だってそれは極きよく端たんすぎだろう。他にもっと別の解かい決けつ法ほうが……」

　そう抗こう論ろんしようとして、

「HAN?　格かつ好こうつけたこと言ってんじゃねえよ」

　サザーランドに即そく座ざに遮さえぎられた。

「そのガキはボクの特注のスーツを台だい無なしにしたんだぞ？　この一着二百五十万円で、世界で一つだけのシュート様仕し様ようの特別スーツを！　クビで償つぐなうくらいのことは当然で、むしろそれだって軽すぎるくらい──いや、待てよ」

　だがそこでサザーランドは何かを思い付いたかのようにニヤリと笑って、

「──そうだな、だったらお前が代わりに土ど下げ座ざして床ゆかに頭を擦こすりつけて謝あやまったら許ゆるしてやるよ」

「なっ……」

　そんなことを言い出しやがった。

「偉えらそうな口を叩たたくんだからそれくらいできるだろ？　なーに、ちょっとここで這はいつくばって床に頭を擦りつけるだけでいいんだよ。簡かん単たんなことじゃないか。ほらさっさとやれ。そうすればクビは撤てつ回かいしてやってもいい。あの時ボクが味わった屈くつ辱じよく……そのままお前に返してやるよ」

　ニヤニヤと薄うすら笑わらいを浮うかべながら足でトントンと床を叩たたくサザーランド。

　だがその目は完全に本気である。

「…………」

　目の前にはふるふると首を横に振ふりながら袖そでを引ひっ張ぱってくるアリス。

　周りには事の推すい移いを心配そうに見つめているたくさんのメイドさんや執しつ事じたち。

　──まあ、他に手しゆ段だんはない、か……

　こんなアホパツキン相手に土下座するのは屈辱だが、俺の屈辱程てい度どでアリスが助けられるのならためらう理由はないってもんである。

「……分かったよ。俺が土下座すれば満足なんだな」

「ああ、もっともただの土下座じゃなくて、床に頭を擦りつける土下座だけどな」

「……」

　俺はシュートの顔面を一度睨にらみつけると黙だまって床にヒザを着いて、

　そのままメガネごと頭を下に押おし付つけた。

「HAHAHA!　こいつ本当にやりやがったよ！　まさかマジでやるとは思わなかった！　HEY. 見ろよみんな、こいつまるで潰つぶれたカエルみたいだぜ！　HA. いい気き味みだ！　これで少しは溜りゆう飲いんも下がるってもんだね。でもね──」

「？」

「これで終わりなんて甘いんだよ。下げ民みん風ふ情ぜいのお前の土下座と高こう貴きで気け高だかいボクの土下座が釣つり合あうわけないだろ？　だからさ……」

　そう言ってにやりと笑うと、

　サザーランドは近くのテーブルに置いてあった赤ワインを手に取り……それを俺の頭にドボドボとぶっかけた。

「ほら、これで洗せん浄じようしてやるよ。お前ごとき貧びん乏ぼう人にんにはメッタに飲めない高こう価かなワインだ。これで少しはキレイになって貧乏もマシになるんじゃないのか？　HAHAHAHAHA!」

「くっ……」

　髪かみの毛を伝ってメガネのレンズにまで赤い液えき体たいがしたたってくる。

　ここまでやりやがるかこのパツキン……って感じだが、ここはアリスのためにも耐たえるしかない。

　それを見ていたサザーランドはハッと鼻で笑って、

「本当にいいザマだね！　ブザマというか滑こつ稽けいというか。ていうかさ、何だってそんなメイドごときにこだわるんだかボクにはさっぱり分かんないけどね」

「……」

「メイドなんてただの使用人じゃないか。ただの使用人で、いくらでも代えがきく消しよう耗もう品ひんだろ。何もこいつに限かぎったことじゃない。メイドや執しつ事じなんてみんなそうさ。人間の言葉を理解する便利なお掃そう除じマシーンみたいなもんだ」

　横おう柄へいな視し線せんで周りを見み渡わたすと、

「そんな消耗品にかばわせるならともかく、まさか自分からかばってこんなことまでするなんてね。生まれついてのご主人様のボクにはまったく気が知れないっていうか。お前、頭が沸わいてんじゃないのか？　AHAHAHAHA!」

　心しん底そこバカにしたかのように哄こう笑しようする。

「……あんたには分かんないかもしれないけどな、俺にとってアリスはただの使用人なんかじゃないんだよ」

「AN?」

　……基本的には反論などしないつもりだった。

　自分のことに関する限かぎりは何をされてもとりあえずはガマンするつもりだった。

　だが……今のこいつの発言にはどうしても聞き流せない部分がある。

　俺はワインの雫しずくを振ふり払はらい立ち上がって、

「アリスはただの使用人なんかじゃない、ましてや便利なモノや消耗品なんかじゃない……。それはアリスだけに限らなくて、他のメイドさん──葉は月づきさんや那な波なみさん、沙さ羅らさんたちだって同じだ！」

　いつだって周りの様々なことに心を砕くだいてくれている葉月さんらメイドさんたち。

　一いつ見けんお気楽そうに見えて、本当はその裏うらで色々と細こまやかな心こころ遣づかいをしてくれている。

　自分たちのことなんて二の次で周りの笑え顔がおと幸せを何よりも大切にしていることを、俺は知っている。

「あの人たちは皆みないつだって優やさしくて温あたたかくて、いつも人のことを気遣ってくれてる！　それは間ま違ちがいなくあの人たちの本質で変わらない好ましい部分で……そんなあの人たちは、俺にとってかけがけのない大事な人たちだ！」

　その優やさしい気持ちや思いやりを、ただのモノだと切って捨てるのだけは……どうしても許ゆるすことができない。

　だから──

「だから俺は自分がやってるのはバカなことなんかじゃないと思ってる。……いや、たとえバカだったとしても、あんたみたいにそんなツマラン考え方をするくらいだったら、バカ呼よばわりされた方がよっぽどマシだ！　かけがえのない人のことを想おもって行動することの何が悪い！　あんたの方こそ……そんなことも分からなくてご主人様だなんてよく言えるな！」

　そう腹の奥おくから叫さけんだ。

　それは言葉にすると陳ちん腐ぷかもしれないが、俺の心の底そこからの本当の気持ちだ。

「なっ……」

　こっちからの反はん抗こうなどまったく想定していなかったのか一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くするサザーランド。

　だがすぐに我に返ったのか腕うでを振ふりかざして、

「ウ、ウルサイ！　何をワケの分からないことを言ってやがる！　お前ごときがボクに説教する気か？　貧びん乏ぼう人にんのお前ごときが……いいからお前は今まで通りさっさと這はいつくばって床ゆかでも舐なめてればいいんだよ！　おい、お前ら、やれ！」

「あ、は、はい！」

「え、ええと、気は進まないんですがこれも命令で……」

「悪く思わないでくださいね！」

　取とり巻まきに命じて再ふたたび土ど下げ座ざさせようとする。

　両りよう脇わきと後ろから身体を押さえつけられて床に再さい度ど倒たおされかけた瞬しゆん間かん、




「はい～、そこまでです～」




　そこで、ピタリと取り巻きたちの動きが止まった。

　いや正確に言うと……強制的に止められた。

　場にそぐわない明るい声とともに牽けん制せいするかのように取り巻きたちの喉のど元もとに突つきつけられた巨きよ大だいチェーンソー＆巨大ハンマー。

「葉は月づきさん、那な波なみさん……」

　そこには……メイド服に戻もどった無口メイド長さんとにっこりメイドさんの姿すがたがあった。

「裕ゆう人と様、お待たせいたしました～」

「……救きゆう援えん参さん上じようです」

　メイドさん二人はこっちを見ながらにっこりと微笑ほほえみかけると、

「遅おそくなってしまいましたがもうご心配はいりません～。アリスちゃんも大変でしたね～」

「……あとは私たちにお任まかせください」

　そう言ってチェーンソーとハンマーを一ひと振ふりする。取り巻きたちが「ひっ」と怯おびえたように俺の身体から離はなれた。

「お、お前らっ！　な、何のつもりだ！」

　サザーランドが顔を真っ赤にして大声を上げる。

「何と言われましてもメイドとしてのお務つとめを果たしたまでですが～」

「……当然の義ぎ務むです」

「お、お務めだぁ？　意味分かんないんだよ！　いいからお前ら、構かまわずにやっちまえ！」

「で、ですが……」

「乃の木ぎ坂ざか家けメイド長とその補ほ佐さじゃ……」

「あ、相手が悪いですよ……」

　野生のライオンとトラに同時遭そう遇ぐうしたシマウマのように尻しり込ごみする取とり巻まき執しつ事じたち。

「く……や、役に立たないクソ執事どもめ……。だいたいメイドごときが何を調子に乗ってでしゃばってきてやがるんだよ！　そこをどけっ、ボクの邪じや魔まをするんじゃねぇ！」

　禁きん煙えん席せきでの喫きつ煙えんを注意されて逆ぎやくギレした四十代のおっさん（キれる中高年）みたいに逆ぎやく上じようした顔面で二人に摑つかみかかってきて、

「あら～、女性に暴ぼう力りよくを振ふるうのはいただけませんね～」

「……マナー違反です」

「!?」

　次の瞬しゆん間かん、そのシークレットシューズで水みず増ましされた身体がハデに宙に浮ういていた。

　まるで竜たつ巻まきに巻き込まれたかのような盛せい大だいな回転。

　そして壊こわれたタコのように不ぶ格かつ好こうに落らつ下かしてきたところで、

「これはあなたに侮ぶ辱じよくされたメイド＆執事たち全員の怒いかりと～」

「……それとアリスちゃん、そして……私たちのことを大事だと言ってくださった裕ゆう人と様へのご無ぶ礼れいの、応おう報ほうです」

　めきょっ！

「ぶごっ!?」

　乃木坂家メイド隊ナンバーワンとナンバースリーの左右からの同時回まわし蹴げりが、見事にサザーランドの顔がん面めんに炸さく裂れつした。

「A. AUOOOOOOO!?」

　ヘンな声を上げながら強風の日の路上ゴミのように吹っ飛んでいくサザーランド。

　その進路上に周りで見ていたメイドさんたちやテーブルなどの障しよう害がい物ぶつが一つもなかったのは両メイドさんの実力ゆえだろう。

「あら～、痛いたそうですが先に手を出したのはそちらですので、悪く思わないでくださいね～」

「……世界メイド安全保ほ障しよう条約第二十九条による正当防ぼう衛えいです」

　遅おくれてひらりと舞まい上あがったスカートの裾すそを手で押おさえながら、にこやかにそう告つげる。

　やがてサザーランドはホール隅すみの壁かべに激げき突とつしてようやく停てい止しした。

「お、お前ら……いくら乃の木ぎ坂ざか家けのメイドだからって、こ、このボクにこんなことをしてタダで済すむと思うなよ……」

「……」

「み、見てろ……パパに頼たのんでお前らなんか全員めちゃくちゃにして──」

「──サザーランド様」

　と、そこでボロ雑ぞう巾きんのような状じよう態たいで言いかけたサザーランドの目の前に、すっと携けい帯たい電話が差し出された。

「A. AN?」

　差し出していたのはいつの間にやって来ていたのか、冒ぼう頭とうの挨あい拶さつで見た鹿ろく王おう院いん家けの筆ひつ頭とうメイドさん──高たか天まが原はらさんだった。

「こちらをどうぞ、サザーランド様」

「HA?　何だってんだよ、別にボクは電話なんか……」

「いいからどうぞ。お父様と繫つながっておりますゆえ……」

「え、パパ？」

　サザーランドの表情がパッと一いつ変ぺんする。

「な、何だよ、それを早く言え。いいところに来たじゃないか。か、貸せっ！」

　ひったくるように携帯をふんだくって耳にあて、「あ、パパ、あのねあのね──」

　だが直後に、その顔が蒼そう白はくになった。

『……シュート、この大バカが！』

「え、パ、パパ!?」

『話は聞いたぞ。本当にお前というやつは……。まさかあの由ゆい緒しよ正しい新春メイド×執しつ事じ合同親しん睦ぼく会かいでまでこんな騒さわぎを起こすとはな……。何かあった場合はすぐに私に連れん絡らくを入れてもらうよう念のため鹿王院家に要よう請せいしておいて正解だったわ。あの乃木坂家での失しつ態たいから半年、心を入れ替えたのなら今回で執事修しゆ行ぎようも終わりにしてやろうかと思ったが、どうやらまったくもってその兆きざしは見られんようだな』

「え、で、でも、これは……」

『黙だまれ、言いい訳わけは後で聞いてやる。──そんなことよりも鹿王院家の高天原殿に乃の木ぎ坂ざか家けのメイドの方々』

　受話口からの声がこっちに向けられる。

『うちのバカが迷めい惑わくをおかけした。本当にすまなかった。正式な謝しや罪ざいは後日私自身で改めてさせていただく。シュートのやつはどうぞそちらの好きにしていただいて構かまわない。サザーランド家の者とは思わずに煮にるなり焼くなり厳げん粛しゆくに処しよ罰ばつしてくれて結けつ構こう。──それでは、これで失礼させていただく』

　そう言い放って電話は切れた。

「パ、パパ、そ、そんな……」

　情なさけない声を上げながら茫ぼう然ぜん自じ失しつの表情になるサザーランド。

　まあ何ていうか……こいつに関しては本当に自じ業ごう自じ得とくもいいところだな。
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「大だい丈じよう夫ぶだったか、アリス」

　抜ぬけ殻がらになったサザーランドが取とり巻まきに連れられて退たい出しゆつしていったのを確かく認にんして、いまだ床ゆかに倒たおれこんだままだったアリスに声をかけた。

「本当に災さい難なんだったな。せっかくのゲロリアンＸもこんなにされて……」

「──……」

　ボロボロになったソフビ製緑色両生類に目をやる。ちびっこメイドの腕うでの中にしっかりと抱かかえられたゲロリアンＸは、今もその形がべっこりと歪ゆがんだままだった。

「ったく、ひどいことしやがる。何もここまでしなくてもいいだろうに……。──そうだ、こうなったら事情を話して新しいのに代えてもらうってのはどうだ？　景品だから一個くらい予よ備びのやつとかがあるかもしれないだろ」

　そう提てい案あんしてみたところ、

「──（ふるふる）」

　アリスは即そく座ざに首を横に振ふった。

「？　どうしてだ。訊きくだけでも訊いてみれば……」

「──（ふるふる）」

　なおも首を振り続けるアリス。

　何か理由でもあるのかと不ふ思し議ぎに思っていると、

「──……これ……が…………いい……」

「え？」

　ふいに、そんなたどたどしい声が聞こえてきた。

「──…………これ……が、いい。ゆうとさま……に、とってもらった……これ、が……」

「アリス、日本語……」

　喋しやべれたのか……？

　というかそもそも〝ぴょん〟以外で初めて聞くちびっこメイドの声なんだが……

　どう反はん応のうしていいものやら戸と惑まどっていると隣となりにいた那な波なみさんがちょっと驚おどろいたような顔で口元に手を当てた。

「あらあら～、アリスちゃんにお喋しやべりをさせるなんて、裕ゆう人と様、やりますね～」

「？　どういうことですか？」

「言葉通りですよ～。アリスちゃんが自分からお話をするのはとっても珍めずらしいんです。もちろんまだまだ日本語に不ふ慣なれなところもあるんですけれど、それ以前に人見知りなところが影えい響きようしていまして～」

「……私たちでも、お話をしてくれるまで半年ほどかかりました」

　そうなのか？　まあ確たしかに今までの人見知りっぷりを見ていれば納なつ得とくできる話ではあるが……

　首を捻ひねりながらそんなことを考えていると、

「──Bruderお兄ちやん……」

「え？」

　アリスがこっちをちらりと見て何かぽそりと言った。

　なんか聞きき慣なれない呪じゆ文もんみたいな単語。

　？　何て言ったんだ？　あまりに小さい声でよく聞き取れなかったため訊きき返かえそうとすると、なぜかちびっこメイドは恥はずかしそうにちょこんと那波さんの後ろに隠かくれてしまった。

「あら～、ほんとに懐なつかれてますね～、裕人様。うふふ、いいことです～」

「？」

「いえいえ、こちらのことで～。──それより裕人様」

「……裕人様」

「はい？」

　と、そこでふいに那波さんと葉は月づきさんが真ま面じ目めな顔になった。

　いつにない真しん剣けんな目でこっちを真まっ直すぐに見ながら居い住ずまいを正すと、

「裕人様──先ほどはありがとうございました」

「……ありがとう、ございました」

「え？」

　二人そろって深々と頭を下げてきた。

「先ほどの裕人様のお言葉です。私たちのことを、裕人様がどう考えていらっしゃられたかをお聞きすることができました。裕人様の飾かざらないお気持ち。とても心に響ひびいて……」

「……本当に、嬉うれしかったです。裕人様が私たちを想おもって言ってくださったそのお言葉。それが私たちにとって何よりの労ねぎらいで……」

　二人して両サイドから柔やわらかく腕うでをぎゅっと組んでくる。

　う、聞かれてたのか、アレ。さっきは微び妙みように興こう奮ふんというか頭に血が昇のぼっていて気にならなかったが、改めてそれについて言げん及きゆうされるとこっ恥はずかしいっつーか。そもそもあれは思ってたことを言っただけで別に感かん謝しやされるような大たい層そうなもんじゃない気もするんだが……

　微び妙みように面おも映はゆい気分になる俺に、

「おかげで裕ゆう人と様への想いを再さい確かく認にんすることができました～。これを励はげみにこれからも全ぜん身しん全ぜん霊れいで裕人様にお仕つかえさせていただきますね～。私たちも裕人様のことをとても大事に思って──いえ、むしろ大好きだと思っていますから～♪」

「……らぶらぶです（ぽっ）」

　そんなことを言いながら那な波なみさんと葉は月づきさんはさらに身体を寄せてくる。

「──（こくっこくっ！）」

　ゲロリアンＸを抱だきしめたアリスもそれに同意するように正面からきゅっと抱きついてきた。

　メイドさん三人に左右前方から挟はさまれたメイドフルな光景。

　と、

　パチパチパチパチ……

　それを見ていた周りのメイドさんor執しつ事じのだれかが手を小さく打ち鳴らした。

　パチパチ……

　パチパチパチパチパチパチパチパチ……

　パチパチパチパチパチ……

　最初はまばらだったそれらは互たがいに連動するかのように一つまた一つと増ふえていき──

　パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ──!!

　最後には拍はく手しゆの大合唱となった。

　同時に「いいぞー！」「それこそメイドと主のあるべき姿すがたです！」「執事＆メイド万ばん歳ざい！」「葉月さ～ん、好きです～！」などの歓かん声せいもホールいっぱいに響ひびき渡わたる。

「あ、あー……」

　予想外の大だい反はん応のうに呆ぼう然ぜんとするしかない俺に、

「うふふ～、裕人様、大人気ですね～♪」

「……よいことです」

「──（こくこく）」

　そう言いながら三人とも楽しげに笑う。

　割れんばかりの拍手とメイドさん×三の温ぬくもりに包まれて、

　俺はもうどうしていいか分からずにその場で立たち尽つくすだけなのだった。
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　目の前にそびえていたのは城じよう壁へきのような巨きよ大だいな門だった。

　まるで来る者全てを威い圧あつするかのようにドン！　と屹きつ立りつする西洋風の門。

　それは乃の木ぎ坂ざか家けの凱がい旋せん門もんライクなレベルではないにしろ、門というものの一般的な見けん地ちからすれば十分にXLと言っていいほどのどでかいたたずまいである。奥おく行ゆきにしておよそ一メートル、高さにして軽く三メートルはあるだろう。おまけに門を取とり巻まく壁かべの上じよう端たんには鉄てつ条じよう網もうのようなものがびっしりと張はられていて、『高電圧注意！　マリア様のもとへ召めされます！』と書かれたイラスト付き看かん板ばんが立てられている。

「……」

　いやここは何なんだ？　どこかのヴェルサイユ宮きゆう殿でんか？

　思わずそう錯さつ覚かくしちまいそうなほどの厳げん重じゆう装そう備びである。

　だがしかし、門もん脇わきの表札にはその内心の突つっ込こみを真まっ向こうから否ひ定ていするかのような名めい称しようが掲かかげられていた。

『学校法人私立双ふた葉ば女学院中等学校』

　これこそが、この似え非せヴェルサイユの名前である。

　約八十年の伝でん統とうがあるという由ゆい緒しよ正しいミッション系の超お嬢様学校。

　この辺あたりでは聖せい樹じゆ館かん女学院と並ならんで名門として名高く、石を投げれば財ざい閥ばつ令嬢やら旧きゆう華か族ぞく令嬢、資し産さん家か令嬢に当たると言われている。まさに世せ俗ぞくからかけ離はなれた別世界で、本来一いち庶しよ民みんを地で行く俺なんかとはおよそ一生縁えんのない秘ひ密みつの花園スポットのはずであった。

　あったんだが──

「……。うーむ……」

　半分ほど開かれた通学カバンの片かた隅すみを見てそう息を吐つく。

　そこに入っているのは『銘めい菓か　銀ぎん果か堂どう』と書かれた紙かみ袋ぶくろ。

　それはつい先ほどここに来る途と中ちゆう一二八〇円（税込み）で購こう入にゆうしたものであり、そして俺は今からこの紙袋を持って校内にいるはずのツインテール娘のもとまで向かわんとならんのである。

　いやまあ何だってそんなことをしなけりゃあならんのかってのは、実のところ俺自身よく分かっていない。

　なんつーか流れというか成り行きで気付けばこうなってたというか、そんな感じなのだ。

「……」

　いちおう事の起こりとなるような事じ象しようはある。

　事の起こりというか、俺がここに来させられることになった原げん因いん。

　それは少しばかり時間を遡さかのぼるのであり──







「ねえねえおに～さん、今日これからヒマ？」

「は？」

　今からちょうど一時間前。

　土曜日で半ドンであるところの四時間目の授業＆ホームルームが終わりモソモソと帰り支じ度たくを済すませ教室を出ようとしていた俺に、突とつ然ぜんツインテール娘からかかってきた電話（ちなみに着信音はまた入力した覚えのない『おに～さん、ぷりてぃ～美み夏かちゃんからのらぶらぶこ～るだよ♪　おに～さん、ぷりてぃ～美夏ちゃんからのらぶらぶこ～るだよ♪』とかいう着ボイス。周りからの救すくいようのない変へん態たいを見るような視し線せんが痛いたかった……）がそれだった。

「てゆうかヒマだよね？　ヒマでヒマでエリマキをなくしたエリマキトカゲさんみたいに地面をのた打ち回りそうなほどだよね？　うんうん、みなまで言わなくても分かってるよ。ただでさえアンニュイな土曜の午後だしお姉ちゃんも今日はなんか用事があるとかで放課後はいないはずだし、おに～さんは一人ロンリーにヒマを持もて余あましてるに違ちがいないんだよ」

「……」

　いやいきなりご挨あい拶さつだな。人をそんなヒマとエリマキトカゲの化身（いや確たしかに先日やったばかりだが……）みたいに……

　携けい帯たいを持ったまま思わず憮ぶ然ぜんとした顔になる俺に、

「で、そ～んなヒマヒマおに～さんに朗ろう報ほうがあります。今からちょ～っとわたしが言うところまで来てくれないかな～」

「？　どこにだ？」

　いきなりそんなことを言い出した。

「へへ～、それは来てみてのお楽しみ。地図ってゆうか行き方はメールで送るからさ～。おに～さん今学校だよね？　そこからならそんなに時間はかかんないと思うし、二時くらいまでに来てくれれば問題ないから。あとでちゃんとお礼もするし、い～よね？　けって～い♪」

「いやまだ行くとは──」

「じゃ待ってるから～。すっごくいいもの見せてあげるから楽しみにしててい～よ♪　あ、そだ、ついでに途と中ちゆうにある銀ぎん果か堂どうでマロングラッセを買ってきてくれるかな？　今日は月に一度のスーパークリクリフェスティバルでセールになってるはずだからさ～」

「あ、おい」

「し～ゆ～れいた～♪」

　プツッ、ツー、ツー、ツー……

　言いたいことだけ言って電話は一方的に切れた。

　ったく、相変わらずマイペース極きわまりないな……

「……」

　まあさっきも言った通りこの後は何も予定はない。特に部活やバイトをしているわけではないし、春はる香かも授業が終わるなり何やら用事があると言って帰ってしまった。どこぞのアホ姉とセクハラ音楽教師も今日は二人で冬の珍ちん味みクエ鍋なべを食べに行くとか言ってたからエサの用意は不要だろう。ゆえに美み夏かの頼たのみを聞くこと自体に支し障しようはないわけなんだが……

「……」

　なんかロクな予感がしないんだよな……

　とはいえここで何事もなかったかのようにスルーすると後々どんなクレームを付けられるか分からんだろう。ヘタすればいつかのようにメイドさん（×二）を伴ともなって軍用ヘリで乗り込んでくる可か能のう性せいもある。

　まあ……仕方ない、か。

　ため息を吐つきながら隕いん鉄てつのように重い腰こしを上げる。

　というわけで学園を出て──
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　──そして今、俺は件くだんのクリクリフェスティバルとやらの成せい果かの製せい菓かを小こ脇わきにこの秘ひ密みつの花園の前にいるわけである。

　電話後すぐに送られてきたメールに添てん付ぷされていた美夏ちゃんマップとやら。

　その目的地とされていたのがこの似え非せヴェルサイユこと私立双ふた葉ば女学院の二年紫陽花あじさい組──美夏の教室だったのだ。

　いや何だって学校前とかじゃなくわざわざ教室にまで行かなきゃならんのだとかよく考えてみれば今の俺の状じよう態たいはまさにパシリそのものなんじゃないのかだとか、突つっ込こみたいことはそれこそ冬の定てい置ち網あみに引っかかるエチゼンクラゲの数ほどあるんだが、それも全てツインテール娘に会わなけりゃあ始まらない。

「……行くか」

　覚かく悟ごを決めて似非ヴェルサイユに向かって足を踏ふみ出だす。

　だがここで一つばかり問題があった。

　問題というかそこはかとない障しよう害がい。

　それはこの双ふた葉ば女学院の対たい訪ほう問もん者しや用ようの迎げい撃げき（？）環かん境きようだった。

　伝でん統とうあるがゆえにある意味で排はい他た的てきなお嬢様学校であるという特とく殊しゆ環境。具体的には外部からの訪問者に対しては常つねに最さい大だい限げんの警けい戒かいと疑いとをもって対たい応おうするというスタンスである。

　どういうことかと言うと──

「そこのキミ、ちょっと待ちなさい！」

「！」

　門をくぐり抜ぬけようと足を敷しき地ちに三センチ踏ふみ入いれた途と端たんにかけられた声。

　見れば警けい棒ぼう片かた手ての屈くつ強きようなスパルタ戦士みたいな警けい備び員いん（×二）が不ふ審しん者しやを見るような目でジロジロとこっちを見ていた。

「何を何食わぬ顔で通り過ぎようとしているんだ。ここは女子校だぞ。お前、男だろう」

「あ、あー、いや……」

「怪あやしいヤツだな。ひとまずこっちまで来てもらおうか」

「え？　や、そうじゃなくて俺は知り合いに呼よばれて──」

「分かった分かった。不審者は皆みなそう言うんだ。話は事務所でゆっくり聞いてやる。いいから来い」

「だ、だから──」

　そんな具合に半ば逮たい捕ほされるように近くにあった詰つめ所しよまで連行され、

　そのまま個室で白色電でん灯とうを顔に当てられて尋じん問もんされたり金きん属ぞく探たん知ち機きで全身をくまなく身体検けん査さされたりするハメになった。結局は乃の木ぎ坂ざか家けの関係者であることを説明して何とか解かい放ほうしてもらったものの、それまで三十分近くも拘こう束そくされた。長かった……

　とはいえそれはまだよかった。

　いやまあ単体で見ればこれはこれでこれっぽっちもよくはないんだが、全体で見ればまだ許きよ容よう範はん囲いであったと言えよう。

　本当の意味で試し練れんだったのは……むしろ敷地内に入ってからのことだった。

　なぜなら女学院ということは当然生徒は女子しかいないわけであり、男である俺はどこからどう見ても明らかな異い分ぶん子しであり、

　門を抜け辺あたりに真っ赤なバラが咲さき誇ほこる中庭（さすが名門お嬢様校……）に入るなりマロングラッセ片かた手ての俺を出迎えてくれたのは──

「……」

　ひそひそ、ひそひそ。

　そういった近世ヨーロッパでよく毒どく殺さつに使われた化学物質みたいな反はん応のうだった。

（ね、ねえねえ、あの人、何ですの？）

（どうして殿との方がたがここに……）

（あれって白はく城じよう学園の制服だよね？　せ、先生呼よんできた方がいいのかなあ？　あ、さ、さすまたってどこにあったっけ？）

　周りから遠とお巻まきにささやかれるそんな声。

　不信感満まん載さいで、ほとんど動物園の珍ちん獣じゆう（キンカジューとか）を相手にするような扱あつかいである。

「……」

　──うう、肩かた身みが狭せまい……

　小学生の時にジャンケンで負けて自分以外が全員女子の保健委員に半ばムリヤリ選ばれた時のようなこの上なくいたたまれない感じである。それらを全身で味わいながらも、何とか昇しよう降こう口ぐちを抜ぬけ校舎内へと進んでいく。

　だが中庭から校舎の中へ入っていけばそれだけ人口密みつ度どは高くなるわけであり、それに比例してこちらに向けられる対珍獣視し線せんも増ふえていくわけであり──

（や、やだ、なんかこっち見てない？）

（だ、だめっ。殿との方がたと十秒以上目を合わせたら結けつ膜まく炎えんになると大おお奥おく先生が……）

（こ、怖こわい……）

「……」

（お、お姉さま……）

（だ、大だい丈じよう夫ぶよ、泣いちゃだめ。こ、怖くないから）

（え、えぐっ……えぐっ……）

「…………」

　──いや俺が何したっていうんだよ……

　辺りには怯おびえたり物もの陰かげに隠かくれたりあからさまに逃にげ出だしたり、しまいには俺と目が合っただけで泣き出す女子までいる有あり様さま。

　もはや限げん界かいだった。

　その場にいるだけで半ば以上酸さん素そ欠けつ乏ぼう状じよう態たい。

　こうなったらせめてとっとと届とどけ物ものを済すませてこの海水魚にとっての淡たん水すいみたいな空間から脱だつ出しゆつを図ろうとは思うものの、

「……。美み夏かの教室はどこにあるんだ……」

　そこからして足止めをくらうのである。

　そのヴェルサイユ風ふう味みな門に引けを取らずに、双ふた葉ば女学院は校舎もまたどこぞの古こ城じようのごとく広かった。

　バロック様式（？）のような六階建ての校舎、入り組んだ階かい段だん、無数に並ならんだ教室や特別教室の数々。

　廊ろう下かに至いたってはそのまま百メートル走のトラックとして使えそうなほどである。

　おかげでどこへ行けばいいのかさっぱり分からん。てかすでにどういう経けい路ろを通ってここまで来たのかも不明だったりもする。

「……」

　どうすりゃあいいんだよ……

　周りからは相変わらず犯はん罪ざい者しやに対するようなひそひそ声。

　助けを求めようにもだれ一人として目すら合わせてくれない状じよう況きようである。

　あまりに八方ふさがりな状況にヒザに両手をついてうつむきながら途と方ほうに暮くれていたその時だった。

　ふと目の前に影かげが落ちた。

「──あの、もしかしてだれかお探さがしですか？」

「え……」

　続いてかけられたのはそんな声。

　相変わらず心ないささやきが辺あたりを貫かん通つうする中でもよく通る澄すんだ声である。

　軽い戸と惑まどいとともに顔を上げてみると……

「違ちがっていたのならすみません。ですがお困こまりになられていたように見えたので……。生徒のご家族の方でしょうか？」

　そこにいたのは一人のすらりとした女子だった。

　さらさらなロングの髪かみ、整った顔立ち、女子にしては背せが高めでおそらく百七十くらいはあるだろう。意い思しの強そうな瞳ひとみで真まっ直すぐにこっちを見ながらしっかりとした物言いでそう尋たずねてくる。

「あ、いや……」

　一いつ瞬しゆんその凜りんとした空気に気け圧おされる。いやこの女子、中学生なんだよな？　落ち着いた物もの腰ごしといい大人びた雰ふん囲い気きといいとてもそうは見えんというか……

「？　どうなされました？」

「ん、あ、ああ、スマン。何でもない」

「？」

　まさか年下の中学生に見とれてたとも言えん。

「や、ホントに気にせんでくれ。ちょっとボーっとしてただけでな……。あー、それより俺は生徒の家族ってわけじゃないんだが……」

「ご家族ではないんですか？　でしたら……」

　女子の顔に僅わずかに警けい戒かいの色が浮うかぶ。

「あー、いや、だからって別に怪あやしいもんじゃない。家族じゃないんだが、その、ここの生徒に来るように言われてな……」

「うちの生徒に、ですか？」

「ああ。知ってるかどうかは分からんが、二年の乃の木ぎ坂ざかっていうツインテール娘なんだが……」

「え、乃木坂？」

　その言葉を聞いた女子がぴくりと反はん応のうした。「乃の木ぎ坂ざかって……乃木坂美み夏かですよね？」

「知ってるのか？　あの、何だ、ちんまい感じの……」

「あ、はい。知っているも何も美夏とはクラスメイトで……。あの、あなたは美夏と一体どういったご関係なんですか？」

　首をかたむけながら訊きいてくる。

「ん、ああ、美夏の姉が俺のクラスメイトなんだよ。白はく城じよう学園の同じクラスでな」

「え、じゃあもしかしてあの〝おに～さん〟──」

　はっとしたかのように女子が口元に手を当てた。

「ん？」

「い、いえ、何でもないです。あ、ということはあなたが美夏の言っていた〝特別ゲスト〟の方なんですね？　まさか高校生の方がいらっしゃるとは思いませんでしたので、最初は分かりませんでしたけど……」

　気を取り直したようにもう一度こっちに顔を向けて、

「ええと、美夏のところに行くんですよね？　よろしければご案内いたします」

「おお、いいのか？」

「はい、私もちょうど教室に戻もどるところでしたから」

　軽く髪かみを後ろに流しながらにこりと笑う。

「それじゃスマンが頼たのむ。さっきからさっぱり道が分からなくてな……」

「分かりました、行きましょう。こちらです」

　女子の先せん導どうに従って歩き出す。

　こうして何とか珍ちん獣じゆう＆迷まい子ご状じよう態たいから抜ぬけ出だすことができたのだった。







　声をかけてくれた女子は塔とうヶが崎さきエリと名乗った。

　美夏とは一年の時から同じクラスで、普ふ段だんからいっしょに登下校をしたりお弁当を食べたり、休日には遊びに行ったりする仲であるらしい。

「入学して最初のホームルームで席が隣となりだったんです。あの子が『の』で私が『と』だから、ちょうど列が一いち巡じゆんする感じで……」

「へぇ……」

「美夏ったら、面おも白しろいんですよ。最初にかけてきた声が『わ～、背せ、高いんだね～。高いとこにあるものを取りやすそうでい～な～』で……」

「……」

　それはまあいかにもあのツインテール娘らしいな。その時の情じよう景けいが目に浮うかぶというか。

　そんなことを話しながら天てん井じようをステンドグラスに覆おおわれた廊ろう下かを歩いていく。

　美み夏かのクラスである二年紫陽花あじさい組の教室は、階かい段だんを上った二階の一番奥おくまった場所にあった。

「ここです。たぶん美夏はまだ中にいると……」

　エリが中に入って教室を見回す。

　はたして俺をここまで召しよう喚かんした張ちよう本ほん人にんであるツインテール娘は、窓まど際ぎわの机の上に座すわって足をぶらぶらとさせながら楽しそうに数人の女子とお喋しやべりをしていた。

「……美夏、来たぞ」

「ん～？」

　近づいて声をかけると美夏はオンザ机のまま首だけでこっちを振ふり返かえって、

「あ、おに～さん、やっと来た～！　遅おそいよ～、二時までには来ると思ってたのにもう二時十五分過ぎじゃ～ん──って、あれ、エリちゃんもいっしょだったの？」

「ええ。職員室からの帰りに廊ろう下かでたまたま会ったんです」

「へ～、そなんだ。奇き遇ぐうだね～」

　手に持った紙パックをちゅ～っと吸いつつお気楽笑え顔がおでぴょんと机から飛とび降おりる。ちなみに飲んでいるのは『モーモーミルクスーパー。カルシウム含がん有ゆう率りつ一・五倍（当社比）。大きくなる！　色々なところが！』だった。いやこれって冬とう華かがやたらとお気に入りだったやつだよな。ちんまい者同士、何か相通ずるところがあるのか……

「あ、おに～さん、ちゃんとマロングラッセも買ってきてくれたんだ～。うんうんこれこれ。さすがはおに～さん、そうゆうマメなとこ、好きだな～♪」

　マロングラッセの紙かみ袋ぶくろを受け取りながら嬉うれしそうにぴょこぴょこと飛とび跳はねる。

　まあそれはいいんだが。

「で、何の用事なんだ？　いきなりこんなところまで呼よびつけて……」

　まさかとは思うがマロングラッセをデリバリーさせるためだけに電車と歩きで四十五分ほどの距きよ離りをやって来させたわけではあるまい。

　すると美夏は飛び跳ねるのをやめて、

「ん～、まあちょっとね～。さっきも言ったけど用事ってゆうかちょっとおに～さんに見てもらいたいことがあるってゆうか～」

「？　なんかハッキリせんな」

「ま、あせんないあせんない。それより最近あんまり会えなかったでしょ。おに～さんもそろそろぷりてぃ～美夏ちゃん分が切れて禁きん断だん症しよう状じように陥おちいるところなんじゃない？　手足のふるえとか幻げん覚かくとか。ほらほら、たっぷり美夏ちゃん分を補ほ充じゆうしてくれてい～よ。えへ♪」

「……」

　いや「えへ♪」じゃねえだろ……

　しかもそのほとんどアルコール中ちゆう毒どくみたいな症状は何だ。

　限かぎりなくアレなツインテール娘のリアクションに半ば呆あきれていると、

「──あ、あの、乃の木ぎ坂ざかさん、その方は……」

「ん？」

　と、さっきまで美み夏かとお喋しやべりをしていた女子たち数人が、何やら神しん妙みような様よう子すでこっちを窺うかがっているのが見えた。

「そ、そちらの方は男性ですよね？　ど、どうして男性の方がここに……」

「あ、あの、その、み、美夏さんのお知り合いなのですか……？」

「こ、こんな間ま近ぢかで殿との方がたをお見かけしたのは初めてです……」

　ひとところに身を寄せ合うようにしておずおずとグループでそう尋たずねてくる。

「あ、そっかそっか。まだみんなに紹しよう介かいしてなかったね。えっとね、この人はわたしの知り合いで～……ほらおに～さん、自己紹介自己紹介」

「……え？　ああ、俺は綾あや瀬せ裕ゆう人と。白はく城じよう学園の二年で、美夏の友達だ。よろしくな」

　美夏に脇わき腹ばらを突つっつかれてそう挨あい拶さつをすると、

「あ、は、はい、え、えと、ええと……」

「あ、あの、わ、私は、その……あ、貴女あなたから行ってくださいな」

「で、でも、男の人となんてどうやってお話をしたらいいのか……」

　返ってきたのはそんな戸と惑まどったような照れたような反はん応のう。

　お互たがいに顔を見合わせながら、初めて毛皮を刈かられる仔こヒツジたちのようにもじもじと遠えん慮りよがちに自己紹介を譲ゆずり合あっている。うーむ、さすがはお嬢様学校だね。初うい々ういしいというか春の若草のように瑞みず々みずしいというか実に新しん鮮せんな反応だ……

　さっきまでの対たい珍ちん獣じゆう反応とは違ちがう初めての秘ひ密みつの花園的空気に軽い感動を覚えていると、

「あー、もーだめだって、みんなこういう時は積極的に行かないとー」

「うんうん～、行け行けご～ご～なのぉ」

　そんな二つの声が響いた。

　もじもじグルーピーの中では少し毛色の違う感じの声。

　見れば他の女子たちと比べてどこか人ひと懐なつこそうな女子が二人、ちょこんと前に出ていた。

　二人はこっちに向かってにっこりと笑いかけると、

「あたしは美夏の友達で初はつ瀬せ光ひかりっていいまーす。よろしくお願いしますね、綾瀬せんぱい。普ふ通つうに光って呼んでくれればいいですからー☆」

「えっと～、美み羽うは藤ふじノの宮みや美羽っていいますぅ。美羽っちとかみゅ～とか呼んでください～」

　そう言ってぺこりと頭を下げてきた。

「ん、ああ、よろしくな」

　どうやら元気な方が初瀬光、のんびりとした方が藤ノ宮美羽というらしい。

　どちらもキャラのタイプは違うとはいえノリはツインテール娘に近い感じである。いい意味であまりお嬢様らしくないというか、フレンドリーさが前面に押おし出だされてるというか。

「ねえねえ綾あや瀬せせんぱい、ところで綾瀬せんぱいがあの〝おに～さん〟なんですか？」

「え？」

　二人組の元気な方──光ひかりがいきなりそんなことを訊きいてきた。

「そうですよねそうですよ？　だってさっきからずっと美み夏かがおに～さんおに～さんって呼よんでますもん！　うわー、本物の〝おに～さん〟なんだー☆　すごいすごい！」

「うん～、美み羽うも聞いてたよぉ。あの〝おに～さん〟なんだな～って」

　二人してきゃっきゃっ♪と黄色い声を上げる。

　それに呼こ応おうして周りの女子たちからも「き、聞きました？　あの方が〝おに～さん〟だそうですよ……」「あの、お話にあった……」「ほ、本物なのですね……」などのささやきが聞こえてきた。

　むう、何の話だ？　いやまあおに～さんってのはおそらく間ま違ちがってないんだろうが〝あの〟ってのは一体……

　自らの呼こ称しように付けられた妙みような枕まくら詞ことばに首を捻ひねっていると、

「ちょ、ちょっと二人とも！　ヘンなこと言わないでよ～」

　美夏が慌あわてたような顔で間に入ってきた。

「えー、別にヘンなことじゃないと思うけどー。だって美夏、いっつもあんなに楽しそうに話してるじゃん。おに～さんが頭なでてくれて嬉うれしかったとか──」

「わ、わ～わ～わ～!!」

　なんか美夏が壊こわれかけのラジオみたいになった。

「？」

「な、なななな何言ってんのかな～！　も、もう、光は適てき当とうなこと──」

「うんうん～、美羽もぉ、それは聞いたよ～。おに～さんのひざの上はあったかくて気持ちよかったとかぁ」

「み、美羽っちまで！」

　さらにツインテールをぴょこんと動かして反はん応のうする。

「？」

「あ～、な、何でもないの！　い、いいからおに～さんは気にしない！」

　両手をぱたぱたと振ふり回まわしたままわたわたと焦あせりまくる美夏。

　いまいちよく分からんが……まあこれについては深く突つっ込こまん方がいいらしい。

　だがそれを見ていた二人は、

「ははーん、なるほど、そういうわけかー」

「そういうわけですな～」

「う、な、な～に」

　にやにやと顔を見合って、

「べっつにー。あ、そうだ。どうせだからあたしたちも美み夏かにならっておにーさんって呼よばせてもらおー。ね、美み羽う」

「うん～、おに～さんなのぉ～」

　二人揃そろってそううなずいた。

　周りでもじもじしていた他の女子たちも「え、ええと、お、おに～さんとお呼びすればいいのですね？」「わ、分かりました」「お、おに～さん……きゃっ、お、おに～さんだなんて……」などとうなずいていた。

　なんか知らんがそう決まったらしい。

「あ、あ～、も～、光ひかりと美羽っちは……。え、ええと、エリちゃんはもう自己紹しよう介かい済ずみなんだっけ？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。先ほど無事に済ませました」

　美夏の言葉にエリはにっこりと笑って、

「それより綾あや瀬せさんが来てくださったんだし、そろそろ移い動どうしませんか？　教室だと落ち着いてお話もできないですし……」

「あ、さんせーさんせー。こうして男子がいるところを大おお奥おくセンセとかに見られたらうるさいもんねー」

「緊きん急きゆうひな～ん」

　光と美羽もそう同意した。

「あ、うん、そだね。行こっか」

「？　どこかへ行くのか？」

　この教室が最終目的地点じゃないんだろうか。

　すると美夏はぱちりと片かた目めをつむって、

「へへ～、わたしたちの秘ひ密みつの場所、だよ♪」

　そう言って意味ありげに笑ったのだった。







　　　　２




　そういうわけで他のもじもじ女子たちとは教室で別れ、五人（美夏、エリ、光、美羽、俺）でどこかへ向かうことになったのだったが。

　その目的地に向かう途と中ちゆうで、いくつかレアハプニングな場面に遭そう遇ぐうしたりもした。

「あ、こんにちは、美夏センパイ」

「センパイも今から部活ですか？」

「今日も美夏センパイのツインテール、きまってます！」

　廊ろう下かで通り過ぎる度たびに声をかけてくる後輩らしき女子たち。

　美み夏かの姿すがたを見る度にセンパイセンパイ言いながら慕したわしげに笑え顔がおを向けてくる。

　いや別にそれ自体は普ふ通つうのことなんだよ。

　いちおうこれ（身長一四七センチ）でも二年生である美夏が後輩にセンパイと呼よばれるのは何ひとつおかしなことじゃない。ただいつもは俺たち（春はる香か、葉は月づきさん、那な波なみさんとか）の中で一番年下だったツインテール娘が先輩とか呼ばれてる姿を見ると……なんか違い和わ感かんがあるというか調子が狂くるうんだよな。普ふ段だんは大人しく縁えん側がわで昼ひる寝ねをしているだけだった三み毛け猫ねこが実は近所でも有名なボスネコだったことが判はん明めいした時の気分というか……（かなり違ちがうか）

　まあそれもそれで驚おどろきだったわけだが、

　さらに衝しよう撃げき的てきだったのは。

「カイチョー！　美夏カイチョー！」

「カイチョー……？」

　四階の廊ろう下かを歩いていた時にいきなりかけられた言葉。

　カイチョーって……怪かい鳥ちよう？　または開かい帳ちようとか回かい腸ちようとか……

　頭に浮うかんだ聞きき慣なれない単語に首を捻ひねる俺の前で、

「ん、な～に、どしたの？　なんかあった？」

「は、はい。来年度の運動部系予算なんですけど、どうしても計算が合わないところが出てきてしまって……」

「ほんと？　ふんふん、どれどれ……」

　この上なく真ま面じ目めな顔でプリントに目を落とす。いやまさかカイチョウって……

「あ、美夏は生徒会長なんですよー」

　俺の疑念を肯こう定ていするかのように光ひかりがそう言った。

「それもウチの学院初の一年生から連続二期の就しゆう任にんですー。このままいけば三期連続も確かく実じつだってもっぱらの評ひよう判ばんですよー」

「そうなのか？」

「はい、美夏はすっごいすっごい人気がありますから！　先輩後輩同級生問わずみんなから好かれてて、先生たちからも信しん頼らいされてるんですよ。まあ容よう姿し端たん麗れい、才さい色しよく兼けん備びで、しかも性格もあんな感じになじみやすいってきてますからねー。ある意味さもありなんっていう気もしますけどー。でも一部ではファンクラブみたいなのまであって『月下のムーンライト・苺姫ストロベリー』とか呼よばれてるっていうのには驚きですよねー」

「……」

　なんかどっかで聞いたようなフレーズのオンパレードだな。

　それはともあれ……生徒会長か。

　生徒会長といえば固かたくて真面目な印いん象しようの役職。

　正直普ふ段だんのはっちゃけまくって指し向こう性せいをなくしたねずみ花火みたいなツインテール娘のイメージからはほど遠いというか月とカミツキガメくらい遠めな感じではあるが……だがプリント片かた手てに真しん剣けんな様よう子すで質問に答えている美み夏かの姿すがたを見ていると、それはそれでアリなんじゃないかって気にもなってくる。これが慣なれってやつか……

　やがて相そう談だん事ごとも終わったようで、

「ん、これでだいじょぶだと思う。またなんかあったらいつでもわたしのところに来てくれてい～からね」

「は、はい。ありがとうございました！」

　何度も何度も頭を下げて、女子は嬉うれしそうに去って行った。

　それを温あたたかい目で見送る美夏。

　その様子はいつも見ている賑にぎやかでどたばたな姿よりも少しばかり大人っぽいような気がして……ふむ、ちんまいだけのかしましツインテール娘かと思っていたがこれは少し認にん識しきを改める必要があるかもしれんな……

　……などと考えていたら美夏がこっちをじ～っと見て、

「……おに～さん、な～んか失礼なこと考えてない？」

「！　い、いや」

「ん～、ほんとに？　目が何となくそんな感じだったんだけど……」

　疑わしげに両手を腰こしに当てる美夏。

　いい勘かんしてやがる……

　とまあそんな感じにツインテール娘の意外な一面を発見しつつも校舎の中を進んでいき、

　そして教室から五分ほど歩いたところで、

「じゃじゃ～ん、着いたよ、おに～さん」

「ここは……」

「何てゆうか、今日の最終目的地。わたしたちの秘ひ密みつの集合場所だよ♪」

　美夏の小さな指によって指し示された先にあったクリーム色のプレート。

　そこには可愛かわいらしい丸文字で、『現代舞ぶ台たい芸術文化研究部♡』と書かれていた。







「『現代舞台芸術文化研究部』ってゆうのはね、現代の舞台芸術を文化として研究するところなの」

　制服のポケットから取り出した鍵かぎで部室のドアを開けつつ美夏が言った。

「具体的には劇場でやってる舞台とか演えん劇げきとかを観みにいったり、図書館で資料を調べたりするのが主な活動内容かな～。あ、もちろん自分たちでも演えん技ぎをするよ。あとは時々映画のＤＶＤを借りてきたりだとか～」

「私たちはみんな部員なんです。といっても私たちの他には今日は欠席している一人を合わせて全部で五人しかいないんですけど……」

「部長はエリなんだよー。で、副部長が美み夏かであたしたちは平部員」

「ええとねぇ、とっても楽しいのぉ。いっつもみんなでいっしょにお茶を飲んだり～、お菓か子しを食べたりしてね～」

　エリ、光ひかり、美み羽うがそれぞれ補ほ足そく説明をしてくれる。

　いやなんか色々と難むずかしく言ってるがそれって要するに……

「演えん劇げき部ぶ……だろ？」

　しかも割とゆるい感じの。

　というかそれ以外の何物でもない。

　部室の中を見回してみてもそれを裏うら付づける要よう素そが山やま盛もりだった。

　普ふ通つうの教室よりは少し広い特別教室一つ分ほどの部へ屋や。

　そのあちこちに演劇で使われるような様々な衣い装しようやカチンコなどの小道具、背はい景けいが描えがかれたベニヤ板などが置かれている。さらに奥おくに目をやってみると昔どこかで見たバッハの外そと巻まきウィッグが、信しが楽らき焼やきの巨きよ大だいタヌキの頭の上に無む造ぞう作さに乗せられているのが見えた（……ああ、あれはここから持ってきてたのか）。

　だが美夏はツインテールをふるふると振ふって、

「違ちがう違う、全然違うよ！　演劇部は演劇部、現代舞ぶ台たい芸術文化研究部は現代舞台芸術研究部なんだから～」

「いやだけどな……」

「だけどもマケドニアもないの。おに～さんもまだまだ分かってないな～。いいかげんな認にん識しきで混こん同どうしたら演劇部にもうちの部にも失礼なんだよ？」

「……」

　とりあえず妙みようなところに妙なこだわりがあるらしい。まあ俺としては極きわめてどっちでもいいんだがさ。

「とにかく、うちの部は演劇部じゃなくて現代舞台芸術文化研究部。そこんとこ忘わすれないよ～に。おっけ？」

　人さし指をぴっと立てながらそう強調してくる。

「ん、ああ」

「うん、分かればよろしい。んじゃとりあえずお茶でも飲む？　せっかくおに～さんがマロングラッセを買ってきてくれたことだし、少しブレイクしよ～よ。梅コブ茶とかプーアル茶とかがあるよ？」

「いやそれもいいんだがいいかげん何をしにここに来たのかを──」

「だからそれはお茶飲んだら話すって。も～、おに～さんは気が早いんだから。色々早い男の子は女の子にもてないんだよ？」

　肩かたをすくめて諭さとすように言ってくる美み夏か。

　いや、色々早いってな……

「……。……だったら梅コブ茶を頼たのめるか？」

「りょ～かい。ちょっと待っててね♪」

　笑え顔がおでウインクをすると、美夏は部室の隅すみにあるポットへと歩いていった。やれやれ……

　と、今度は、

「ほらほら、綾あや瀬せおにーさんもいつまでも立ってないで座すわって座って」

「こっちこっち～、ここに座るのぉ」

　光ひかりと美み羽うが窓まど際ぎわにあったソファの脇わきから手て招まねきをしながらそう言ってきた。

「ん、あ、おう」

　どうやらこの部室、ソファまであるらしい。

　とりあえず言われるがままにソファのところまで行き腰こしを下ろすと、両側から挟はさみ込こむようにして二人もぴょこんと座ってきた。む、近いな……

「ねえねえ綾瀬おにーさん。おにーさんって共学なんですよね。共学ってどんな感じなんですかー？」

「え？」

「あたしたち、小学生の頃ころからずっと双こ葉こだから分かんないんですよー。やっぱり毎日色々と刺し激げき的てきなんですか？　それとも過か激げき的てき？　きゃっ☆」

「男の子がいっしょってどういう雰ふん囲い気きなのかなぁ？　ぽわぽわでふわふわで、白馬の王子様がインドゾウに乗ってマハラジャみたいに歩いてる感じかなぁ？」

　目をきらきらとさせながら二人とも興きよう味み津しん々しんな顔で尋たずねてくる。

「むう、そう言われてもな……」

　美羽が何を言っているのかいまいち分からんのは置いておき、特に話して面おも白しろいようなことはないんだが。というか逆ぎやくに小学校からずっと共学の俺にはその特とく殊しゆ性せい（？）がサッパリ分からない。

　どう答えるべきか困こまっていると、

「あ、それわたしも聞きたいな～。おに～さん、普ふ段だん学校ではどんな風にしてるの？」

　梅コブ茶を運んできた美夏が、そんなことを言いながらさらに俺のヒザの上にぱふんとダイレクトダイブしてきた。

「あー、美夏だけずるいずるい！」

「ずるっこ～」

「へへ～、い～の。ここはわたしの特等席だって決まってるんだも～ん♪」

　ツインテールをふりふりしながらちょっとだけ得意げな顔になる美夏。

「あー、そういうこと言うんだったらあたしも乗ってやるからー。えいっ☆」

「美み羽うも美羽も～」

「あ、お、おい」

　二人とも競きそうようにしてヒザの上に割り込んでこようとする。

　本来なら一つのヒザ（俺のな）の上に人三人なんてのはまずムリなはずなんだが、ツインテール娘（身長一四七センチ）を筆ひつ頭とうにして基本的には比ひ較かく的てきちっちゃめな女子中学生軍団である。乗車率一八〇パーセントな雰ふん囲い気きながらもギリギリ収おさまってしまった。

「な、なんか狭せまいよ～。三人はさすがに多すぎってゆうか～」

「えー、あたしはこれくらいの方がお互たがいの体温が感じられてくっ付いてる感じがしていいと思うけど」

「お～、なかなかいい座すわり心ごこ地ちですな～」

　それぞれ勝手なことを言う三人。

　その全身からそこはかとなく甘いお菓か子しのような香かおりが漂ただよってくる。

　しかもソファの上でじたばたと動いているということもあり、短めのスカートが僅わずかに乱れてその裾すそが微び妙みようにめくれかけてたりかけてなかったり……うう、いかに相手がまだまだ二年前までランドセルを背せ負おってた中学二年生（×三）とはいえ目のやり場に困こまるというか何というか……

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな十四歳インパクトに困こん惑わくしていると、

「あれ、綾あや瀬せおにーさん、なんか顔が赤くないですか？」

「！　い、いや……」

「そうなんですか？　ふーん、赤く見えるけど光の加か減げんかなー。あ、それで共学の話ですよー。共学はどうなんですかー？　楽しいですかー？」

「あー、だからそれはだな……」

「そういえばおにーさんにはカノジョとかっているんですかー？」

「へ？」

　矢や継つぎ早ばやに今度はいきなりそんな質問を投げかけてきた。

「だからー、カノジョですよカノジョー。違ちがう風に言うとスイートハニーですか？　共学に通ってる人って、その八割はカップルだって聞きましたけどー」

「そ、それは確かく実じつに都市伝説だ……」

　少なくとも俺の周りにいるやつら（信のぶ長ながとか三馬鹿とか由ゆ香か里りさんとか）にはこれっぽっちも当てはまらん。

　だが俺のその言葉を違う意味で取ったのか、

「あちゃー、てことは綾瀬おにーさんは世せ間けんでウワサの甲か斐い性しようなしってやつですか？　うわー」

「む……」

「え～、そ～なんだぁ、おに～さんって～、甲か斐い性しようなしなんだ～。かわいそ～」

「うっ……」

「まあおに～さんといえば甲斐性なし、甲斐性なしといえばおに～さんってくらいだからね～。がんばってはいるんだけどあと一歩が足りない忠ちゆう犬けんハチ公見習いみたいな～」

「ぐ……」

　三連続で胸むねをえぐるアリゲーターのデスロールのような言葉。

　さすがにこれにはヘコまざるを得んぞ……

「あ、おにーさん、なんか落ち込んじゃった」

「ちょっと言い過ぎたかな～。おに～さん打たれ弱いし、よしよし」

「だいじょうぶだよ～。もし三み十そ路じになるまでだ～れにも相手にされなかったら～、美み羽うがおよめさんになってあげるから～」

　そんなことを言いながら今度は三人して頭をなでなでと撫なでたりさわさわと頰ほおに手を添そえたりしてくる。

　まさにイバラのムチとメロン味のアメの応おう酬しゆうである。

　てか完全に弄もてあそばれてないか……？　さ、最近の中学生は……っ……！

　梅コブ茶の入った湯ゆ飲のみ（ちなみに表面に〝忍にん耐たい〟と書いてある）を握にぎり締しめながらやるせなさに打うち震ふるえる俺に、
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「ほらみんな……それくらいにしておかないと」

「お……」

　救すくいの手が差さし伸のべられた。

　それまで向かいのソファに静かに座すわっていたエリだった。

「綾あや瀬せさん、困こまってます。せっかくここまで来てくださったのですから、失礼のないようにしないと……。すみません、綾瀬さん」

　美み夏かたちの顔を見回しながら言い聞かせるようにそう言う。

　むう、この色んな意味で小こ悪あく魔まなメンバーの中で唯ゆい一いつの良心的存そん在ざいだな。何というか一番お嬢様然とした常じよう識しき人じんで、春はる香かから天然ぽわぽわっぷりを抜ぬいてさらにしっかりさせた感じというか……

　その気配りっぷりに感心していると、

「えー、これくらい別にいいと思うんだけどなー。ていうかエリも座ればー？」

「え？」

「ほら、まだちょっとだけスペースはあるからさー。どうせなら皆みなで制せい覇はしちゃおうよー」

「うんうん～、エリちゃんもおいでませ～」

「え、わ、私も、ですか……？」

　その誘さそいにエリは戸と惑まどっている様よう子すだったが、

　やがてちらちらとこっちを見て、

「す、すみません。で、では少しだけ、失礼、します……」

　ものすごく遠えん慮りよがちに空あいているヒザスペース（俺のな）にちょこんと座り込んだ。

　一つのヒザに四人座りという通つう常じようではあり得ないオーバーライドの完成だった。てか結局全員座るんだな……

　で、しばしその状じよう態たい（四人座り）を続けて、

「ん～、それじゃおに～さんのヒザも堪たん能のうしたことだし、そろそろ本題に入ろっか」

　美夏がヒザの上からぴょこんと飛とび降おりながらそう言った。

「本題？」

「うん、そ。おに～さんにここまで来てもらった本来の目的～」

　ああ、やっとそれか。さっきから無関係な脇わき道みちイベントが目め白じろ押おしだったんですっかり頭から消えちまってた。

「えっとね、おに～さんに来てもらったのはね～……じゃじゃ～ん、これのためなんだよ～！」

「ん……？」

　美夏が効こう果か音おんとともに背せ中なかから取り出したもの。

　それは──

「『ロミ×ジュリ2008』……？　何だこれ、台本かなんかか？」

「ぴんぽ～ん♪　これ、今度の定期公こう演えんでわたしたちがやるやつなんだ～。だからおに～さんに見てもらって感想とかもらえたらなって思って」

「定期公演……」

「すみません。初めての恋愛ものだったので、できれば男の人の感想が欲しかったんです。そうしたら美み夏かからいい人がいると聞いて……」

「どうせおに～さんはヒマしてると思ったからさ。だったらそのヒマな時間をムダに使うよりは特別ゲストとして呼よんじゃえ～って思って。おに～さんのヒマも解かい消しようされるし一いつ石せき二に鳥ちようって感じで♪」

「……」

　だからそうヒマヒマ言うなっての。

　とはいえ思っていたよりも遥はるかにまともな理由である。

　そういうことならまあ、尋じん問もん体たい験けんやら珍ちん獣じゆう体験やらをしてまでここに来た甲か斐いもそれなりにあるってもんだ。

「で、どうかな？　やってくれる、おに～さん？」

「ん、ああ。構かまわんぞ。といっても演えん劇げきは素人しろうとだから大した感想は言えんかもしれんが……」

「あ、それは気にしないでください。別にコンクールに出るわけではないので、むしろあまり偏かたよっていない意見の方がありがたいです」

　エリがそう言ってくる。

「要するにおに～さんはあんま難むずかしく考えなくてもい～ってこと。──じゃあちょっと着替えたりして準じゆん備びするから少しだけ待っててね♪」

　そう言って、着替えスペースなのかカーテンで仕切られた部へ屋やの一角へと四人でとことこと歩いていく。

　と、その途と中ちゆうでくるんと振ふり返かえって、

「……あ、いちお言っとくけど、覗のぞいちゃだめだからね♪」

「……んなこと、するか」

　この場合それはれっきとした犯はん罪ざいである。

　つーか相変わらず耳みみ年どし増まだな……







　　　　３




『ロミ×ジュリ2008』とやらは、美夏たちによるオリジナル作品のようだった。

　古典文学の名作である『ロミオとジュリエット』を現代日本風にアレンジして再さい構こう成せいしたもので、何でも高校生である主人公とヒロインが許ゆるされない恋に翻ほん弄ろうされてすれ違ちがったりすれ違わなかったり離はなれたり離れなかったりする内容らしい。

　ぱっと聞いた感じはどこぞの少女マンガみたいだが、美み夏かたちの着替えを待っている間にザッと台本に目を通してみたところその中身は意外としっかりした作りになっていて驚おどろきだった。演えん劇げきのことはよく分からんが中学生の部活でこれだけまとまってりゃあすごい方なんじゃないかと思う。

　だがその中でも特に印いん象しよう的てきだったのは、

〝脚きやく本ほん：Mika[image: ほし]Nogizaka〟

　とあったことだった。

「……」

　ツインテール娘、こんなことまでできたのか。まあ考えてみれば今までもトンデモ実じつ技ぎ指し導どうやらでなんか妙みような演えん出しゆつ（アンパン牛乳とか採とれたてワサビとか）を提てい案あんしていたが……それもこういった下した地じがあってのものなのか。……いやそれを考えると逆ぎやくに今回のこれも不安になってくるんだがな。

　と、そこで着替え室のカーテンがシャッと開かれ、その向こうから美夏たちが姿すがたを現した。

「お待たせ、おに～さん。着替え終わったよ」

「お……」

　十四歳四人は、それぞれ自分たちの役やく柄がらに合わせた衣い装しように身を包んでいた。

　美夏がそれまでの双ふた葉ば女学院のものとは違ちがうセーラー系の制服、エリが紺こん色いろの男物のブレザー、光ひかりと美み羽うはカジュアルな感じの私服姿。舞ぶ台たいが現代の高校だけにほとんどが制服と私服である。

「へへ～、どうどう？　似に合あってるかな～？　このかっこ、おに～さんの前で見せるのは初めてだよね～」

「お、男の人に見られるのはちょっと恥はずかしいのですけれど……」

「綾あや瀬せおにーさんの感想とか聞かせてほしいところですよねー☆」

「どうかな～？　美羽、せくし～？」

　どうやら配役として主人公の男子役にエリが、またヒロインの女子役を美夏、他の役は光と美羽、それと今日は欠席しているという部員の三人でカバーするらしい。意外性はないがなかなかに妥だ当とうなチョイスなんじゃないか──と俺は思ったんだが、

「ん～、ほんとは最初エリちゃんをヒロインに想定して脚きやく本ほんを書いたんだけどね～」

「そしたら主人公の男子役をやれる人がいなくなっちゃったんですよー。ほら、あんま言いたくないですけどあたしたち、背せがちっちゃいですから。それで急きゆう遽きよエリが主人公をやることになってー」

「エリちゃん～、背が高くてかっこいいもんね～」

　ふむ、そういう事じ情じようがあるのか。

　まあ確たしかに髪かみをアップにしてブレザーを着込んだエリはいい感じに美形男子になっていた。元の素そ材ざいがいいだけにどんな格かつ好こうをしてもオパールのように光ひかり輝かがやくというか、男だん装そうの麗れい人じんって単語がよく合いそうなたたずまいで……

「……ちょっとおに～さん。な～に鼻の下伸ばしてるの～？」

「え？　いやそういうわけじゃ……」

「そういうわけも何も夏場の熱ねつ中ちゆう症しよう対たい策さくで水分を摂とり過すぎた泥どろ田た坊ぼうみたいだったんだけど……。──ま～、い～けどさ～。それじゃこれから始めるから、ちゃんと見ててね」

「あ、おう」

「じゃみんな、やるよ～！」

　そう声をかけ合って、

　そしてツインテール娘たち現代舞ぶ台たい芸術文化研究部による演えん劇げきが始まり──。







「──は～、だいたいこんな感じかな～。疲つかれた～」

　三十分後。

　演えん技ぎを終えて大きく息を吐はいた美み夏かが身体を投げ出すようにぱふっとソファに倒たおれ込こんだ。

「やっぱり何だかんだでだれかに見られてると緊きん張ちようしちゃうね～。普ふ段だんの倍くらいカロリーを消しよ費うひした感じ～」

「うん、美夏、いつもよりちょっと演技が硬かたかったよー。意い識しきしてるのが身体に出てたっていうかー」

「やっぱりやっぱりぃ、おに～さんに見られてると緊張するのかな～？」

「も、もうそれはいいって……。で、どうだったおに～さん。おに～さんから見てどんな感じだったかな？」

　ソファから上体を起こしてそう訊きいてくる。

「ん、良かったんじゃないか？」

「え、ほんと？」

「ああ。細かい技術とかについては分からんが、少なくとも俺は見てて面おも白しろかったと思ったぞ」

　それは別にお世せ辞じでも何でもなかった。

　全体を通して安定した演技と構こう成せいで、思わず引き込まれそうになるシーンも多々あった。緊張していてこれだけの出で来きなら大したもんだろう。

「わ～、そう言ってもらえると見てもらった甲か斐いがあったな～♪」

「ねえねえ綾あや瀬せおにーさん、あたしの演技はどうでした？」

「美み羽うもがんばったんだよぉ。ほめてほめて～」

　光ひかりと美羽も笑え顔がおでそう言ってくる。

　だがそんな中、

「…………」

　エリだけがいまいち浮うかない顔をしていた。

　皆みなの輪わから一人外はずれて、台本をぎゅっと手に握にぎりしめたまま下を向いている。

「？」

　どうかしたんだろうか。何か気になることでもあるのか？

　首をひねっていると、

「あれ、エリちゃん、どうかした？」

　美み夏かも同じように思ったのか、不ふ思し議ぎそうな顔でそう声をかけた。

「あ、はい……」

「？」

「ええと、ですね……」

　エリはしばらく何かためらっているようだったが、やがて思い切ったかのように話し始めた。

「……あの綾あや瀬せさん、私の演えん技ぎ、どうでした？」

「え？　良かったと思うが……」

　エリの演技は他の三人と同様に特に問題はなかった。

　むしろ一番難むずかしいだろう主人公の役をよくこなしていたと思うが。強しいて言えば少し表情が硬かたかったような気はしたが、それだって微び々びたるもんだろう。

　だがエリは首をふるふると横に振ふって、

「……本当に、そうでしょうか？　私、分からなくて……」

「分からない？」

　って、何がだ？

「……主人公の男の子の気持ちが、いまいち分からないんです。そうまでして人を好きになるというのがどういうことなのかが摑つかみきれないというか……。私、その、男の人とはお話ししたことがほとんどないですから……」

　ちょっとだけ下を見ながらそう言う。

「そこに何だか違い和わ感かんを覚えてしまったんです。実は今日美夏に頼たのんで男の人を呼よんでもらったのも、ずっとそこが気になっていたからで……。恋をする男の人の気持ちというのがどういったものなのか、実じつ際さいに男の人の意見を伺うかがってみたいと思ったんです」

　実感のこもった言葉。

　むう、まあ言われてみれば女子が男子の細こまやかな心情を推おし量はかって演技しろってのは確たしかに難しいかもしれん。逆ぎやくをやれと言われたら俺だって困こまるだろう。

　しかし特に演技上問題があるようには見えなかったのにそこまで気にかけるってのは、どうやら見た目通りエリはかなり真ま面じ目めな性格みたいだな。

「綾あや瀬せさんはどう思われますか？　男の人がだれかを好きになってその人しか見えなくなるような気持ちって、一体どういったものなのでしょうか？」

「あ、いや……」

　一いつ瞬しゆん返答に詰つまる。

　それはある意味極きよく論ろんというか突つっ込こみまくった問いかけである。

　何と答えたらいいか分からずに困こまっていると、

「あ、だったらさー、せっかく綾瀬おにーさんが来てるんだから、ここは模も範はんでも見せてもらったら？」

「え？」

　光ひかりが突とつ然ぜんそんなことを言った。

「だからさー、エリが引っかかってるシーンを綾瀬おにーさんに模範演えん技ぎをやってもらうってのはどうかな？　それを見てエリが参さん考こうにすればいいと思うんだけどー」

「あ～、それいいかもぉ。美み羽うもさんせ～」

　美羽ものほほ～んと手を上げる。

「ほらほら、美羽もこう言ってるし、どうですか綾瀬おにーさん？　模範演技、やってくださいよー」

「え、いや……」

　さっきも言ったが俺は演えん劇げきは見るのもやるのも完かん膚ぷなきまでに素人しろうとである。唯ゆい一いつの経けい験けんと言えば幼稚園のお遊ゆう戯ぎ会かいでクヌギの木の役をやったくらいか。そんな俺が模範を示したところで何かの足たしになるとも思えんのだが……

　しかしエリはぐっと身を乗り出してきて、

「あ、あの、もしよろしければお願いできないでしょうか？」

「お？」

「模範演技、もしもご迷めい惑わくでなければぜひ私からもお願いしたいです。本当に、今は助けになるものには何でもすがりたくて……」

「え、あー……」

　その表情はこの上なく真しん剣けんなものだった。

　よっぽど悩なやんでいるのか、真まっ直すぐにこっちを見る目から切せつ実じつさがにじみ出ている。う～む、そこまで言われてはやらんわけにはいかんか。

「わ、分かった。とりあえずやってみるだけなら」

「本当ですか！」

「ああ、だけど期待はしないでくれ。本当に素人だからな」

「ありがとうございます！」

　エリが深々と頭を下げる。

　こうしてなぜか模も範はん演えん技ぎとやらをやることになったわけだが……しかし俺は女子校くんだり（しかも中学校）まで来て一体何をやってるんだろうね。







「あー、準じゆん備びはいいのか？」

「あ、う、うん。わたしはおっけ」

　五分後。

　エリから借り受けたブレザーを装そう着ちやくした俺の前で、なぜかセーラー服姿すがたの美み夏かが緊きん張ちようした面おも持もちでうなずいていた。

「こ、こっちはいつでもだいじょぶだよ。れでぃ～とぅすぱ～く？　って感じ？」

「ん、ここのシーンを初めから通してやるってことでいいんだよな？　終わりの部分までひと通りって感じで……」

「はい、お願いします」

　エリが気になっているというシーンの再さい現げん。

　それは主人公とヒロインの二人が降ふりしきる雨の中お互たがいの想おもいを確たしかめ合あうというシーンであり、お互いの想いである以上当然相手役がいなければ成り立たず、ゆえに相手役のヒロインとしてツインテール娘がリクエストされたのだった。そのことを聞いた当初、美夏はなぜか「え、わ、わたしがやるの？　あのシーンを？　お、おに～さんと……？」と少し慌あわてた様よう子すだったが、すぐに気を取り直したようにツインテールを振ふりつつうなずいてくれた。

「それじゃ始めるよー。美夏も綾あや瀬せおにーさんも準じゆん備びはいい？　──三、二、一……キュー！」

　光ひかりがカチンとカチンコを鳴らす。

　一いつ瞬しゆんだけ部室内に静せい寂じやくが降おり、

　やがて、

『わたし……分からないの』

　美夏がおもむろにシーン最初の台詞せりふを口にした。

『分からない……？』

『うん、分からない……。わたし……』

『……』

『わたし……わたし……あなたのことを好きになってもいいの？』

　胸むねの前で手を握にぎりしめながら真まっ直すぐにこっちを見つめてくる。

『ごめんね……こんなところまで来て、今さらこんなことを言って。でも、でも、わたし不安なの。不安で心こころ許もとなくて……だって……』

『……』

『だって……だってまだあなたの口から聞いていない。あなたの気持ちを、言葉にして、聞いてない……』

　そう口に出すなり全身を投げ出すようにして抱だきついてくる美み夏か。

　いやそれは台本に書かれた進行通りのものなんだが……むう、なんかいつもこの上なく軽いノリで抱きついてくるツインテール娘が真しん剣けんな表情で同じことをしてくるってのは、どこか妙みような気分がするな。

『本当は許ゆるされないことだっていうのは分かってる。あの人が好きなあなたを好きになるのはルール違い反はんなのも……。でもお願い……聞かせて。そうでないとわたし……どこかへ行ってしまいそうで……』

『……。分かった』

　美夏の顔を見下ろしながらうなずき返す。

　そこでワンテンポ置いて、

　台本に書かれていた主人公の次の台詞せりふを口にする。

　このシーンのクライマックスとなる、言葉。

『……俺もお前のことが……好きだ。心の底そこからそう思っている。だから……これからもずっといっしょにいたい』

『……』

『それが俺の……偽いつわらざる気持ちだ』

『……（こくり）』

　無言でうなずく美夏。

　背せ中なかに回されていたその小さな手にさらにきゅっと力が込められる。

　そしてそのまま二人が見つめ合うシーンへと入っていき……

　…………

　……

　さて、この後に待っているのは……実はその、キスシーンだったりするのである。

　台本には〝濃のう厚こうな接せつ吻ぷんシーン。接吻……せっぷん……きゃっ♪〟とか書かれている少しばかりアレなページ。

　まあこの脚きやく本ほんにまで表れているツインテール娘のどうしようもない耳みみ年どし増まっぷりはともかくとして、さすがに模も範はん演えん技ぎでここまでやりはせんだろう。キスといっても当然フリだろうがそれにしたってこんなところ（白はく昼ちゆうの中学校）でやるようなもんじゃないしな。

　なので速すみやかに模範演技とやらを終了しようとして、

　じー……

「！」

　とそこで、エリが何やら真剣な目でこっちを見ているのに気付いた。

　こちらの動きを一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見み逃のがすまいとしている視し線せん。それはもうこれ以上ないってくらいの熱心な眼まな差ざしで、明らかにここ（キスシーン手前）で模も範はん演えん技ぎが終わるだろうとは思っていない目である。

　──う、これはまさか……

　微び妙みようにイヤな予感がして隣となりを見ると、さらにそこでも光ひかりと美み羽うが（こっちはこっちで違ちがった好こう奇き心しんからだろうが）目を興こう奮ふん気ぎ味みに輝かがやかせながら「そのままいっちゃえいっちゃえ☆」的な視し線せんを送ってきたりしていた。

「……」

　後こう方ほう斜ななめ四十五度から飛んでくる三つの視線。

　それらはそれぞれ意い図としているものは違えど、どれも模範演技を次のステップまで続行する方向に促うながしまくっている。

　そしてトドメとして、

「じ、じ～……」

　なんか……目の前のツインテール娘までもが先を促すような目でこっちを見ていた。

　少しだけ赤らめた小さな顔をちょこんと上げて、その目の奥おくで〝だ、だってそうゆうシーンなんだから、ちゃ、ちゃんとやらないとエリちゃんに悪いでしょ？　べ、別にこれはただの演技で、深い意味なんてないんだからね……っ〟と言っている──ような気がする。いや俺の気の迷まよいかもしれんが。

「…………」

　とりあえず状じよう況きよう的てきには四し面めん楚そ歌かだった。

　もはやこの先をやらずに済すませられる状況ではないような気がする。

　まあ……何とかなるか。

　いかにキスとはいえしょせんフリだけである。その字じ面づらだけに惑まどわされてヘンに意い識しきすると逆ぎやくにロクなことにならんだろう。よし、ここは揚あげたてフライドポテトのようにサクッと済ませちまおう。

　そう決めて、おもむろに美み夏かの肩かたに手をかける。

「！」

　ぴくん、とその身体が釣つられたイワシのように小さく震ふるえた感かん触しよくを腕うでの先に感じ。

　ゆっくりと顔がん面めんを近づけようとしたところで──

　ピンポンパンポーン♪

　と、壁かべにあったスピーカーが鳴った。

『お知らせします。二年紫陽花あじさい組の乃の木ぎ坂ざか美夏さん……二年紫陽花組の乃木坂美夏さん……まだ残っていましたら職員室まで来てください。繰くり返かえします……二年紫陽花組の──』

　続いて流れたのはそんな放送だった。

「……」

「……」

「……あ、な、何だろ？　さっきの生徒会関係とかかな」

　数秒の沈ちん黙もくを挟はさんで美夏が思い出したかのように言った。

「分からんが……とりあえず行ってみた方がいいんじゃないのか？」

「あ、う、うん、そだね。そ、それじゃわたし、ちょっと行ってくるから。エリちゃん、あとはお願い！」

「あ、はい」

　そういい残して慌あわてたように部室を飛び出していった。

　なんか妙みように焦あせった感じだった。

「あーあ、いーところだったのに惜おしかったねー」

　周りで見ていた光たちが残念そうに集まってくる。

「もうちょっとでキスシーン完了だったのにー。綾あや瀬せおにーさん、もったいないことしましたねー」

「でもでもぉ、美み羽うはどきどきだったよぉ。ほんとにキスしちゃうのかと思った～。エリちゃんはどうだったぁ？」

「あ、はい。何というか、とても新しん鮮せんでした。男の人のだれかを想う時の空気というか、そういったものが少しだけ分かったような気がします」

「あー、そうか？」

「はい、とっても参さん考こうになりました」

　嬉うれしそうな顔で大きくうなずく。

　まあ……あんなんでも何かの足たしになってくれたなら幸さいわいだ。







　　　　４




　その後は特に何かアクシデントが起こることなく演えん劇げきは続けられた。

　美夏が職員室から戻もどってくるのを待って、再ふたたびの現代舞ぶ台たい芸術文化研究部四人による演えん技ぎ。

　先ほどの模も範はん実技が少しは役に立ってくれたらしく、エリもその後の演技では前よりも少しだけ迷まよいが晴れたような表情で主人公役をこなしていた。

　そしてそうこうしている内に時間は経けい過かし──

『全校生徒にお伝えします。下校時じ刻こくが迫せまっています。まだ校舎内に残っている生徒は速すみやかに帰かえり支じ度たくをすませて下校しましょう。繰くり返かえします。下校時刻が迫っています──』

　いつの間にか下校時間になっていた。

「あ、もうこんな時間か～」

　美み夏かが壁かべにかけられた時計を見上げて声を上げる。

「ん～、残念だな～。まだおに～さんに色々見せたいこととか話したいこととかあったのに～」

「楽しいと時間が経たつのが早いってほんとだねー。まだ綾あや瀬せおにーさんが来てから三十分くらいしか経ってないみたいな気分だよー」

「美み羽うも～、もっとおに～さんと遊んでたかったなぁ」

　光ひかりと美羽も名残なごり惜おしそうにそう言っていて、

　それをなだめるようにエリが、

「ええ、気持ちは分かりますけど、でも今日のところはもうおしまいにしないと。先生たちに注意される前に後あと片かた付づけをやってしまいましょう」

「は～い」

　というわけで後片付けを始める。

　演技で使った小道具を元の位い置ちに戻もどしたり着ていた衣い装しようをクローゼットに収しゆう納のうしたり。

　手分けして役割を分ぶん担たんしつつ、共同して作業を進めていく。

「あ、光、そこのジンギスカン用鍋なべは棚たなの上に置いてもらえますか？」

「りょーかい、エリちゃん！」

「美羽はぁ、あっちのトカレフを片付けるねぇ」

「おに～さん、ちょっとこっちのこれ手伝ってくれるかな～？」

「ん、おう」

　そんなほぼ九割が肉体労働の片付け作業。

　で、最後に残った信し楽がらき焼やきのタヌキ（なぜか演えん劇げきのクライマックス部分で使ったんだよ……）を美夏と二人で部室の隣となりにある準じゆん備び室しつにまで戻して帰ってきてみると、

「──あれ、エリちゃん？　みんな？」

「む？」

　エリたちがいなくなっていた。

　すっかり人の気け配はいのなくなった現代舞ぶ台たい芸術文化研究部室。

　見ればテーブルの上に一枚のメモ用紙。

　そこには、

『ちょこっと用事を思い出したのであたしたちは先に帰りまーす。美夏は綾瀬おにーさんと二人で戸と締じまりとかをよろしくね☆』

　と書かれていた。

　ふむ、何か急用でもできたんだろうか？　慌あわただしいことこの上ないが、まあ片付け自体は今のタヌキでほとんど終わってるから問題ないといえば問題はないが。

　だが美夏は、

「も、も～、光たち、余よ計けいなことするんだから……」

「？」

「こ、こうゆうことばっかり率そつ先せんして積極的に動いてさ～。もっと他にやることがあるってゆうか……ぶ、ぶつぶつ……」

　メモ用紙に目を落としながらなんか渋しぶい顔をしていた。どうかしたんだろうか？

「どうした、何かあったのか？」

　不ふ思し議ぎに思って訊きいてみると、

「え？　あ、な、何でもないよっ。そ、それより後は戸と締じまりと簡かん単たんな掃そう除じだけだから、ぱぱっとやっちゃお、ぱぱっと」

「ん、おお、そうだな」

　うなずき返して、

　二人で床ゆかをホウキで掃はいたり窓まどを閉めたりしていく。

　残っていたのは本当に何てことのない作業だけだったので、十分もかからずにそれらは全て終わった。

「は～、これで終わりだね」

「そうだな。んじゃ時間も時間だしさっさと帰るか──」

　テーブルの上に置いてあったカバンを持ち上げてそう言いかけたその時だった。

　コンコン！

　いきなり部室のドアが強い調子で叩たたかれた。

　む、何だ？　もしかしてとは思うが何か忘わすれ物ものでもしてエリたちが戻ってきたのか？　しかしそれにしては叩き方が乱らん暴ぼうだが……などと考えていると「おに～さん、こっち！」と腕うでがぐいっと横に引ひっ張ぱられた。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「まだ残ってる人がいるのですか！」

　バタン！　と強きよう烈れつな勢いきおいでドアが開かれた。

　ドアの向こうから鼻息の荒あらい闘とう牛ぎゆうのように勢い込んで現れたのは……三十歳くらいのメガネをかけた女の人。見回り役の先生なのか、メガネをギラギラと光らせながら厳きびしい眼まな差ざしで部室内を見回している。

（あちゃ～……よりによって大おお奥おくセンセイだ……）

　さっきの一いつ瞬しゆんで俺を引っ張り込んだ掃除ロッカー上部の隙すき間まから部室内を見て、美み夏かがため息を漏もらす。

（大奥先生？）

（うん、大奥まどかセンセイ。三十二歳独身で趣しゆ味みは月一のヨガ教室と通つう販はん、教職と神様に人生を全部捧ささげてる感じの超おカタイ性格で、規き則そくとか道どう徳とくとかにすっごくうるさいんだよね～）

（……）

　それはまた典てん型けい的てきなお局つぼね様タイプだな。実にお嬢様学校らしいというか……

（おまけにあのセンセイ、あんまこっちの言うことに聞く耳もたないんだよ。だからおに～さん、見つかったら色々と面めん倒どうだと思う。いなくなるまでここでやりすごすしかないかも）

（そうだな……）

　確たしかにそれが無ぶ難なんか。

　わざわざ飛んで火にいる夏の虫（いや何度も言うが今は冬だが）になることもあるまい。

　そう決めて息をひそめながら大おお奥おく先生とやらが立ち去るのを待つことに決めたものの、

　そこで一つ問題があった。

　俺たちが隠かくれている場所。

　そもそもロッカーというモノは人が二人同時に入るようには作られておらず、高さ百八十センチ奥おく行ゆき五十センチほどの空間の中は明らかに定員オーバーであり──

（ちょ、ちょっとおに～さん！　今足踏ふんだよ……）

（しょ、しょうがないだろ、狭せまいんだから）

　ロッカー内はバッテラのスシ詰づめ状じよう態たいだった。

　状じよう況きようとしては美夏がヒザを立てるようにして片足を上げていて、その間に俺の腰こしを含ふくめた身体がずっぽりと挟はさまって（？）いるカタチである。状態の割に意外に密みつ着ちやくしているというか……ぬ、ぬう、なんか前にもアキハバラのコスプレショップの試着室で春はる香かと似にたようなやり取りをやったような覚えがあるな。こういう狭い場所での密着プレイに縁えんがありやがるのか……

（だ、だからヘンな風に動かないでってば～）

（わ、悪い、だけどどうしようもなくてだな……）

（わ、分かってるけどさ……あ、な、何か硬かたいものが腰のところに当たって──え、お、おに～さん、まさか!?）

（ち、違ちがう！　それはベルトだ！　そ、そういったモノじゃない！）

（？　そういったものって？　携けい帯たいとかじゃないの？）

（え、あー、い、いや……）

　そんな感じでロッカーの中でもぞもぞと少しばかり頭が悪そうなやり取りをしていて、

　その間大奥先生は試し着ちやくスペースの中を調べたりソファの後ろを覗のぞき込こんだり色々と小こ姑じゆうと的てきチェックをしていたが。

　やがて、

「……だれもいないみたいですね。物音が聞こえたような気がしましたけれど、気のせいだったのでしょうか。それにしても電気は点つけっ放ぱなしだし鍵かぎまで置きっぱなしでそのまま帰ってしまうなんて……まったく、なってません。これだから学院内の規き律りつが乱れてひいては日本の教育現場が崩ほう壊かいして私の婚こん期きも遅おくれて……くどくどくどくどくどくどくどくど……」

　そうメガネのフレームを何度も指で直しながら一人ぶつぶつと愚ぐ痴ちを言って、部室から立ち去っていった。

「ふう……」

　廊ろう下かを叩たたくヒールの音が遠ざかるのを確かく認にんして、ロッカーから二人崩くずれるようにして這はい出だした。なんかすげぇ疲つかれたな……

　とりあえずこの場はしのげたが、あの調子ではいつまた戻もどってくるか分からないだろう。

　まただれかと遭そう遇ぐうしない内に早々にこの場から退たい散さんした方がよさそうだ。

「美み夏か、とっとと帰ろう」

　ツインテール娘を促うながしてドアから外に出ようとして、

「……ん？」

　ガチャガチャ。

　ドアノブがうまく回らないことに気付いた。

「これは……」

　なんか……鍵がかかっているみたいだった。







「げ、大おお奥おくセンセイ、ご丁てい寧ねいに鍵かけていっちゃったの!?」

　美夏が慌あわてたような様よう子すでぱたぱたと駆かけ寄よってくる。

「ここの部へ屋や、外から鍵をかけられたら中からは開けられないんだよ。だからエリちゃんたちも鍵を置いていったのに……」

「そうなのか？」

「う、うん……」

　まあそういうタイプの部屋はたまにあるっちゃあるが。

「あ～、まずいな～。ここ、ドア以外に出口がないからこうなるとどうしょうもないんだよ……。四階だから窓まどから出るのもムリだし、カバンも教室に置きっぱなしだから携けい帯たいもないし……ど、どうしよ、おに～さん……？」

　ツインテールを震ふるわせながら不安げに見上げてくる美夏。

　むう、確たしかに割と手て詰づまりな感じだな。部室内に電話や内線等はないし、俺の携帯もカメラが付いているものは盗とう撮さつ防ぼう止しのため部外者は持ち込み不ふ可かだという理由で入校時に警けい備び員いんに一時預あずけ状じよう態たいにされている。外部への連れん絡らく手しゆ段だんはほぼ断たたれたと言っていいだろう。

　とはいえ、

「まあ……何とかなるだろ」

「え……？」

「まただれか見回りに来るかもしれんし、それにここに来る時に門のところで名めい簿ぼに記き帳ちようしてるから、いつまでも出て来なかったらそっちが見に来るかもしれんしな」

「で、でも……」

「心配するなって。それでもダメなら最悪、ドアをぶち破るなりなんなりすればいいさ」

　多少バイオレンスというかイリーガルなやり方だが、それでも俺がやったことにすればツインテール娘が怒おこられることはあるまい。

　いずれにせよその気になれば手しゆ段だんはいくらだってある。

　不安がるツインテール娘の頭をぽんぽんと叩たたいてそう言うと、

「おに～さん……落ち着いてるね」

「ん、そうか？」

「うん、なんか、大人～って感じ」

　まあ何だかんだでこれまで色々とアレな状じよう況きようには遭そう遇ぐうしてきたからな。似にたようなクローズドシチュエーションならこの前の冬山遭そう難なんの方が生命に直結していた（と主しゆ観かん的てきには感じていた）分だけ遥はるかに切せつ羽ぱ詰つまってたわけだし。

「……ん、でもそだね。確かに慌あわてたってしょうがないし、おに～さんを信じてだいじょぶだって思うことにするよ」

「ああ、そうしてくれ」

「だめだったら責任とってもらうんだから♪」

　えへへ～といたずらっぽく笑ってちょこんと身を寄せてくる。

　そういった次し第だいで、ひとまず様よう子すを見てみることにした。

　二人並ならんでソファに座すわって、窓の外で薄うっすらと白しらみ始はじめた月を見上げる。

「でもなんかこうしておに～さんと二人だけになるのって、ずいぶん久しぶりな気がするな～」

　と、美み夏かがそんなことを言った。

「ん、そうだっけか？」

「うん。たぶんお姉ちゃんの誕生日プレゼントを買いに行った時以来くらいじゃないかな。あれってもうけっこう前のことだよね～」

「もうそんなになるのか……」

　春はる香かの誕生日といえば十月──今から四ヶ月近く前のことである。

　確たしかにあれから美夏と二人で何かをするってことはなかった。色々と忙いそがしかったし、何だかんだでこのツインテール娘はメイドさんたちといっしょにいることが多かったため、二人だけというシチュエーションは意外になかったのだ。

「だからこうゆうのもたまにはいいかも。おに～さんをひとりじめできた感じで、なんか得した気分ってゆうか。大おお奥おくセンセイに少しだけ感かん謝しやしなきゃかな♪」

　ちょっとだけ照れたように笑う。

　ふむ、それについては少しだけ同感かもな。コトの発ほつ端たん自体はイレギュラーによるものだが、たまにはこうしてツインテール娘と二人でゆっくりと時間を過ごすってのは悪くないかもしれん。何だかんだで美み夏かとの会話は楽しいわけだし。

　そんなことを思っていると、

「でさでさ、そうゆうわけで今って二人きりなんだよね～」

「ん？」

「だ・か・ら、今ここにいるのはわたしとおに～さんの二人だけなんだよ？　おんり～ゆ～あんどみ～？」

「？　いやそれは分かってるが……」

　二人で閉じ込められてるんだから二人だけなのは当然である。

　すると美夏は両手を自分の頰ほおに当てて恥はじらったように身をよじらせて、

「も～、ノリ悪いな～。夜の学校でいたいけで儚はかなげな美少女と二人だけ……男の子なら一度は夢見る素す敵てきシチュエーションでしょ？　ほらほらおに～さん、どきどきとかしない？　それともむらむら？　きゃっ♪」

　そんなアレなことを言い出した。

「……いや、せんが」

　即そく答とう。

　てかそれ以前にいたいけで儚げな美少女ってのはだれだ。

「え～、何それ？　てゆうかこ～んなかわいい美夏ちゃんを前にして無む反はん応のうなんて、おに～さん、どっかおかし～んじゃないの？」

　むす～っとした顔になる美夏。

「そう言われてもな……」

「む～、じゃあこんなのはどう？　ほらほら、せくし～でしょ」

　両手を頭の上で組み、ぱちぱちと片かた目めをつむりながら胸むねを突つき出だすようなポーズをしてくる。

「他にもこれなんてすごくない？　女め豹ひようのポーズだよ？　がお～♪」

「……」

　いや女豹というか、いいとこ仔こ猫ねこが寝ね起おきの伸びをしてるようにしか見えんのだが……

　思わずそんな冷静な突つっ込こみを入れちまう俺に、

「こ、これでもだめなの？　だ、だったら……」

　ツインテール娘なりに何か譲ゆずれないものがあるのかスカートのすそをちらちらさせたり机の上で足を組み替えたり色々とやってくる。だが──

「……うーむ……」

　なんかいまいちピンと来ないんだよな。

　ツインテール娘がそれをやってもなんかちぐはぐ感があるというか、行動と外見が合ってないって感じだ。

　そんなことをしていると、とうとう美み夏かがキれた。

「こ、これは屈くつ辱じよくだよ！　女として、一人の人間として負けた気分だよ！」

「いやそんな大げさに考えんでも……」

「ん～ん、これはもう戦いなの！　わたしとおに～さんの意地とプライドを賭かけた戦い！　こうなったら──」

「？」

　きゅっと目をつむると、

「こ、こうなったらもう──最後の手しゆ段だん。えいやっ！」

「!?」

　妙みようなかけ声を発しながらツインテール娘が次に採とったのは……ツインテールをぶんぶんと振ふり回まわしての正面からの特攻だった。

「ぬおあっ!?」

　いかにツインテール娘がちんまくて超軽量級とはいえまったく予よ期きしていなかったところの一いち撃げきである。俺は胸の辺あたりにプチソフトな衝しよう撃げきをダイレクトにくらって……そのまま後ろに押おし倒たおされる格かつ好こうでソファの上に軟なん着ちやく陸りくした。

「な、何すんだ、いきなり！」

　今の拍ひよう子しでズレたメガネを直しながらちょうど腹の上に馬乗りになる姿し勢せいで乗っかったツインテール娘を見上げて抗こう議ぎするも、

「な、何するもなにも、最終手段だよ。どうしてもわたしのことを意い識しきしてくれないおに～さんへの最後の対たい抗こう措そ置ち。お、お母さんも言ってたもん、『あら、どうしても殿との方がたがこちらを意識してくれない時？　そうね、そういう時はいいから黙だまって押し倒してしまいなさいな、うふふ♪』って……」

「……」

　いや秋あき穂ほさん、またそういう色々と物ぶつ議ぎをかもし出しそうなことを……

　乃の木ぎ坂ざか家け二児の母の無む邪じや気きな笑え顔がおを思い出して心の中でため息を吐つく俺に、

「ど、どう、す、少しはどきどきしてる？」

「は？」

「だ、だから、ど、どきどきしてる？　って訊きいたの。さ、さっきから色々やってるのにおに～さん、全然涼すずしい顔でさ……。も、模も範はん演えん技ぎの時もそうだよ、な～んかあっさりってゆうかすっごく淡たん白ぱくだったんだもん。わ、わたしは何だかいっぱいいっぱいだったのに、おに～さんだけ何ともないなんて……」

　そこで美夏はちょっとだけ顔を横に逸そらして、

「そんなの……ずるい、じゃん」

　そうぽつりとつぶやいた。

　その表情は何だか今までにないくらい大人びたというか思わずハッと息を飲んでしまうようなもので……む、少しだけ心臓が不正挙きよ動どうするのを感じるな。

　おまけに考えてみれば今は体たい勢せいも体勢である。

　ヒザから先をハの字にして制服のスカート姿すがたのままぺたりと俺の腹の上に座すわり込こんだ騎き乗じよう型がた逆ぎやくエロマウントポジション状じよう態たい。加えて窓まどからのかすかな月の光に照らされて少し瞳ひとみが潤うるんだ美み夏かの顔はどこか色っぽく見えたりして……

　さすがに……これはまったく何かを感じていないとは言えんかもしれん。

「だ、だから……」

「ぬ、ぬ？」

「だ、だから、お、おに～さんも同じくらいどきどきさせてやることにしたの。胸むねがどきどきばくばくして、心しん拍ぱく数すうが心配なことになっちゃうくらい。そ、それで──」

　そう言うと、

　美夏は両手で俺の顔を両側からがしっと挟はさんでぐいっと強ごう引いんに自分に近づけて、

「そ、それで……それはもう寝ねても覚さめてもわたしのことを忘わすれられないように……おに～さんの中がわたしでいっぱいになるように……み、みっかみかにしてあげるんだから……っ」

　そう顔を真っ赤にしながら大きな声で宣せん言げんした。

　それはもう、部室内に反はん響きようしてエコーを残すほどのものだった。
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「……」

　い、いや、これはどうしたらいいんだろうか。

　顔をほどよく熟うれた国産姫イチゴみたいに赤くして一いつ生しよう懸けん命めいな美み夏かの様よう子すは何だか新しん鮮せんで視し線せんが離はなせない感じなんだがそもそもみっかみかにしてやると言われても何が何だかよく分からんというかだいたいそれ以前に何だって俺はこんなところでツインテール娘に顔を万まん力りきのように挟はさまれているのかってことからして意味不明であり己おのれのレゾンデートルがよく分からなくなる状じよう況きようで……

　半ば混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいる。

　その時だった。

「ええと～、良い雰ふん囲い気きのところを申もうし訳わけありませんが～」

「!?」「!!」

　突とつ然ぜん背はい後ごから響ひびいたそんな声。

　どこか間ま延のびしていてのんびりとしたこの声は、まさか……

　驚おどろきとともに振ふり返かえるとそこには予想通りというか何というか……見み慣なれたメイド服姿すがたのにっこりメイドさんとちびっこメイドが並ならんで立っていた。

「な、那な波なみさん、アリスちゃん!?」

　美夏がバッ！　と俺の顔から手を離し立ち上がる。「な、何で？　何で二人が、こ、ここに……？」

　美夏の問いに、

「はい～、夕食のお時間になっても美夏様がお帰りになられないので様子を見に参まいったのですが～。あの～、もしかして私たちものすごくお邪じや魔までしたか～？」

「──（こく？）」

　いつも通りのにっこり笑え顔がおで楽しげに首をかたむける。

　いやまったくもって気け配はいというかドアを開けた音すら聞こえなかったんだが。てか鍵かぎがかかってたドアをどうやって開けたんだこの人たち……

　メイド長さんのみにとどまらない相変わらずの乃の木ぎ坂ざか家けメイド隊の超スキルに呆ぼう然ぜんとなる俺たちに、

「ええと～、それでしたら私たちのことはお気になさらず結けつ構こうですので、どうぞ続きをやってくださいな～。美夏様の思うまま、みっかみかにしてさし上げてくださって結構ですから～♪」

「──（こくこく）」

「な、な……」

　完全停てい止ししたまま言葉を失う美夏。

　その顔が圧あつ力りよく式しき急速湯ゆ沸わかし器きのようにか～っと超高速で真っ赤になっていき……

「美夏様～？」

「──（こく？）」

「に……に……」

「に？　肉にく球きゆう……ですか～？」

「──（こくこく？）」

「に……に……に……」

　そして、

「にゃあ～～～!!!!」

　ほとんど半泣きのような絶ぜつ叫きようが、校舎中に響ひびき渡わたったのだった。
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「も、もう、那な波なみさんなんか知らないんだからっ」

　学校からの帰り道。

　顔を赤くしたままの美み夏かがぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませながら隣となりを歩いていた。

「そ、それは心配して迎えに来てくれたのは嬉うれしいし、助かったと思うよ？　で、でもあんな脅おどかすみたいに唐とう突とつに出て来てさ～。い、いるならいるってちゃんと言ってくれればわたしだって……」

「あらら～、いちおうノックはしたのですが～」

「──（こくん）」

　頰に手を当てながらやんわりと小首をかたむける。

　それを見た美夏は疲つかれたようにため息を吐ついて、

「は～……お姉ちゃんの気持ちが少しだけ分かった気がするよ……」

「あー、で、でもまあ結果的にはよかっただろ。無ぶ事じに脱だつ出しゆつもできたし……」

　がっくりと肩かたを落とす美夏をフォローする。

　あの後にっこりメイドさんとちびっこメイドの先せん導どうで、大おお奥おく先生やら他の教師たちに見つかることなく（門も素す通どおりで）俺たちは平へい穏おんに下校することに成功していた。

「う～、それはそうなんだけどさ～……」

　複雑な表情になる美夏。いまいち納なつ得とくがいってないって顔である。その気持ちは分かるっちゃ分かるんだが……

「とにかく細かいことは忘わすれてだ、今日はもう家に帰ってのんびりとメシでも食べてだな──」

　もう少しだけフォローしようとして、

「──じゃあおに～さん、抱だっこして」

「は？」

　いきなりそんなことを言い出した。

「だから抱だっこだよ。ここからお家うちに帰るまでの間でい～から。おに～さんだって男の子なんだから、それくらいできるでしょ？」

　いや何が「じゃあ」なのかさっぱり分からんのだが。

　戸と惑まどう俺に美夏は「ほらほらいいから早く～」とぴょこんと飛びついてきた。振ふり払はらうわけにもいかず、結果として半強制的に抱っこ状じよう態たいとなる。

「お、おい……」

「え、えへへ～、抱っこ、抱っこ～♪」

　ツインテールを揺ゆらしながらそんなことを口ずさむ。

　まあこういった甘えっぷりはいつも通りっちゃあいつも通りなんだが……

　何となく釈しやく然ぜんとしない気分でいると、

「わたし、まだ諦あきらめたわけじゃないんだからね～」

「え？」

「おに～さんをどきどきむらむらさせるの。いつかほんとにわたしのす～ぱ～＆ぐれ～とな魅み力りよくで、骨ほねのズイまでおに～さんをみっかみかにしてあげるんだから♪」

　俺の腕うでの中に収おさまりながら手でピストルの形を作って、

　こっちに向かってば～ん♪　とそれを発はつ射しやすると、楽しげににっこりと笑ったのだった。
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　何かがおかしい。

　そのことに気付いたのは、一月もほとんど終わりになってのことだった。

　いや何がおかしいって、別にうちのアホ姉が突とつ然ぜんカバディに目め覚ざめて朝から晩ばんまでカバディカバディ連れん呼こし始めたり、幼おさな馴な染じみの信のぶ長ながが女じよ装そうに目覚めて真ま尋ひろちゃんと姉妹になったとかってわけじゃない。まあそれらもそれらでまったくあり得ない話じゃないってのが怖こわいところなんだが、とりあえず今のところ（心からありがたいことに）そういう兆ちよう候こうは見られない。

　なのでそれは置いておくとして。

　おかしいのは……椎しい菜なである。

　今も隣となりの席で四時間目の教科書やノートを片かた付づけているフレンドリーテンタクル娘。

　その様よう子すがここ最近いつもと少し違ちがうのである。

　どこかよそよそしいというか雰ふん囲い気きが違うというか、話しかけても何となく上うわの空そらのことが多い。挨あい拶さつとかも微び妙みように硬かたい感じだし、普ふ段だんの会話もなんかぎこちないような気がする。

「……」

　うーむ、これはもしやとは思うが例の信州旅行での露ろ天てん風ぶ呂ろ遭そう遇ぐうイベントの一件が尾おを引いてるんだろうか。だがあれはもう二週間も前のことだし湯ゆ煙けむりやら何やらで結局ダイレクトには、その、アタックポイントは見てはいないわけだし、俺的にはすでに解かい決けつしたもんだとばかり思っていたんだが……。しかしもしもそれが原げん因いんだとしたら、近々機会を見てもう一度ちゃんと謝あやまっておいた方がいいのかもしれんな……

　などと考えていたら、

「お……」

「あ……」

　ふと椎菜と目が合った。

　それは別に普ふ通つうのよくある視し線せんの交こう差さに過ぎなかったのだが、

「！」

　しかしなぜか椎菜は焦あせったようにガタッ！　と机を揺ゆらして、

「あ、ど、どうしたの、裕ゆう人と」

「え、いや別にたまたまそっちを見ただけなんだが……」

「そ、そう……」

　微妙に目を泳がせながらは～っと息を吐ついた。

　その様子は明らかに挙きよ動どう不ふ審しんだった。

　──今日は朝からなんかずっとこんな感じなのである。

　うーむ、ここのところ様よう子すが変なのは確たしかなんだが、それも今日は輪わにかけておかしい気がするな。予よ防ぼう接せつ種しゆを直前に控ひかえた仔こ猫ねこみたいというか……

　どう対たい応おうしていいものやら微び妙みように困こん惑わくしていると、

「──あ、あのさ、裕ゆう人と」

「ん？」

　と、椎しい菜なの方から遠えん慮りよがちにそう声をかけてきた。

「えっと、その、これからお昼だよね？　てことはお昼ご飯、だよね……？」

「？　ああ、そうだが……」

　まあ四時間目の後は昼に決まっていて、そして昼にやることといえば昼食に決まっている。まかり間ま違ちがってもリンボーダンスをやったりはせんだろう。

「う、うん、そうだよね。それは分かってる、分かってるんだよ……」

「？」

　一体何が言いたいんだろうか。

　するとそこで椎菜は思い切ったかのようにぐっと身を乗り出してきて、

「あ、あの、だ、だったらさ！」

「ん？」

「だ、だったらさ、今日はあたしといっしょに──」

　何かを言おうとしたところで、

「椎菜ー、いっしょにお昼食べようよー！」

「！」

　澤さわ村むらさんの声が教室に響ひびき渡わたった。

「今日は学食でイカリング付きのＡ定食が半はん額がくセールなんだってー。麻ま衣いが先に行って席取ってるから椎菜も早く行こうよ──あ、もしかしてなんか取り込み中だったー？」

「あ、う、ううん、何でもないの！」

　椎菜が慌あわてて首をぶんぶんと振ふる。

「そうー？　なんか綾あや瀬せっちに用があったみたいだけどー」

「りょ、良りよう子この気のせいじゃない？　う、うん。きっとそうだよ、そうに違ちがいないよ。じゃ、じゃあ裕人、あたし行くからっ！」

「ん、ああ……」

　そう言って椎菜は大きめの紙かみ袋ぶくろを抱かかえて逃にげるように澤村さんと行ってしまった。

　やっぱり何をどう考えてもヘンだよな……？







　昼休みが終わっても、椎しい菜なはおかしいままだった。

　どことなくそわそわしているというか、落ち着かない感じ。

　見るからに普ふ通つうでないんだが、訊きいてみても「う、ううん、何でもないって。あ、あたしはいつも通りのあたしだよ？」みたいな答えが返ってくるだけで、いまいち要よう領りようを得ない。むう、気にはなるものの椎菜本人がそう言う以上は俺があれこれ気を揉もんでも仕方がないか。まあこのフレンドリー娘もフレンドリー娘で色々あるんだろう……と思い、なるべく気にしないことにした。

　そして放課後。

「あ、裕ゆう人とさん、すみませんが今日はお先に失礼しますね」

「ん、またな、春はる香か」

「はい、ごきげんよう、です♪」

　これから乗馬のレッスンだという春香と教室で別れ、

　特にやることのなかった俺も支し度たくをしてとっとと帰ることにした。

「じゃあな、椎菜」

「あ、う、うん、ばいばい」

　やはりどこか浮うわついた感じのままの椎菜にも挨あい拶さつをして教室を出る。

　相変わらず特にやることはないし、今日は（も）由ゆ香か里りさんが家に来るとか言っていた。早く帰って酒とツマミを用意しておかないとまたダダをこねて「裕くんが最近冷たい……やっぱり春香ちゃんみたいないい娘こが傍そばにいるとおねいさんみたいな過去のオンナは用よう済ずみなのね……しくしく……」みたいなめんどくさいことになるだろう。

　少しだけ早足で廊ろう下かを抜ぬけ、昇しよう降こう口ぐちで上うわ履ばきを履はき替かえて校舎の外へ。

　運動部の「だりゃあああ！」だの「チェストぉおお！」だのの微妙に間違った気合いの声を何となく聞きつつ校門を抜ける。

　学園近くの河か川せん敷しきの道をダラダラと歩いていき、途と中ちゆうにある公園に差しかかった辺あたりで、

「お」

　と、そこであるものを見つけた。

『タコタコ☆パラダイス』と書かれたハデな色のカンバン。

　これはこの辺りに時々やって来る移い動どう屋や台たいなんだが、ウマい上に値ね段だんの割にタコがたくさん入っているとクラスの中で評判なのである。ちょうど焼き上がったところのようだし、とりあえずワン公二人に持って帰る手て土産みやげにはいいかもしれん。

　そう思いカバンの中から財さい布ふを取り出そうとした時のことだった。

「ゆ、裕人！」

「？」

　ふいに後ろから声をかけられた。

　つい先ほど聞いたばかりの声。

　見ればそこには制服の上にコートを着込んだ椎しい菜なの姿すがたがあった。

「椎菜……？」

　学園からここまで走ってきたのか椎菜は肩かたではあはあと息をしていて、その手には昼に見かけた大きめの紙かみ袋ぶくろが握にぎられている。？　どうかしたんだろうか。椎菜の帰り道はこっちじゃなかったと思うんだが。

「どうしたんだ？　こっちに何か用事でもあったのか？」

「あ、う、うん、ちょっと……」

　そう小さくうなずくと椎菜は、少しためらうような素そ振ぶりを見せつつもこちらに向かってゆっくりと近づいてこようとする。

　だが俺の後ろにあるタコヤキ屋のカンバンを見てぴたりと足を止めた。

「え、ゆ、裕ゆう人と、もしかしてタコが好きなの……？」

「え？」

「だ、だって、そこにあるお店ってタコヤキ屋さんだよね……？　タコヤキ屋さんはタコを焼くお店で、イカを焼くお店じゃない……。それってつまり裕人は実はタコが好きで好きでしょうがないってことに……」

　何やらショックを受けたような表情になる。

「え、いや、別にそこまでタコ好きなわけじゃ」

　否ひ定ていしようとするものの、

「う、ううん、いいよ、そんな気を遣つかってくれなくても。そ、そっか、裕人はタコ派なんだ。てっきり今までイカ派だと思ってたのに……」

「気を遣うとかじゃなくてだな……」

　根本的に何か勘かん違ちがいをしてるみたいである。てかそもそも何の話だ、これは。

　ラチがあかなかったのでとりあえず話題を変えようとして、

「あー、それより何か用事があるんじゃないのか？」

「え？」

「そのためにわざわざこんなところまで来たんだろ？　どうしたんだ」

「あ、え、えっとそれは……」

　そう言った途と端たんに椎菜の表情が一変した。

　ちらちらと手の中の紙袋に目を落としたかと思うと、

「な、何でもないの！　あ、あたし、知らなかったから。ゆ、裕人がイカよりタコを好きだなんて思わなくって……ごめんっ！」

「あ、おい」

　くるりと背せを向けて一いち目もく散さんに走り出した。

　いやもう何が何だかさっぱり分からんのだが。

　ともあれ放っておくわけにもいかん。俺も追いかけて走り出そうとして、

「！」

　椎しい菜なの走るその先に、小さな段だん差さがあるのが見えた。

　正面の位い置ちからは死角になっていて、知らなければまず引っかかってしまうような段差。

　そして走るのに必死な椎菜には当然それが見えていないようであり、

「椎菜、危あぶない！」

　大声を出して呼よびかけるも──

「え──」

　次の瞬しゆん間かん。

　段差に足を取られた椎菜が、大きくバランスを崩くずしたのだった。
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「──というわけで、今日の欠席者は天あま宮みや椎菜ちゃん一人です……」

　教きよう壇だんの由ゆ香か里りさんが二ふつ日か酔よいでクリオネみたいになった顔色でそう教室内を見み渡わたす。

「ええと……何でも昨日の帰りに段差で足を踏ふみ外はずしてネンザしちゃったみたいで、全ぜん治ち二週間だそうです。踏み外したのが人生でなくてよかったけど、けっこう大変みたい……みんなもケガには気を付けましょう……。…………ああ、というか私が欠席したい……ワインが、昨日の赤ワインがすぐ喉のど元もとにまで……っ」

　最後の方の戯ざれ言ごとはだれも聞いていなかったが、前半の椎菜欠席の報ほう告こくにはクラス全体がザワザワとざわめいた。皆みな「椎菜ちゃん、どうしたんだろう……？」「天宮さんがケガなんて、珍めずらしいよな？」「ぜ、全治二週間なんて、だ、大だい丈じよう夫ぶなのかな……？」など椎菜のことを心配している様子だ。

　それを見たセクハラ音楽教師＠二日酔いは、

「……ううっ、だれも先生のことは心配してくれないのね……これも私が悪いんじゃなくてボルドーとカルベネソーヴィニョンとボジョレーが悪いのに……。いいわよいいわよ、こうなったらもう職員用の談だん話わスペースに置いてある〝まりもっこり人形（阿あ寒かん湖こ特産）〟にでも慰なぐさめてもらうことにするから……しくしく……」

　そう言いながらホームルームを終えると、蘇そ生せい一日目の新米リビングデッドのようにふらふらと教室を出て行った。

　まあこの人が二日酔いでグダグダなのは珍しいことでも何でもない上に、昨日もルコと二人でボウリングが二フレームできるほどのワイン瓶びんを空あけてた酔よっ払ぱらい相手にヘタな同情など無用ってもんである。

「天あま宮みやさん、だいじょうぶでしょうか……？」

　こっちの席までやって来た春はる香かが心配そうな声で目を向けてくる。「天宮さんがケガなんて、今までなかったのに……」

　同じように集まってきていた澤さわ村むらさんと朝あさ比ひ奈なさんも、

「ほんと、あの運動神しん経けいのカタマリみたいな椎しい菜なが段だん差さで足を踏ふみ外はずしてネンザだなんて、世も末だよー。なんかよっぽど真しん剣けんな考え事でもしてたのかなー」

「でも心配だな。大だい丈じよう夫ぶかな、椎菜ちゃん……」

　そう話しながら顔を見合わせる。

「……」

　というか全ぜん治ち二週間だなんてそこまで大変なことになっているとは、俺にも初耳だった。

　昨日の公園でのアクシデント。

　確たしかに椎菜は段差で足を踏み外して転ころんだんだが、その後は特に変わった様よう子すはなかった。

　すぐに何事もなかったかのように立ち上がり「あ、あいたたた、やっちゃった、あ、あはは……」と苦笑いをしていた。痛いたがるだとか足を引きずるだとかそういう素そ振ぶりはまったく見せずそのまま帰っていったため、それ以上はあまり印いん象しように残らなかったのだ。なのでてっきり大したことがないもんだと思い込んでいたんだが……

　それが全治二週間でしかも欠席とは、あの時は俺に遠えん慮りよして隠かくしてたんだろうか。それとも後になってひどくなってきたのか……

　いずれにせよ現場にいてまったく気付けなかった俺はアホの子もいいところである。

　昨日の自分の鈍にぶさ加か減げんに自己嫌けん悪おしていると、

「──やせっち、綾あや瀬せっち、聞いてるー？」

　澤村さんが俺の顔の前で右手をぶんぶんと振ふっていた。

「え、あ、悪い、何だっけ？」

「何だじゃないよー。今みんなで、今日授業が終わったら椎菜のお見み舞まいに行こうって話してたんじゃーん」

　腰こしに片かた手てを当ててぴっと指を立ててくる。

「私と麻ま衣い、春香ちゃんはもう行くってことで決定済ずみだよ。当然綾瀬っちも行くよねー？」

「ん、ああ」

　もちろん行くに決まっている。

「よし、決まりー。それじゃ四人全員参加ってことでおっけーだねー。帰りのホームルームが終わったら私の席に集合！　忘わすれて帰ったりしたらあとでオシオキだからねー」

「それじゃあまたあとでですね、春香ちゃん、綾瀬くん」

　そう言って澤村さんと朝比奈さんは自分の席へと戻って行った。

「天あま宮みやさん……大したことがないといいですね」

　春はる香かがだれも座すわっていない俺の隣となりの席を見ながらぽつりとつぶやく。

「ああ、そうだな……」

　こうして、放課後に皆で椎しい菜なの家にお見舞いに行くことになった。




　ちなみにこれはかなーりどうでもいい話だが。

　朝のホームルームが終わって三十分後。職員用談話スペースにある〝まりもっこり人形（阿あ寒かん湖こ特産）〟の前でどこぞのセクハラ音楽教師が真っ赤な血だまりのような液えき体たいの中で倒たおれているのを、たまたま通りかかった教師の一人が発見した。

　まるで血の海の中で溺おぼれているかのような惨さん状じよう。

　発見された当初はその周辺情じよう況きようからやれ殺人事件だの〝まりもっこり人形〟の呪のろいだのと大おお騒さわぎになったんだが……およそ五分後に、駆かけつけた校医の斉さい藤とう先生により実は単に赤ワインをリバースしてその中で寝ねていただけとのことが判はん明めいし、騒ぎは一いつ瞬しゆんで収しゆう束そくした。

　人騒がせなことこの上ないセクハラ音楽教師はそのまま保健室に搬はん送そうされ点てん滴てきを受けた後に、職員室まで呼よび戻もどされて学年主任の教師からきついお叱しかりを受けたとか。

　……いや深しん層そう無む意い識しきの底そこからどうでもいい話なんだがな。
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「えーと、確たしかこの辺だったと思ったんだけどー」

　澤さわ村むらさんがそう言いながら辺あたりをきょろきょろと見回す。

「うーん、前に来た時はほとんど椎菜に案内してもらったからなー。いまいち覚えてないっていうかー。麻ま衣いはー？」

「あ、う、うん、私もあんまり……」

　朝あさ比ひ奈なさんもちょっと困こまったような顔を見せる。

　と、

「えと、あちらではないでしょうか？　ここにあるこのお店がさっき言われていた〝こんびにえんすすとあ〟さんですから……」

「あ、そうだそうだー。うんうん、さすが春香ちゃんー」

「ほんと、すごいです」

「え、そ、そんな……」

　澤村さんと朝あさ比ひ奈なさんに同時にそう言われて、春香が恐きよう縮しゆくしたように顔の前で手を振ふる。

　放課後。

　俺たちは朝に約束した通り、見み舞まい品ひんを持って椎しい菜なの家へと向かっていた。

　メンバーは澤さわ村むらさん、朝あさ比ひ奈なさん、春はる香か、俺の四人。

　三馬鹿を除のぞく信州旅行のメンバーである。

　他にもクラスメイトたちが男子女子を問わずに何人も（三馬鹿含む）名乗りを上げていたのだが、あくまで見舞いである以上あまり大人数で行くのもどうかということで、代表のような形で俺たちが行くことになったのだ。

　で、その椎菜の家だが、学園から電車で二駅ほどの距きよ離りにあった。

　街の中心部からは少し離はなれた閑かん静せいな感じの、比ひ較かく的てき新しん興こうの住宅地が集まっている地ち域いきである。

「あ、ここだここだー。うん、前に見たのと同じだから間ま違ちがいないよー」

　澤村さんが指差していたのは十字路に面した高台にある六階建てのマンション。

　そこの五階の角かど部べ屋や──五〇一号室で、椎菜は単たん身しん赴ふ任にん中ちゆうの父親と二人暮ぐらしをしているらしい。

　少し広めのエントランスを抜ぬけエレベーターで五階へと上がっていく。

　共用廊ろう下かを二人ずつ並ならんで歩いていき、『天あま宮みや好よし幸ゆき・椎菜』と書かれた表札の前へ。

　ピンポーンと呼よび鈴りんを鳴らすと少しして中から反はん応のうがあった。

『はい、どちらさまですか？』

　インターホンから返ってきたのは椎菜の声だった。

「あ、椎菜？　私、私だよー」

『え、その声……良りよう子こ？』

「そうだよ、私ー。開けてくれるかなー？」

『あ、うん、ちょっと待ってて』

　半ば一昔前に流は行やったオレオレ詐さ欺ぎみたいな澤村さんの呼よびかけにも理り解かいを示して、

　それからすぐにドアは開かれた。

「やっぱり良子だ。どうしたの、突とつ然ぜん？　あ、もしかして何か届とどけ物ものでも頼たのまれてくれたとか──あれ、麻ま衣いに乃の木ぎ坂ざかさん、裕ゆう人とも……」

　びっくりしたような顔になる。

「どうしたのって、みんなでお見舞いに来たんだよー。椎菜がケガするなんて珍めずらしいじゃん」

「椎菜ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「お怪け我がの具合はどうでしょうか……？」

「あ……」

　その言葉に椎菜は少し目をぱちぱちとさせて、

「そうなんだ……みんな、ありがとね」

　ちょっとだけ感かん極きわまったように目の下をこすりながらあははと笑った。

　照れたような喜んでいるような笑え顔がおだった。

「──あ、せっかく来てもらったのにこんなところで立ち話もなんだよね。ひとまず上がってくれるかな？　ちょっと散らかってるんだけど……」

「はーい、ささ、みんな遠えん慮りよしないでー！」

「りょ、良りよう子こちゃん。自分のお家うちじゃないんだから……」

「失礼しますです」

「あー、オジャマします」

　それぞれがそれぞれの挨あい拶さつの言葉を口にして、

　椎しい菜な宅たくの玄げん関かんをくぐったのだった。







　マンションの部へ屋やの中は外から見るよりも意外に広かった。

　間ま取どり的てきには２ＬＤＫの簡かん素そな造りで、ロフトとベランダ付き。

　俺たちが通されたのはその中の客間兼けんリビングだった。

「ごめんね、あんまり片かた付づいてなくて。お父さん、新聞とか全部読んだままにして行っちゃうから……」

　コタツの上に広げられていた新聞紙をどかしながら椎菜がちょっとバツが悪そうに言う。

「あ、いいっていいってー。気を遣つかわないでってたらー」

「そうだよ、椎菜ちゃんは座すわってて」

「お怪け我がをなさってるんですから……」

「え、そ、そう？」

　澤さわ村むらさんたち女子三人に言われて椎菜が動きを止める。

　ちなみに椎菜は俺たちが来るまで寝ねていたのか、パジャマに薄うすいカーディガンを羽は織おっただけの姿すがただった。右足に包ほう帯たいを巻まいている以外は普ふ通つうの部へ屋や着ぎ（お休みバージョン）って感じである。ただパジャマがイカのキャラクターもの（『テンタクルーン♪』というらしい）の柄がら物ものなのは実にイカ好き娘ならではというか。

「あ、だったらお茶を淹いれるね。この前美お味いしい焙ほうじ茶ちやの葉っぱが手に入って──」

　立ち上がってひょこひょこと台所へ向かおうとして、

「あー、もうだから椎菜は何もしなくていいってー」

「お、お茶なら私たちが淹れるから……」

「そ、そうです、天あま宮みやさんは安静にしていてください」

　再ふたたび皆みなに止められていた。

「う、うーん、でもお客さんがいるのに何もしないって逆ぎやくにヘンな感じがする……」

　そわそわと複雑な表情になる椎菜。

　どうも身体を動かしてないと落ち着かないタイプみたいだな。

　で、まあ朝あさ比ひ奈なさんと春はる香かの手によって焙ほうじ茶ちやが淹いれられて、

「それで椎しい菜なー、ケガってどんな感じなのー？　ネンザだって由ゆ香か里り先生は言ってたけどー」

　澤さわ村むらさんが湯飲みを口に運びながらそう切り出した。

「あ、そんなに大したことはないんだよ。包ほう帯たいがあるから大げさに見えるけど要は軽い打だ撲ぼくだし、今日はちょっとだけ歩きにくかったから念のために休んだだけで……」

「そうなんですか？」

「うん、たぶん明日からは学校にも行くと思う。お医者さんに言われたから、いちおう松まつ葉ば杖づえ付きだとは思うけどね」

　部へ屋やの隅すみに置いてあった杖つえを手に取りながら苦笑気味に笑う。

　ふむ、その様よう子すからして本当にそんな深しん刻こくなもんじゃないのか？　全ぜん治ち二週間っていうからそれこそベッドの上から動けないほどのものかとも思ったんだが、それならひとまずは心配いらんのかもしれん。

「そうですか、大事がなくてよかったです……」

「うん、やっぱり椎菜ちゃんがいないと寂さびしいですから……」

　春香たちもその報ほう告こくに安あん堵どしているようだった。

　そんな中で澤村さんが、

「ふっふっふー、そっかそっか、椎菜、そこまで大したケガじゃないんだねー」

「？　良りよう子こ？」

「うんうん、安心したよー。さすがにあんまりひどいようだったら気が引けたけどー、だったらやることは一つしかないよねー」

「え？」

「こういう時にやること……そう、それはガサ入れだー！」

　ぐっと手を天てん井じように向けて突つき上あげて楽しそうに笑った。

「部屋を抜ぬき打うち検けん査さだよー。好きな男子の写真とか飾かざってないのかなー」

「え、ちょ、ちょっと、良子！」

　慌あわてたような椎菜の言葉をスルーして澤村さんは椎菜の部屋へと走っていって、

「わー、相変わらずふかふかなベッドだねー。うんうん、椎菜の匂においがするなー」

「りょ、良子！」

「あれ、なんか指ゆび輪わみたいなのが飾ってある。んー、前に来た時はこんなのなかったよね？　どうしたの、だれかからもらったとかー？」

「そ、それはだめだって！」

「あ、このブラかわいー。ていうか意外に大きい……これは綾あや瀬せっちに報告だー！」

「な、何で裕人に……ていうかタンスを勝手に開けないで！」

[image: ]

　そんな声とともにバタバタと物音が聞こえてくる。それだけでどんなやり取りがされているのか九十八パーセント想そう像ぞうがつくのが怖こわいところだな……

「あ、あの、だいじょうぶなのでしょうか、天あま宮みやさん……？」

　春はる香かが心配そうにこっちを見上げてくる。

「いや、とめた方がいいと思うぞ……」

「そ、そうですよね？　何だか大変そうですし……」

「あ、わ、私も行ってきます」

　春香と朝あさ比ひ奈なさんがぱたぱたと部へ屋やへと向かい、

　解とき放はなたれたケルベロスのような澤さわ村むらさんが二人の手によって連つれ戻もどされたのはそれから五分後のことだった。

「んー、残念だなー、もう少し色々と見てみたかったんだけどー」

「あ、あれ以上やったら犯はん罪ざいだよ、良りよう子こちゃん……」

　やけにつやつやとした感じの澤村さんとぐったりと疲つかれた感じの朝比奈さん。

　春香もその隣となりで少し困こまったように笑っていた。

　まあそんな感じに五人で過ごした。

　その後もお代わりの焙ほうじ茶ちや（今度は俺と澤村さんとで淹いれた）を飲みながら話をしていたらいつの間にかイノブタはイノシシなのかブタなのかについての話になっていたり、澤村さんが第二次ガサ入れを始めようとして大おお騒さわぎだったり、リビングの隅すみに置いてあったピアノを椎しい菜なのリクエストに応じて春はる香かが弾ひいたり（シューベルト作曲の『即そつ興きよう曲きよくOP90-3』とかいうやつらしい）して、

　お見み舞まいにしては少しテンションが高すぎるんじゃないかと思うほどの大おお賑にぎわいだった。

　そして。

「──んー、それじゃそろそろ帰ろっか」

　澤さわ村むらさん（ガサ入れができて満足）がうーんと伸びをしながらそう言った。

「椎菜がだいじょぶそうってのは確かく認にんできたし、あんま長なが居いして迷めい惑わくだもんねー」

「そうですね、椎菜ちゃん、疲つかれちゃうかもしれません」

「はい、それがいいと思います」

　朝あさ比ひ奈なさんと春香もうなずき合う。

　それには俺も同意見だった。お見舞いに来て余よ計けいに相手に負ふ担たんをかけちまったなんてのは本ほん末まつ転てん倒とうである。

「それじゃ椎菜、また明日学校でねー」

「椎菜ちゃんが来るの、待ってますから」

「えと、おじゃましましたです」

　玄げん関かん先さきで澤村さんたちがそう言って手を振ふる。

「あ、うん。今日は本当にありがとね。みんなが来てくれて、すっごく嬉うれしかったよ」

　それに椎菜はにっこりと笑顔で返して、

「あ、ゆ、裕ゆう人ともありがと。わざわざごめんね、こっち、裕人の家とは反対方向なのに……」

「あー、いや」

　別に大した距きよ離りじゃないしな。

　そううなずき返して、春香たちとともに玄関を出たのだった。







　気が付いたのは椎菜の家から最も寄より駅までの道を半分ほど来た辺あたりでだった。

「ん、あれ？」

「？　裕人さん、どうしました？」

「いや、携けい帯たいがな……」

　電車の時間を確かく認にんしようとしたところ、ポケットに入れていたはずの携帯が見当たらない。コートのポケットにも入ってないし、カバンの中にもないようだった。

「けいたいでんわ、ですか？　えと、確たしか裕人さん、先ほどめ～るをしていましたよね？」

「あ」

　そうだった。

　澤さわ村むらさんによるガサ入れとやらの途と中ちゆうでルコからメールが入ってきてそれに返信したんだった（ちなみに内容は『今日の夕食はエビがいい。天てん丼どんかエビフリャーかどちらかにしろ。決定だ』）。そういえばあれから携けい帯たいに触さわった覚えがない。てことはそのまま……

「……悪い、忘わすれてきたみたいだ。ちょっと取ってくる」

「あ、でしたら私たちもいっしょに──」

「ん、いや大だい丈じよう夫ぶだ。春はる香かたちは先に帰ってくれてていいから」

　わざわざいっしょに歩かせるのも悪いしな。

「ん、綾あや瀬せっちどうしたのー？」

「どうも椎しい菜なのところに携帯を置きっぱなしにしてきたみたいなんだ。ちょっと取りに戻もどってくる」

「あ、そうなんだー。道は分かるー？」

「ああ、さすがに今行って来たばっかりだから大だい丈じよう夫ぶだ」

　これで迷まい子ごになるようならどんだけ方向音おん痴ちかって話である。

　というわけで春香たちと別れやって来た道を戻もどっていく。

　コンビニ前の国道を抜ぬけていき十字路へ。少し進むとすぐについ十分ほど前まで滞たい在ざいしていたマンションが見えてくる。

　再ふたたびエレベーターでその五階まで上がり、一番奥おくの角かど部べ屋やへ。

「ここだったよな……」

　いちおう表札を確認しつつ呼よび鈴りんを押おす。

　ピンポーン。

　鳴なり響ひびく温おん泉せん卓球のようなチャイム音。

　だが返事がなかった。

「？」

　もう一度押してみる。

　ピンポーン、ピンポーン。

　だがやはり反はん応のうはない。

　む、どうしたんだ？　ほんの少し前に出て来たばかりだし、あの身体で椎菜が外に出るとも思えんのだが……

　ドアの前で訝いぶかしく思っていると、

　ガタン。

　中から何かが倒たおれるような音が聞こえてきた。

「？」

　今のは何の音だ？

　不ふ審しんに思って何となくドアノブに手をかけてみたところ、鍵かぎがかかっていなかった。これは……

「椎しい菜な、いるのか……？」

　ドアから顔だけ中に入れてそう呼よびかけてみる。

　だがパッと見る限かぎり椎菜の姿すがたは見当たらない。

　うーむ、もしかしてとは思うがフロに入ったりしてるとかか？　それで今の音は突とつ然ぜんの来客（俺な）に慌あわててタライでも落としたとか……。だとしたらあまりしつこく呼びかけたりするのも悪いかもしれん。そう思いひとまず顔を引っ込めようとした時のことだった。

「……ん？」

　視し界かいの端はしに何か白っぽいものが見えた。

　廊ろう下かの隅すみでうずくまる人ひと影かげのようなシルエット。あの特とく徴ちよう的てきなイカのキャラクターのパジャマは……

「……椎菜？」

「……」

「椎菜！」

「……」

　うずくまっていたのは……椎菜だった。

　慌あわてて靴くつを脱ぬぎ、駆かけ寄よって抱だき起おこす。

「椎菜、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あ、あれ、ゆ、裕ゆう人と……？　あ、あはは、ヘンなとこ見られちゃったね……」

「いやそんなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　口では軽い感じでそう言いつつも椎菜は右足を押おさえて苦しそうな表情をしている。確かく認にんするまでもなくネンザした足が痛いたんでいることは明らかだった。

「足が痛むんだな？　とにかくどこか横になれるところを探さがさんと……。ちょっと悪い！」

「あっ──」

　驚おどろいたように小さく声を上げる椎菜を抱だきかかえて、

　一直線に部へ屋やの奥おくへと走ったのだった。
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「ご、ごめんね、なんか迷めい惑わくかけちゃって……」

　毛もう布ふで半分ほど顔を隠かくしながら椎菜が申もうし訳わけなさそうにそう声を出す。

「ま、まさかあんなとこ見られちゃうなんて思わなかったから……。お、重かったでしょ？　その、抱っことかさせちゃって……」

「いいから、そんなこと気にするなって」

　椎しい菜なが寝ねているのは、自室のベッドだった。

　とりあえず勢いきおいのままに椎菜を抱だき上あげたもののどこに運ぶべきなのか分からず、リビングのソファに寝かせるわけにもいかなかったので、本人の許きよ可かをとって椎菜の部へ屋やにまでやって来たのだった。

「──それより、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「え？」

「調子、だいぶ悪そうに見えるんだが……。もしかしてお見み舞まいの時からずっと痛いたんでたのか？」

「あ、や、それは……」

　一いつ瞬しゆん口ごもる椎菜。

　だがすぐに観かん念ねんしたように、

「う、うん、少しだけ……。ほんとはまだ動かすとちょっと痛い……かな」

　微び妙みように気まずそうな声でそうぽそりとつぶやいた。

　むう、おそらく椎菜のことだから澤さわ村むらさんたちに心配かけまいとして黙だまってたんだろう。そういう周りに迷めい惑わくをかけまいとするところは実にこのフレンドリー娘らしいんだが……

「あ、で、でももうだいじょうぶなんだよ。確たしかに痛いには痛いんだけど身動きできないほどじゃないし、それにこれでも朝に比べればだいぶよくなった感じなの。だからそんなに心配してくれなくても……」

「そうなのか？」

「う、うん」

「でもさっきは……」

　まったくもって大丈夫そうに見えなかったんだが。

「あ、あれは、その……」

「？」

「そ、その、ちょっとお腹なかが空すいたから戸と棚だなに置いてあったコーンフレークでも食べようと思ったの。そうしたら足に力が入らなくて、ちょっと滑すべっちゃっただけで……」

　そう言いかけて、

　そこで、

　ぐ～……

　ジャンケンのパーに負ける握にぎり拳こぶしのような音が鳴った。

「……あっ……」

「……」

　椎菜の顔がみるみる真っ赤になる。

「……」

「……」

「……もしかして、何も食べてないのか？」

　訊きいてみると椎しい菜なはさらに顔を赤くして、

「……う、うん。朝はあんまり食欲なくて、お昼はずっと寝ねてたから……」

　小声でそうもにょもにょとする。

　どうやらビンゴのようだ。ふむ、だったら──

「……鍋なべ焼やきウドンとかなら、食べられるか？」

「え？」

「ウドン、別に嫌きらいとかじゃないよな？　よければパパッと作るからそれでも食わないか？」

　さっき焙ほうじ茶ちやのお代わりを淹いれた時に台所にウドンのパックがあるのをたまたま見かけていたのである。

　なのでそう提てい案あんしてみたところ椎菜はぶんぶんと顔の前で両手を振ふって、

「そ、そんなの悪いって！　へ、平気だよ、ご飯くらい自分で何とか……」

「その足じゃ色々大変だろ。実じつ際さい今だって何とかなってなかったわけだし」

「う、それは、そう、だけど……」

　椎菜はしばらく悩なやんでいるようだったが、

　やがて毛もう布ふで顔を半分隠かくしながら遠えん慮りよがちに、

「…………だ、だったらお願いしても、いいかな？　や、やっぱりお腹なか空すいちゃって……」

「ああ、任まかせてくれ」

　ドンと胸むねを叩たたいてうなずき返す。

　こういう時はお互たがい様だしな。







　材料は一通り揃そろっていたため、すぐに鍋焼きウドンはできた。

　普ふ通つうの素すウドンにシイタケとかの野菜を混まぜただけの簡かん単たんなカツオダシ風ふう味みのウドン。

　味付けを関東風と関西風のどっちにしようか少し迷まよったんだが、結局後こう者しやにした。一日何も食べていない時にはこういったあっさりしたものの方が受け付けやすいはずだ。

「できたぞ、椎菜」

　完成した鍋に一度フタをして、取り皿やらレンゲ、付け合わせのキンピラゴボウとともにトレイに載のせて椎菜の前まで運んでいく。

　もわもわと湯ゆ気げを上げる鍋を見ると椎菜は歓かん声せいを上げた。

「うわ、おいしそー！　これ、裕ゆう人とが作ってくれたんだよね？」

「ああ、あり合わせなんで多少適てき当とうな部分もあるんだが……」

「えー、全然そんな風に見えないよ！　うちの冷蔵庫の中身からここまでできるんだー。すごいなー、裕ゆう人とって料理がうまかったんだね！」

「いやそんな大げさなもんじゃ……」

　ただのウドンだしな。作り方さえ知っていれば保育園児にだってできる代しろ物ものである。

「それよりせっかくだからあったかい内に食べてくれ。──ほら」

　いちおう食べやすい量にまとめて取り分けながらウドンをレンゲの上に載のせて椎しい菜なの口元へと差し出す。

「え……」

「？　どうした、食べないのか？」

　と、椎菜はちょっと困こまったような顔で、

「う、うん、た、食べるけど……」

「？」

「そ、その、自分で食べられるかなー、って……」

「あ……」

　そう言われればそうだ。

　いかんな。いつかのクリスマスのおかゆ体たい験けんの影えい響きようで、こういう看かん病びよう食しよく（？）といえば「あーん」をして食べさせてもらうもんだっていう微び妙みように間ま違ちがった知ち識しきがすっかり脳のうにインプットされちまってた。

「あ、あー、悪い。そうだよな、何やってんだ、俺」

　照てれ隠かくしにメガネの位い置ちを直しつつレンゲを椎菜に手て渡わたそうとして、

「……」

「椎菜？」

「…………し、して、いいかな」

「お？」

「…………あ、や、やっぱりお願いしても、いいかな。その、た、食べさせてもらうの……。せ、せっかくだし、こんな機会ってそんなにないし……あ、う、ううん、もちろんだめなら、い、いいんだけど……」

　最後の方はかなり小さな声で椎菜がそう言った。

「ん、あ、いや、問題ないぞ」

「え？」

「全然大だい丈じよう夫ぶだ。ていうかもともとそうしようとしたわけだしな」

「ほ、ほんと？　じゃ、じゃあ……」

　ちょこんとこっちに顔を向けて遠えん慮りよがちに小さく口を開けてくる。「お、お願いします……」

「ん、じゃあいくぞ」

「う、うん」

　うなずく椎しい菜なを確かく認にんして、

　レンゲに載のせたカツオブシまみれのウドンを口元に運んだ。

「……すっごくおいしい」

「お、ホントか？」

「うん、カツオブシの旨うまみにシイタケのほのかなダシとかがマッチして、とってもいい味だよ♪」

　満まん面めんの笑えみでそう言ってくれる。

　その表情は社交辞じ令れいとかでなく本当においしく食べてくれているようで……むう、そんな風に喜んでもらえれば作った甲か斐いがあったってもんだ。

「なら遠えん慮りよせずにどんどん食べてくれ。まだたくさんあるからな」

「うんっ、もらうねっ」

　そんな感じに逆ぎやく「あーん」体たい験けん（いや別に「あーん」とは言ってないんだが）を進めていく。

　そしてウドンが半分ほどなくなったところで、

「でもまさか裕ゆう人とにウドンを食べさせてもらうなんて思わなかったなー」

　鍋なべに浮うかんだナルトに目をやりながら椎菜がそんなことを言った。

「ていうかだれかにこんな風に食べさせてもらうのって初めてかも。小さい頃ころはお父さんとかがやってくれることはあったけど」

「いやそれは俺もだ」

　まあ面めん倒どうくさがりのアホ姉とセクハラ音楽教師にカニの身を全部殻からから出して口に押し込んでやったことはあったが、それはまたまったくもって別の話だろう。

「なんかいいね……こういうのって」

「ん？」

　椎菜がぽつりと言った。

「ご飯の時に一人じゃなくてだれかがいっしょにいるのって。あたし、いつも一人だから」

「そうなのか？」

　一人って、家族といっしょに食べたりしないんだろうか。

　というかどうにも椎菜には常つねにだれかとわいわい楽しく笑いながら過ごしてるってイメージがあるんだが。

「うん。お父さんはだいたい仕事で帰ってくるのが遅おそいから夕ご飯は一人で済すませることがほとんどかな。休日とかもあんまり時間が合わないし……。だからこっちに来てからはこうやってだれかとご飯を食べるのは久しぶりなんだけど、やっぱり一人で食べるよりずっとおいしいね、へへ」

　本当に嬉うれしそうに笑う。

「椎菜……」

「あ、なんかちょっと湿しめっぽくなっちゃったかな。ごめんね、食べよ食べよ。ほら裕人、そこのカマボコがおいしそうだよー」

「ん、ああ」

　レンゲで半円型のカマボコを拾いながらうなずき返す。むう、普ふ段だんはどこまでも屈くつ託たくなく見えるフレンドリー娘にも色々とあるんだな……

　そんなことを思いつつ再ふたたびウドンを椎しい菜なの口へと運んでいき、

　やがて、

「──ごちそうさまでした」

　時間にして十五分ほどの鍋なべ焼やきウドンタイムは終了した。

　付け合わせのキンピラゴボウも含ふくめて、椎菜は全部きれいに食べてくれた。

「あー、ほんとにおいしかったー！　こんなにおいしいご飯を食べたのって久しぶりだよ！　おかげでだいぶ元気が出た感じ。ありがとね、裕ゆう人と」

「いや、気に入ってくれたんならよかった」

　そこまで満足してもらえれば作った者冥みよう利りに尽つきるってもんである。

「──んじゃ片かた付づけちまうか。スポンジとか、流し台にあるやつを適てき当とうに使っても大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、いいよ。その辺に置いておいてくれれば。それくらいあとであたしが片付けるから」

　椎菜が手をぶんぶんと振ふりながらそう口にする。

「ん？　いや、こんなのはすぐだからパパッとやっとくって」

「え、ほんといいっていいって。ご飯を作ってもらって食べさせてもらって、さらに後片付けまでしてもらうなんて、そんなの過か保ほ護ごすぎだよ、いたれりつくせりすぎだよ」

「でもな……」

　ネンザした右足じゃ流し台に立つのも難なん儀ぎだろう。

　それに俺自身、普ふ段だんの常じよう習しゆう的てきな家事ルーチンのせいで目の前に未み洗せん浄じようの食器があると洗いたくなるんだよ……（ある意味貧びん乏ぼう性しよう）

「とにかくあたしが片付けるから、裕人はゆっくりしててくれればいいって」

「いやここはやっぱり俺がやった方が」

「あたしが──」

「俺が──」

　そう言って同時に鍋に手を伸ばそうとして、

「おっ……」

「あっ……」

　ぴたっ。

　鍋の取っ手の上で重なる感じで、手と手が触ふれ合あった。

　手の先から伝わるほんのり温あたたかくて柔やわらかい感かん触しよく。

　それはシンクロニシティでダイレクトな接せつ触しよくだった。

「あ、ス、スマン！」

　熱ねつ湯とうに手を突つっ込こんだチンパンジーのごとく慌あわてて椎しい菜なの手から手を離はなす。

「あー、いや、何と言うか、これはたまたまで、わざととかじゃなくてだな……」

　焦あせりつつも何とか説明しようと試みるものの。

　とはいえ今までのパターンからおそらくフレンドリー娘はそこまで気に留とめていないはずだ。こういったことには実にあっさりとしているし、いつものごとく軽いノリで「あはは、裕ゆう人と何そんなに慌ててるの？　あたしは別に気にしてないって」みたいな反はん応のうが返ってくると思ったんだが──

　だがしかし、

「あ、え、えっと……」

　俺の言葉に椎菜はなぜか動どう揺ようしたようにふるふると首を振ふって、

「う、うん、わ、分かってるよ。た、たまたまなんだよね？　たまたまぶつかっただけで……。べ、別に気にしてないからさっ」

　微び妙みように顔を赤くしながらそう言った。

　そこにはいつかのようなあっけらかんとしたノリはなかった。

「そ、そうか……」

　いつもと違ちがうフレンドリー娘の雰ふん囲い気きに戸と惑まどいつつもそう答える。

「う、うん……」

「……」

「……」

　そしてそのままなぜか沈ちん黙もく。

　二人して空になった鍋を挟はさんだ状じよう態たいで黙だまり込こんでしまう。

　う、な、何だ、この空気は……？

　今までにないアレな雰囲気である。どこか据すわりの悪い感じで、強しいて言えばあの温おん泉せんでの気まずさに近い感じというか……。しかし現状は温泉で二人きりとかではなく、状じよう況きようだけ見れば部屋の中で単に少しばかり手が接触しただけってのに、何だってこんなに二人してマングースとお見合いさせられたアマミノクロウサギみたいになってるんだ……

「……」

「……」

　そのままどれくらい経たっただろうね。

「──あ、あのさ」

「ん、な、何だ？」

「あ、か、片かた付づけなんだけどさ、や、やっぱり、裕人に任まかせても、い、いいかな」

「え？」

「そ、その、こ、このお鍋なべの……」

　気付けばすっかり耳まで赤くなっていた椎しい菜なが鍋の取っ手に目を落としながらもじもじと言った。

「あ、お、おう。ど、ドンと来い。任まかせとけって感じだ」

「う、うん。ご、ごめんね、迷めい惑わくかけて……」

「い、いや。──じゃ、じゃあ洗ってくるからな！」

　そう首を振ふって鍋を摑つかむと、俺はその場の妙みような空気を振ふり払はらうかのように早足で部へ屋やを出て台所へ向かったのだった。
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「あ、裕ゆう人と、ご、ごくろうさま」

　台所から戻もどった俺を迎えてくれたのは、椎菜のそんな言葉だった。

「流し台、けっこう狭せまかったと思うけどお鍋とか平気だった？　洗いにくかったりとかしなかったかな？」

「ん、あ、いや別に大だい丈じよう夫ぶだったぞ。ウチのもあれくらいだしな。それより乾かん燥そう機きを一時間でセットしておいたが、よかったか？」

「え、そこまでしてくれたんだ？　洗ってくれるだけでも十分だったのに……さすがっていうか、ホント気が利きくよね。ありがとっ」

　それはいつもと変わらぬ最上級にフレンドリーなノリで、さっきまでのアマミノクロウサギな様よう子すは見当たらない。

　むう、よく分からんがあの妙な空気というか雰ふん囲い気きは一時的偶ぐう発はつ的てきな現げん象しようだったんだろうか。熱ねつ帯たい雨う林りん地方のスコール（飲料の方ではなく）みたいなもんで、発生時のインパクトは強きよう烈れつだが長くは続かないとかで……

　真しん偽ぎは不明だが、ともあれ事じ態たいが解かい決けつ（？）したのならあまり深く考えても仕方がない。

　なので俺もなるべく意い識しきせずに普ふ段だん通りに接せつすることにした。

「──それでさ、そこで良りよう子こが突とつ然ぜんカラオケに行こうって言い出してねー」

「ほうほう」

「マイマイク片かた手てに大変だったんだよ。麻ま衣いといっしょに止めたんだけど『急に演えん歌かが歌いたくなったんだよー、歌えないと泣いてやるー』って……」

「澤さわ村むらさん、相変わらず自由だな……」

　交かわされるそんな何でもない会話。

　それは他た愛あいのない日にち常じよう話ばなしで、この上なくいつも通りの気安いものである。

「あ、そうだ。カラオケといえばさ、この前出た『Chocolate Rockers』の新しん譜ぷってもう聴きいた？」

　と、椎しい菜なが胸むねの前でぱふんと手を合わせて言った。

「ん、いやまだだが。出てるのか？」

「うん、『とまどいビターチューン』。先週の水曜日だったかな。すごくいい曲だよ。今回は割とハードっていうか激はげしい系な感じなんだけど、それはそれでまた新しい方向性っていうか……よかったら聴いてみる？」

「お、いいのか？」

「うん。えっとコンポに入ってるはずだから、リモコンリモコンっと……」

　ベッド横のリビングボードに置いてあったリモコンらしきものを椎菜がぽちっと操そう作さする。

　カシャカシャという音とともにコンポが起動して、スピーカーからスピーディーなメロディーが流れ出した。

「お……」

「どうどう？　いい感じじゃない？」

　心ここ地ちよく響ひびく姫ひめ宮みやみらんの歌声。

　今までの『Chocolate Rockers』の曲風とは少し違ちがった感じだがそれでも根こん底ていに流れているものは共通しているようで、すんなりと耳に入ってくる。

「確たしかにいいノリだな……」

「でしょ？　裕ゆう人となら絶ぜつ対たい気に入ると思ったんだー」

　嬉うれしそうに椎菜が笑え顔がおを見せる。

「やっぱ裕人とは曲の趣しゆ味みが合うのかもね。好きなアーティストとかもかなり被かぶってるし、考えてみれば裕人と初めて寄り道したのも『Chocolate Rockers』のＣＤを買いに行った時だったんだよねー」

「ああ、そういえば……」

　少し前に文化祭の実行委員会をいっしょにやっていた頃ころ。

　その帰り道でたまたま好きなアーティストの話とかになって、その流れでＣＤショップに行くことにしたんだっけか。

「確かあれってあたしがこっちに転校してきてすぐだったかな？　てことはあれからもう半年か、早いなー」

　ちょっと遠くを見るような目になる椎菜。

「考えてみると色々あったよねー。文化祭もそうだしクリスマス前の買い物とか初はつ詣もうでとかこの前の温おん泉せん旅行とか。ていうかそもそも裕人と初めて会ったのなんてロンドンだしね」

「そうだな……」

　確かにその通りだった。

　椎しい菜なと知り合ってからのこの半年は、本当に様々な出で来き事ごとが満まん載さいだった。次から次へと色々なイベントが押おし寄よせてきた感じで、ある意味忘わすれられない六ヶ月間だっただろう。

「──でもほんとはね、最初はけっこう不安だったんだよ？」

「ん？」

　と、椎菜がぽつりと言った。

「こっちに転校してきた時。あたし転校っていうか北海道から出るの自体初めてだったし、ましてや東京なんて想そう像ぞうもしてなかったからさ。内地の人ってどうなんだろうとか色々考えちゃって。だから初めて登校した日、裕ゆう人とがたまたま同じクラスにいてちょっとほっとしたりもしたんだよ？」

「そうなのか？」

「うん、おかげでやっと自分らしくなれたっていうか、安心できた感じかな」

　そんな裏うら事じ情じようがあったのか。あのフレンドリーマックス百二十パーセントというかこれっぽっちもアウェー感を匂におわせない雰ふん囲い気きからはそういった様よう子すは微み塵じんも感じられなかったんだが……

　すると椎菜はじ～っとこっちを見て、

「あー、なんか疑ってる？　そんなことあるかーって目してるよ」

「！　い、いや、そういうわけじゃ」

　なくもないんだが……

「えー、怪あやしいなー。どうせあたしはどんなとこでもホームなノリでやっていける能天気なお気楽娘とか思ってたんじゃないのー？」

　からかうように俺の額ひたいを指でつんつんと突つきつつ、見事に図星も突いてくる。

　むう、この前の美み夏かといい今の椎菜といい女子はそういった勘かんが鋭するどいな。まあ俺が顔に出すぎてるだけなのかもしれんが。

　俺はゴホンと咳せき払ばらいをすると少し話題を変えて、

「あー、転校といえば、そういえば椎菜はこっちに来る前はどうだったんだ？」

「え？」

「小お樽たるに住んでたって言ってたよな？　向こうではどんな感じだったんだ？」

　それは話題転てん換かんのために何となく訊きいてみたことだが、実じつ際さい興きよう味みのある話だった。

　考えてみれば俺はこっちに転校してくる前の椎菜のことはほとんど知らない。分かっていることと言えばピアノをやっていてロンドンのコンクールに出場してたってことくらい。後は確かく実じつにその頃ころからイカ好きだっただろうってことか。

　その質問に椎菜もうなずいて、

「そっか、そう言われてみればあんまりあっちのことって話したことなかったよね。別に隠かくしてたってわけじゃないんだけど改めて話す機会もなかったからなー。んー、何から話したらいいんだろ……あ、そうだ、写真とかあるけど見る？」

「お、ホントか？」

「うん、そんなにたくさんはないんだけど。──えっと、確たしかこの辺に……」

　そう言って椎しい菜ながベッドのすぐ脇わきにある小こ棚だなの引き出しから取り出したのは──







「んー、今あるのだとだいたいこれくらいかな」

「おお」

　──小さな箱に入った数冊のミニアルバムとプリクラ手帳だった。

「大きなアルバムとか卒業アルバムとかはさすがに実家に置いてきちゃったから、そんなにたくさんはないんだけど……」

　そうは言うものの、それでもけっこうな量である。

「見てもいいか？」

「うん、だいじょうぶだよ」

　椎菜がうなずくのを確かく認にんしてまずはミニアルバムの方をめくっていく。

「お、これ椎菜か？」

　と、最初のページでさっそくフレンドリー娘を発見した。

　今よりも少しだけ子供っぽい表情でピースサインとともににっこりと笑いかけている姿すがた。

　その活発かつフレンドリーな雰ふん囲い気きは現在の椎菜のままだが……今と一つだけ違うところがあった。

　それは──

「椎菜……昔は髪かみ長かったのか？」

「あ、うん、そうだよ」

　写真の中の椎菜はロングだった。

　それも今の春はる香かに近いくらいのけっこうなロング。もちろん椎菜は椎菜なんだが、だいぶ見た目の印いん象しようが違ちがうというか。

「高校入学前の春休みに切ったんだー。三月の下げ旬じゆんくらいだったかな。それからはちょこちょこアレンジしてもらったりはしてるけど、基本はずっと同じくらいの長さかな」

「へえ……」

　そうなのか。

　今の椎菜を知っている身としてはいまいち見み慣なれないものの、ロングもロングでまた違ちがった雰囲気があってなかなかにいい感じである。しかし何だってまたそこまでばっさり切ったんだろうか？　何かそうするような特別な理由でもあったとか……

　すると椎菜はふいに慌あわてたような様よう子すになって、

「あ、べ、別に失恋とかそういうんじゃないんだよ？」

「え？」

「た、ただちょっと高校入学で気分を変えたいなーってそこはかとなく思っただけで、特に深い意味はなくて……」

　なぜか焦あせったようにそうぱたぱたと両手を動かす。いや別にそんなこと（失恋とか）は一言も言ってないんだが……

「………………だって、こんな気持ちになったのは裕ゆう人とが初めて、なんだもん……」

「？」

　何か言ったようだが、声が小さくてよく聞こえなかった。

「と、とにかく大したことじゃないんだよ。き、気にしないでったら」

「ん、あ、ああ……」

　よく分からんがそういうことらしい。

　俺としては特にこだわるようなところでもなかったので、そういうもんだと納なつ得とくしてとりあえず写真閲えつ覧らんを続行していく。

「お、これは中学の頃ころのプリクラか？」

「あ、そだね。中二の秋くらいのやつだ。懐なつかしいなー」

「こっちのブレザーを着てるのは……」

「それは向こうの高校の頃のかな。小お樽たるにある公立校だったんだよ。ちなみにいっしょに写ってるのは友達の舞まい葉はと華はなちゃんっていうんだー」

「む、なんかイカといっしょに写ってるのがあるんだが……」

「あ、それはね、友達でお父さんが漁りよう師しをやってる子がいておすそ分けしてもらったの。生ヤリイカだよ、ヤリイカ！」

　そんな感じにアルバムや手帳を見ていった。

　写真やプリクラはだいたい中学入学からこっちに転校してくる直前までのもので、それぞれ多た彩さいなラインナップが揃そろっていたため、見ていて飽あきなかった。

「あ、それでこっちの写真は中三の頃に家族でお花見に行った時のでねー」

「ふむふむ」

「うん、弟たちが桜に登ったりしちゃって大変だったんだよ。そっちには妹も写ってるかな」

「へぇ、さすがに姉妹だけあって椎しい菜なに似にてる感じだな」

　繰くり広ひろげられるそういった楽しげな会話。

　で、気付けば、

「ん？　おお、もうこんな時間か……」

　鍋なべ焼やきウドンを終えてからずいぶんと時間が経けい過かしていた。

　窓まどの外ではとっぷりと日が落ちて、ホタルイカのイカスミのような暗くら闇やみに（……椎菜の影えい響きようを受けたか）包まれている。

「あー、ついつい長なが居いしちまったな。さすがにそろそろ帰らんとマズイか」

「え、そう……なの？」

「ああ、いいかげん時間も時間だしな」

「そっ、か……」

　椎しい菜なの声がちょっとだけ沈しずんだ感じになる。

「あ、で、でもしょうがないよね、裕ゆう人とにだって何か用事とかあったりとかもするだろうし……」

「ん？　いや俺は全然ヒマなんだが……」

　どうせやることと言えばアホ姉たちへのエサやり（エビフリャー）くらいである。だがさっきも言ったが、そもそもが見み舞まい目的で来た以上ヘタにダラダラと居い座すわって逆ぎやくに椎菜に迷めい惑わくをかけることになっては何をしに来たんだか分からなくなっちまう。

　それを告つげると、しかし椎菜はぶんぶんと首を振ふって、

「あ、あたしはだいじょうぶだよ！」

「え？」

「あたしは全然だいじょうぶ！　迷惑なんてことはこれっぽっちもないって！　そ、それどころかむしろまだいっしょにいてほしいっていうか──」

「え……？」

　と、そこで何かに気付いたかのようにはっとした顔になって、

「あ、ご、ごめん、何言ってるんだろ、あたし。裕人にだって都つ合ごうがあるのに……」

「……」

「え、えっと、ごめん、今のは忘わすれてくれるかな、あ、あはは……」

　頭の後ろに手を当てながら笑う。

　そのどこか寂さびしそうな様よう子すに少し前の椎菜の言葉が思い出された。

『なんかいいね……こういうのって』

『ご飯の時に一人じゃなくてだれかがいっしょにいるのって。あたし、いつも一人だから』

『だからこっちに来てからはこうやってだれかとご飯を食べるのは久しぶりなんだけど、やっぱり一人で食べるよりずっとおいしいね、へへ』

　本人は何ともなしに言っていたそれらの言葉。

　普ふ段だんの明るくフレンドリーな面からはまったくもって窺うかがい知しれんのだが、もしかしたら心の内では本当は椎菜は寂さびしい思いをしてるのかもしれん。

　だったら──

「──もう少し、いても大だい丈じよう夫ぶか？」

「え……？」

「あー、やっぱり帰るのはもう少し後にしようと思うんだが、いいか？　今日は何となくまだ話してたい気分なんだ」

　俺のその言葉に椎しい菜なは少しの間ぱちぱちと瞬まばたきをしていたが、

「あ、う、うんっ！　もちろんだよっ！」

　すぐに満まん面めんの笑えみを浮うかべて、大きくうなずいた。

　そういうわけでもう少しだけ椎菜宅たくに滞たい在ざいすることになった。







　それからも色々と話をしながらさっきまでの続きで色々と写真やプリクラを見たり、椎菜お勧すすめのクラシック音楽を聴きいたり、またなぜか置いてあった囲い碁ごセットで五ご目もく並ならべやリバーシをしたりもした。

　のんびりまったりとしたひと時。

　それはこれといって特別なものではなかったが、穏おだやかで楽しい時間だった。

　そして、

「──さすがにそろそろお暇いとませんとな」

「え？」

「かなり遅おそくなっちまった。いくら何でもこれ以上は……」

　壁にかかっている時計で時間を確認すると、八時をもうすでに三十分ほど回ったところだった。いいかげんタイムリミットだろう。

「あ、で、でもうちはまだだいじょうぶだよ？　あたしはいつも寝ねるのは十二時過ぎだし……」

「いやそういう問題じゃなくてだな」

　一般的に考えても他よ所そ様さまの家にオジャマしているのには遅い時間であるのに加え、その、椎菜は何だかんだで女の子であるわけだ。他にだれもいない女子の部へ屋や（夜）にいちおうはお年とし頃ごろなメガネ男子である俺が一人で居い座すわるのは問題がありすぎる。

「だからスマンがそろそろ帰るな」

「う、うん……」

　沈しずんだ声でうつむく椎菜。

　その姿すがたはお留る守す番ばんを任まかされて落ち込み気ぎ味みのチワワのようで少しばかり心苦しくなるが……仕方がない。

　俺は床ゆかに置いてあったカバンを手に立ち上がって、

「んじゃまた明日な。あ、送るのはここでいいぞ。玄げん関かんまで歩いたりしてまた足に負ふ担たんがかかったりしたらコトだからな」

「……」

　返事はない。

「じゃあ俺は行くから──」

　そう言ってまさに部へ屋やのドアへと足を向けかけた時のことだった。

　ぱふん……

　背せ中なかに、何か柔やわらかい衝しよう撃げきが着ちやく弾だんするのを感じられた。

　柔らかくて軽い、どこか心ここ地ち好よささえ感じるソフトタッチな衝撃。

「？」

　何だろうか？　まさかどうしようもない俺の背中に天使が舞まい降おりたってわけじゃあるまいし……と振ふり返かえると、

「……」

「!?」

　そこには……ベッドから上半身を起こすようにして背中に抱だきついている、椎しい菜なの姿があった。
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「し、椎菜……？」

「……」

　背中一面に椎菜の身体の感かん触しよくが広がっていた。

　柔やわらかいような温あたたかいような、それでいて背中が包み込まれるような不ふ思し議ぎな感触。

　一いつ瞬しゆん状じよう況きようが認にん識しきできずに頭の中がパンダの体毛の黒地でない部分のように真っ白になる。

「あ、あー……」

　何と言っていいか声が出ない。

　背中に埋うずめられた椎菜の顔、後ろから腰こしの辺あたりに回された腕うで、もたれかかるようにして預あずけてられた上半身。

　それらの諸しよ要よう素そに思し考こう機き能のう及び言語機能が完全にパラライズしてる感じである。

「……」

　──い、いやこれはいったいどういう状況なんだ？

　事じ態たいがまったくもって摑つかめんというか先行きが昨今の日本の政局並なみに不ふ透とう明めいというか……。もしかしてとは思うが俺を玄げん関かんまで送ってくれようとして立ち上がりかけたところバランスを崩くずして寄りかかってきた……ってわけじゃないよな、いくら何でも。

　考えてもその意い図とは分からず、結果として客きやつ観かん的てきにあるのは背中に椎菜がもたれかかってきているという現状だけである。

　ともあれこのまま状況停てい止ししていても何も始まらん。

　俺は一度深呼吸をして動どう揺ようを落ち着かせて、

「あー、し、椎しい菜な、その、だな、これはいったい……」

　何とかノドの奥おくから声を捻ひねり出だす。

「!?」

　と、そこで椎菜がぴくっと身体を震ふるわせた。そのまま我に返ったかのようにもたれかからせていた顔を上げて、

「あ、え、えっと、こ、これは……」

「……」

「こ、これは違ちがうの、そ、その、あの、何ていうか……そ、そう、ちょっとバックドロップをしようとして……」

「……」

「し、しようとして……」

　その声がどんどんと小さくなっていく。

　やがて、

「…………う、ううん、違わない」

「え？」

「何にも……違わないよ。あたしの気持ちは、今のこの通り。あ、あたし、まだ裕ゆう人とに帰ってほしくなかった。一人はやっぱり寂さびしいし、心細いし、それに……」

　そこで一度言葉をとめて、

「そ、それに……もっと裕人といっしょに……いたい……」

　しぼり出すようにそう言うと、再ふたたび顔を背せ中なかに埋うずめて回した手にさらに強くきゅっと力を込めてきた。

　その手は思った以上にずっと華きや奢しやで小さくて……かすかに震えていた。

「椎菜……」

「ご、ごめんね、勝手なこと言って……でも、でも、もう言いたいことを、伝えたいことをちゃんと伝えることができないで後こう悔かいするのはイヤだったの。き、昨日だって……」

「──昨日？」

「……あっ……」

　俺のその言葉に椎菜はしまったって声を出した。慌あわてたように顔を上げて「あ、そ、その、い、今のは何でもなくて……」

「昨日って何のことだ？　もしかして様よう子すがおかしかったのと何か関係があるのか？」

　真まっ直すぐに顔を見て訊きき返かえす。

　すると椎菜は観かん念ねんしたかのようにきゅっと目をつむって、

「……き、昨日も、ほんとは同じだったの……」

「え？」

「き、昨日の放課後……う、ううん、ほんとは昼休みから……裕ゆう人とに話したいことがあった、渡わたしたいものがあったの。で、でも、なんかあの温おん泉せん旅行からうまく喋しやべれなくて……」

「……」

「あの時以来、裕人の顔を見ると何だかそわそわして落ち着かない気持ちになって、う、うまく接せつすることができなかったの。しばらくすれば元に戻もどるかと思ったんだけど、全然だめで……。昨日も結局昼休みには言えなくて、放課後に追いかけまでしちゃったのに、それでもやっぱり最後はごまかして逃にげちゃって……」

　そう言って再ふたたび顔をうつむかせる。

　やっぱり椎しい菜な、あの温泉遭そう遇ぐう事件を気にしてたのか……

　それもそんなに思おもい詰つめるくらいまで。そこまで悩なやんでいるんだったなら、やはりもっと早くキチンと話しておくべきだったかもしれん……

「……スマン」

「え……？」

　思わず俺はそう口にしていた。

「椎菜がそんなことで悩んでたなんて全然分からなかった。様よう子すがおかしいのには気付いてたんだが、それ以上のことは全然……たぶん俺は色々と気付けてないことがあるんじゃないかと思う。それで椎しい菜なにイヤな思いをさせたりして……」
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　温おん泉せん遭そう遇ぐう事件のことだけじゃない。

　足のケガのことだってそうだし、そもそも昨日追いかけてきてくれた時点で椎菜が何かを話したがってたなんてことにはこれっぽっちも気が付けなかった。きっとそういうものが積もり積もって、今の状じよう況きようを作り出しているんだろう。

　だったら、せめて今の俺にできることは──

「……遅おそいかもしれんが、今、訊きいてもいいか？」

「え？」

「昨日、話したかったことって何だったんだ？　それに渡したいものってのは……」

「あ、そ、それは……」

　椎菜の戸と惑まどったような声が返ってくる。

「イヤじゃなかったら教えてくれ。できるなら、聞いておきたいんだ」

　椎菜の目を真まっ直すぐに見ながら言う。

　それは俺の心からの気持ちだった。

「……」

　椎菜は少しの間うつむいて沈ちん黙もくしていた。

　戸と惑まどうような迷まようような沈黙。

　だがやがて、

「…………イ、イカメシ…………」

「え？」

　少しだけ顔を上げながらぽつりとそう言った。

「……わ、渡わたしたかったもの、だよ。イカメシ……なの。ゆ、裕ゆう人とほとんど学食とか購こう買ばいだから、お、お弁当にどうかなと思って。その、迷めい惑わくかとも思ったんだけど……」

「イカメシ……」

　そんなものを作ってくれてたのか。てことは、それじゃあ昨日のあの大きな紙かみ袋ぶくろはもしかして──

「──それ、もらってもいいか？」

「え……？」

「昨日ってことはまだあるよな？　だったら……食わせてくれ。今日はまだ夕食を食ってないから、ちょうど腹が減へってたところだったんだ」

　だが俺のその言葉に椎菜はぶんぶんと首を振ふって、

「え、だ、だめだよ！　た、確たしかにあるにはあるけど、でも作ったの昨日なんだよ？　イカメシは保ほ存ぞん食しよくっていっても、でもあたしあんまりうまくできなかったし……。そ、それに一日経たったあとじゃきっと味だって落ちちゃってて……」

「いいから、それでも食べたいんだ」

「あ──」

　正面から顔を見ながらそう言うと椎しい菜なは少し戸と惑まどったように視し線せんを逸そらして、

「う、うん……」

　そう小さくうなずくと、

　枕元の小こ棚だなに置いてあった紙かみ袋ぶくろをおずおずと前に出してきた。

「こ、これ……だよ。で、でも、ほんとにやめといた方がいいって。ゆ、裕ゆう人との気持ちは嬉うれしいけど、きっとそんなにおいしくないし食べてもきっといいことなんてな──」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「あっ……」

　なおも迷まよう素そ振ぶりを見せる椎菜の手から紙袋を半ば強ごう引いんに受け取って、

　包みの中から出て来た一口サイズのイカメシを手に取ると、そのまま口に入れた。

「──うん、ウマイぞ」

「え……」

「ちょっと固いがこれくらいの方が歯ごたえがあって俺は好みだ。うん、いける。全部食っても大だい丈じよう夫ぶか？」

「ゆ、裕人……」

　椎菜が口元に手を当てながらそう声を漏もらす。

「ば、ばかだよ……そんな、そんなのおいしいわけないのに……」

「そんなことない。本当にウマイんだ」

　実じつ際さいそれは俺の本当の感想だった。

　椎菜がわざわざ作ってくれたというイカメシ。

　多少見た目が不ぶ格かつ好こうだろうと作ってから一日経けい過かしていようと……それがウマくないわけがない。

「……ほ、ほんとに、裕人って……。でも……でも……嬉うれしいよ……そんな裕人だから、きっと、あたし……」

「？」

「あ、あたし、あたし……裕人のこと──」

　潤うるんだ目でベッドから身を乗り出した椎菜が何かを言いかける。

　まさにその時のことだった。

　ガチャガチャ、バタン！

　玄げん関かんの方で何やらそんな音がした。

「？　今のは……」

　よく分からんが玄関の鍵かぎが開いた音だろうか。

　首を捻ひねっているとそれとほぼ同時に部へ屋やのドアがバタリ！　と勢いきおいよく開かれ、

「い、今帰ったよ、椎しい菜な！」

「!?」「！」

　そんな声とともに、メガネをかけた人の好さそうな中年男性が飛び込んできた。







「ど、どうだい、げ、元気にしてたかな椎菜、お父さんもう心配で心配で……」

「お、お父さん！」

　椎菜が驚おどろいたように声を上げる。

　お父さん……ってことは、この人が椎菜父なのか？

「ど、どうしたのこんな時間に！　い、いつもは十時より早く帰ってくることなんてなかったのに……」

　椎菜のその言葉に、

「ど、どうしたもこうしたも椎菜がこんな状じよう態たいで仕事なんてできるわけないじゃないか。仕事は持ち帰りにしてもらってタクシーで帰ってきたんだよ。そ、それよりちゃんと安静にしてたかな？　ご飯とかはどうしてた？　赤まむしとか栄養ドリンクとかもたくさん買ってきたからこれを飲んで早く元気に──ん？」

　と、そこで言葉で止まった。

　レンズ越しに不ふ審しんがるような視し線せんが俺の方に注そそがれる。

「あ、あー……」

　これはどう説明したもんだろうか。

　夜よる遅おそくの高校生の娘の部へ屋やでイカメシを食べている男。しかも目の前には両手を胸むねに当てながら少し目を潤うるませた娘の姿すがた。

　客きやつ観かん的てきには明らかに害虫だとか間ま男おとこだとかの類たぐいである。怒ど鳴なられて叩たたき出だされても文もん句くは言えない。

　だが椎菜父の反はん応のうは──

「え、ええと、キミは……。あ、も、もしかして、椎菜の恋人とかかな？　は、初めまして、私は椎菜の父で天あま宮みや好よし幸ゆきです。い、いやあ椎菜にそんな人がいたとは知らなかったなあ。あ、だ、だったら今晩はお赤せき飯はんを炊たかないと……あ、あれ、こういう場合はお寿す司しとかの方がいいんだったっけ？」

「お、お父さん!?」

「そ、それならそうと言ってくれればいいのになあ……。あ、ひょ、ひょっとしてお父さん、邪じや魔まだったかな？　ご、ごめんごめん、すぐに退たい散さんするから。だ、だめだな、ついつい出しゃばっちゃって……。お父さん、ＫＹだから。あ、ＫＹって言っても今年もよろしくってことじゃなくてね……」

　ペコペコと頭を下げながらそんなことを早口でまくしたてる。

「ち、違ちがうの！　ゆ、裕ゆう人とはそういうのじゃなくて、その、あ、あの……」

「あ、だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、お父さんのことは気にしなくていいから。そ、そうかそうか、でも椎菜ももうそういう年とし頃ごろかあ。月日が経たつのは早いっていうけれど、お父さんも歳としを取るわけだねぇ。ちょっとだけ寂さびしい気分だなあ」

「だ、だから……」

「そ、それじゃあ二人でゆっくりね。お父さんはベランダでタバコでも吸ってるから何かあったら呼よんでくれれば──」

「だ、だから違うって言ってるのっ！　ちょ、ちょっとお父さんは黙だまってて！」

「ぶもっ!?」

　ベッドの上の椎しい菜なからマクラを勢いきおいよく顔がん面めんに投げつけられ、

　椎菜父はようやく（物理的に）沈ちん黙もくした。
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「ご、ごめんね、なんか最後の方にヘンなことになっちゃって……」

　玄げん関かん先さきで椎菜が顔を赤くしたままでそう言った。

「も、もう、ほんとに恥はずかしいんだから。お父さん、あたしたち姉妹のことになるといっつもあんな感じに周りがあんまり見えなくなっちゃうんだよ。それで……」

「あー、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。何ていうか、娘思いのいいオヤジさんというか……」

　俺の言葉に椎菜は苦笑いをして、

「気を遣つかってくれなくっていいって。ああいうのを親バカって言うんだから」

　肩かたをすくめながらそう言った。

　あの後、椎菜が状じよう況きようを説明してようやく椎菜父は分かってくれた。「あ、ああ、なるほど、娘のクラスメイトなんだね？　それでお見み舞まいと看かん病びようをしてくれていたと……。そうなんだ、ど、どうもありがとうね。いい友達がいてくれて椎菜は幸せだなぁ。どうかこれからも仲良くしてやってください」とこっちが恐きよう縮しゆくするくらい何度も何度も頭を下げてきたのだった。

　で、その後にも「あ、ど、どうせなら夕食を食べていったらどうかな？　何なら寿す司しの出前でも取るのもありだし……」との誘さそいを受けたんだが、さすがに時間も時間だったので丁てい重ちようにお断ことわりした。

　そして今は見送りのために椎菜が玄関まで来てくれているのである。

「それより足は大だい丈じよう夫ぶなのか？　ここまで送ってくれなくてもよかったんだが……」

「あ、うん。さっきよりももうだいぶいい感じだよ。もともとそこまで大げさなものじゃなかったのもホントだし、裕ゆう人との看かん病びようのおかげでかなりよくなった感じかな♪」

　ぱちりとウィンクしてあははと笑う。

　その見ているだけでこっちの気持ちも明るくなってくるような笑え顔がおはいつものフレンドリー娘（温おん泉せん前）のもので……ふむ、どうやらわだかまりはだいぶ消えてくれたみたいだな。

　少しだけ安心していると、

「でも……裕人でよかった」

「え？」

「さっきのこととか……嬉うれしかったよ。裕人の気持ちっていうか心が伝わってきて……ヘンに意い識しきしてたのがバカみたいになっちゃった。きっと裕人なら、そんな風に構かまえたりしなくても普ふ通つうに接せつしていればちゃんと応こたえてくれる。そう思えたから……」

「??」

「あ、い、いいのいいの、それはこっちのことだから……」

　顔の前でふるふると両手を振ふる。

　まあそう言うならいいんだが……

「んじゃ、そろそろ帰るか。今度こそまたな」

「うん、また明日、学校でね」

　ちょこんと立つ椎しい菜なに手を振ってドアへと足を向けようとして、

「あ、待って裕人、ほっぺたにご飯がついてるよ？」

　そう呼び止められた。

「ん、どこだ？」

「その右の辺あたり。イカメシのお米かな。あ、よ、よかったら取ってあげるからちょっとしゃがんでくれるかな？」

「悪い、頼たのむ」

　そう言って少しだけ身をかがめる。

　そういえば一口サイズのイカメシなのに頰ほおに米粒が付くなんてことがあるのかと思いかけた、

　その瞬しゆん間かん、

　ちゅっ。

　何か、指でないものすごく滑なめらかで柔やわらかな感かん触しよくのモノがタッチしたような気がした。

「……」

「……」

「し、椎菜？」

「と、取れたよ、も、もう何も付いてないから」

「あ、あー、サンキュ。だけど今のは……」

　何が何だかよく分からん俺に、

　椎菜は少し目を逸そらしつつ頰ほおを赤くしてこう言ったのだった。

「だ、だいじょうぶ、これは……二回目だから」
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　二月の頭のとある土曜日の午後。

　俺は学校から帰るその足で直接春はる香かの部へ屋やへと来ていた。

「そ、それでは裕ゆう人とさん、開きますよ？」

「ああ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで隣となりの春香がそう確かく認にんを取ってくる。

　その目の前にあるのは『Vozue 三月号』と書かれた一冊の雑誌。

　表紙にはでかい観かん覧らん車しやの下で小こ洒落じやれた感じの外国人カップルがさわやかに笑い合っている写真が使われている。

「な、何だか緊きん張ちようしますね。どこのページに載のっているんでしょう？」

「目次を見るといいんじゃないか？　特集がどうとか言ってた気もするしな」

「あ、そ、そうですね」

　これは言うまでもなくつい先日みなとみらいでイベントに参加した時のナンバーである。

　何でも昨日見本誌が届とどいたとのことで、いっしょに見ないかと春香に誘さそわれてここ（春香の部屋）までやって来たというわけなのだ。

「え、えと、目次、目次……あ、ありました！　『今月の特集　デートで行く横浜みなとみらい』。こ、ここですよね？」

「ああ、たぶんな」

「ど、どうなっているんでしょう？　どきどき……」

　宝くじの当選発表を見るような表情で春香がゆっくりとページをめくろうとして、

「あれ～、おに～さん、来てたんだ～」

「！」「!?」

　そんな声が背はい後ごからいきなり響ひびき渡わたった。

　見ればそこにはツインテール娘とメイドさん×三（葉は月づきさん、那な波なみさん、アリス）が並ならんで立っていた。

「いつから来てたの？　来てるならわたしにも声かけてくれればい～のに。ん～、二人でなんかおしゃれな感じの雑誌なんて読んじゃって何してるの～？　あ～、もしかして次のデートコースのチェックとか～？」

　にんまりと笑えみを浮うかべる。

「あー、いや、これはだな」

「え、えとですね……」

　意味ありげな目を向けてくる美み夏かからさりげなく雑誌を隠かくす。

　イベントに参加して写真とかを撮とってもらったことはいちおう二人だけの秘ひ密みつにしておこうということになっていたのだ。その、あれだ、まがりなりにも初デートの〝メモリアル〟であるわけだしな。

　幸さいわいというか美み夏かはそれには気付かなかったようで、

「うんうん、ようやくおに～さんも少しは甲か斐い性しようってものが分かるようになったか～。でももうちょっとかな～。前も言ったと思うけど、こうゆうのを二人で見る時はベッドの上で見なきゃだめなんだよ。ほらほら、座すわった座った♪」

「お、おい」

「え、えと……」

　そんなことを言いながら俺と春はる香かの背せ中なかを押おしてベッドの端はしに座らせる。

　そしてなぜかそのまま、気まぐれな仔こ猫ねこのように俺のヒザの上にごろんと仰あお向むけに寝ね転ころがってきた。

「えへへ～、おに～さんのおひざ～♪」

「お、おい」

　いきなり何するんだこのツインテール娘は。

　突とつ然ぜんの行動に困こん惑わくするも、

「え～、これくらい別にい～じゃ～ん。おに～さんとは夜の学校で二人きりで逢あい引びきした仲なんだから♪」

　いたずらっぽく笑いながらそんなことを言ってくる。

「あれは明らかに違ちがうだろ……」

　というか単なるロックアウトである。

「まあまあ、細かいことは気にしない。わ～、お姉ちゃんのおひざもふわふわだな～。あったかくていい匂におい～」

「み、美夏」

　そんなことを言いながら楽しげに俺と春香のヒザの上をごろごろと行ったり来たりする。

　縦じゆう横おう無む尽じんなごろごろアクション。

　と、

「──（じ～）」

「？」

　そこでなんか、ちびっこメイドが那な波なみさんの陰かげに隠かくれながらもじもじとこっちを見つめているのに気付いた。

　何かを訴うつたえかける小動物みたいな目。むう、何か言いたいことでもあるんだろうか？　と首を捻ひねっていると、

「あら～、もしかしてアリスちゃんもごろごろしたいんですか？」

「え？」

　那波さんがそんなことを言ってきた。

「裕ゆう人と様、アリスちゃんも裕人様のおひざの上でごろごろしたいみたいですよ～」

「ゴ、ゴロゴロ……？」

　って、このちびっこメイドが？

　確かく認にんするようにアリスの顔を見ると、

「──（こく）」

　遠えん慮りよがちながらもしっかりとうなずいてきた。

　どうやら本当のようだ。いやツインテール娘にしろちびっこメイドにしろ、俺のヒザの上を休きゆう憩けい用ようシートか何かと勘かん違ちがいしてるんじゃないのか……？

　ものすごく疲つかれた気分になる俺に、

「へ～、そなんだ？　アリスちゃんがそんなことゆうなんて珍めずらしいね～。でもい～よ、まだスペース余あまってるし、おいで～♪」

　なぜかそんなことを言いながら美み夏かが着席許きよ可かを出した。

「わ～い、ごろごろ～♪」

「──（こくこく♪）」

　ツインテール娘とちびっこメイドというＷちんまいコンビによるごろごろ攻こう勢せいだった。

「あらアリスちゃん、よかったですね～」

「……とても幸せそうです」

「……」

　……いや。

　別に構かまわんのだがさ……







「はあ……」

　ツインテール娘たちがお茶を淹いれるために部へ屋やから出て行ったのを確認して、俺は深く息を吐はいた。

「す、すみませんでした、美夏ったらいつも裕人さんがいらっしゃると甘えてしまって……」

「あー、いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　すまなそうに頭を下げてくる春香に首を振ふる。

　さんざん遊ばれた感があるが、まあ結局のところヒザの上でゴロゴロされただけだし、何だかんだで懐なついてくれての行動だから悪い気はせんのも事実だしな。

「それより今のうちに雑誌を見ないか？　また美夏たちが戻もどってくると色々と忙いそがしいだろうし……」

「あ、そうですね。そ、それでは……」

　こくこくとうなずいて、春香がおもむろに雑誌をヒザの上に広げた。

「そ、それじゃあ、開きますよ？」

「ああ」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　そして次の瞬しゆん間かん思い切ったかのように「え、えい」というかけ声とともに件くだんの特集ページを開く。

　そこにあったのは──

「お──」

「あ……」

　輝かがやくような──春はる香かの笑え顔がおだった。

『本日のベストショット』と銘めい打うたれた、ページの中でも一番目立つ場所に配はい置ちされているとびきりの笑顔。

　それがいつ撮とられたものであるのかはいまいち思いあたるフシがないんだが、間ま違ちがいなく春香の魅み力りよくを最高に引き出している一枚である。

　ちなみに同じ写真の中で俺の顔面は見事に端はしっこで見切れていた上にメガネのレンズに光が反はん射しやして目が四角い発光体みたいになっていたりもしたが……それはまあ気にせんようにしておこう。

「すごいな。なんつーか、その、キレイだ……」

　思わずそう漏もらしちまうと春香はふるふると首を振ふって、

「い、いえ、そんな……。でもこんなに素す敵てきに撮っていただいていたなんて思わなくて……」

　胸むねに手を当てて感かん激げきしたようには～っと息を吐つく。「と、とっても感動です。茅かや原はらさんに感かん謝しやしませんと……」

「茅原さんか……」

　あの人もなんだかいまいちよく分からん人だった。

　大おお晦日みそかや遊園地と接せつ触しよく回数は多いが、結局何がしたかったんだかも不明だし。

　そんなことを考えていると、

「あ、そういえば茅原さんといえば、あれからも何回かお会いしたんですよ」

「え？」

「ここ最近のことなのですが、お稽けい古こ先さきによくいらしてました。乗馬やピアノ、お華はなにもいらしていたような……。何でもまた取材をしているとのことで、お馬さんや楽がく譜ふ、剣けん山ざん等の写真などを撮ってらしたみたいです。偶ぐう然ぜんってあるんですね」

「……」

　そんなもん（馬とか）を撮って一体どうしようってんだろうか。

　本当によく分からん人だ……とさらに頭を捻ひねらせていると、

「──でも、こんなに笑えているのは……裕ゆう人とさんがいてくれたからだと思います」

　と、春はる香かがぽつりとそう言った。

「え？」

「私が笑えている……理由です。もちろん茅かや原はらさんやカメラマンさんたちのお力もあると思います。で、でも一番大きいのは……裕ゆう人とさんが傍そばにいてくれたこと、です。裕人さんが近くに立っていてくれたから、隣となりで優やさしく見守っていてくれたから、私はこうやって笑えていたんです。そ、それはもう九ヶ月前のあの時から──初めて出会った日から変わりません」

「春香……」

「だ、だから──」

　そこで春香はそっとこっちの手を握にぎってきて、

「だ、だから、そ、その、あの……私は、これからも、裕人さんがいいです。で、できればでいいんですけど、こ、これからも、私を笑わせてください……」

　最後の方はほとんど消えて蒸じよう発はつしてしまいそうな声でそう言った。

「春香……」

　思わず握にぎられた手を握り返しちまう。

　細くて小さな手。そしてその先には頰ほおを赤くして少しだけ目を潤うるませた春香の整った顔があり──

　その時だった。
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「お、お姉ちゃん、大変だよ！」

「！」「!?」

　バタン！　とドアが開いて、

　転ころがるように美み夏かが飛び込んできた。

　電磁石の同極のように慌あわてて二人ばっと手を離はなす。

「ど、どうした？」

「な、何があったんですか、美夏？　そんなに慌てて……」

「ど、どうしたもこうしたもないよ！　い、い～からこれ見て！　おに～さんも！」

「ん？」

　美夏の手に握られていたのは封ふう筒とうと紙のようなもの。

　そこに書かれていたのは──

「……オーディション合格通知？」

「え？」

「オーディション合格通知って書いてあるんだが。こ、これってまさか……春香がアイドルになるってことなのか!?」
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　あとがき




　こんにちは、五十嵐雄策です。『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつ』第八巻をお届とどけいたします。




　さてさて本巻はいつも通りの四話構こう成せいでありながら、短編集にも近い構成になっております。

　四話でひと続きの話となっていつつも一話一話は完結していますので、基本的にはどの話から読んでも問題のない作りになっているのではないかと思います。

　ちなみに第二十九話が「電撃文庫MAGAZINE vol. 2」にも掲けい載さいされた春香メインの話、第三十話がメイドさんたちメインの話、第三十一話が美み夏かメインの話、第三十二話が椎しい菜なメインの話となっています。

　本来ならばこれらに加えてルコと由ゆ香か里りの出会いを書いたエピソードなども考えていたのですが、ページの都つ合ごう上じよう泣く泣くカットせざるを得なくなりました。これについてはまたいつか機会がありましたらどこかでお目見えできれば……と考えております。




　話は変わりますが、この本が発売される頃ころにはいよいよアニメの放映がスタートしていると思います。このあとがきを書いている現げん段だん階かいではまだアフレコ前で、ドラマＣＤを聴きき返かえしたりいただいたコンテを見たりして色々と妄もう想そう（？）しているのですが、きっと素す晴ばらしいものに仕上がっていると勝手に確かく信しんしております。地ち域いきにもよるのですが、よろしければ見ていただけると原作者としては嬉うれしい限かぎりです。また夏以い降こうには色々とイベントもあり、ＤＶＤも発売予定なので、そちらも少しでも気に留とめていただければと……（ぺこり）




　以下はお世せ話わになった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の和田様と三木様。毎回毎回著者校での修正が多くてすみません。密ひそかに電撃最多なのではないかとそこはかとなく危き惧ぐしております。

　イラストのしゃあ様。ここまで来られたのもしゃあ様の素す敵てきなイラストの力が大きかったと思います。これからもよろしくお願いいたします。

　またいつも多方面で力になってくれている両親。特にデビュー決定時からずっと応おう援えんしてくれていた父には本当に感かん謝しやしています。この場を借かりてお礼を言わせてください。




　そして最後になりましたがこの本を手に取ってくださった読者の方々に深い感謝を。

　それではまた再ふたたび会えることを願って──





二〇〇八年五月某日　五十嵐雄策　
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の秘密⑧。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、文庫デビュー。夢にまで見たアニメ化が実現したので執筆活動にも熱が入ってます。バリバリと原稿を進めつつ……代わりに司法試験の話題はもうしないで下さいとのことで──。
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イラスト／しゃあ

しゃあの秘密⑧。「電撃G'sマガジン」で『ＣＬＡＮＮＡＤ』のコミック連載中です。マンガにアニメにゲームにコミケにと２００８年の夏はホントに大忙しです。三倍早くは動けません。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「しゃあ先生」係










乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつ⑧








五十嵐いがらし雄ゆう策さく





電撃文庫
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